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妖精は侯爵の不器用な熱情に乱れて








　プロローグ






　私あなたは誰なの──？

　生まれ落ちてからずっと抱えてきた問題は、今日この時でさえも解かれはしない。

　正解を知っているのはあなた私であって、私あなたじゃないから。




「あ……っ、ぁ」

　夢の中で追ってくる影に手を伸ばし、温もりを求めるように指を畳んだ。

　掴むのが怖いから。真実を知ってしまったら今の関係が壊れてしまうかもしれないから。

　それでも膨れ上がる不安を押しのけ、最後には手を伸ばしていつも目を覚ます。

「歪んだ顔もなおかわいらしいな」

　瞼を開けると、獣のような燃える紅の瞳が笑みに細めていた。

　蠱惑的な甘い相貌、脱力した腿を抱えてくれるたくましい両腕。汗で照る割れた腹に、下腹部は──二人が繋がる狭間へと視線で辿り、頬を染めるミアティは首を振る。

「っ、そん、な……ぁっ」

「嗜虐的な癖はなかったはずなのにな。お前を抱くとついそうした気が触れてしまう」

「もっと優し、く……してくれても、ぁ」

「それではダメだ、ミアティ。君のかわいらしい顔が見えない」

「い、や……ぁ、はぁ、ん……っ！」

　さらに腰を押し込まれ、美しい金の髪を振り乱すミアティは喘ぐ代わりに息を吸った。

　恍惚に染まる暴力的な微笑みは、いつも少しの恐怖と安堵を与える。

　本当は幸せを感じるだけでいい。不安に思うことなく、盲目的に彼を信じて生きていくだけで幸福がその手に握られるようなものなのに。

　欠けた私あなたは、いつもそうさせてくれない。

　この行為以外を求められていないのではないか、と。

　それでも彼に必要とされ、愛されていることに変わりないのではないか、と。

　一過性の不安は、男根を知ったその日から絶えることはなかった。彼との行為は幸せでありながら、言いようのない切なさが同居している。それはさも欠けた穴を快楽で埋め、刹那のうちでも忘れようとする代償のように、打ち寄せる海波となってミアティを襲う。

　汗を散らす癖のある茶髪が視界を掠め、唇を塞がれた。

「だからもっと鳴いてくれ、カナリアのように。俺にそのかわいらしい声を愛でさせてくれ」

「かわいらしく……なん、かぁ……！」

　覆いかぶさられ、シーツを掴んでいた手を取られて指と指とが重なると、舌を掬われる。

「いや、愛らしいとも。ミアティ、君の中で唸る俺を感じればわかるだろう？」

「わか、らな……わかん、ない……っ！」

「理解してもらわないと、な」

　最奥に自らを誇示するように、彼の怒張が突き上がった。

「んくぅ、っ……はぁ、……ぅ！」

　揺り動かされているわけでもないのに、収まりきらない彼で胎を満たされると息が漏れた。内臓を押し潰される感覚とは別に、雑然とした快癒も手伝って乱れ、自覚させられてしまう。

（膨れ上がってて、脈打って……て）

　さっきよりも一回り大きくなった彼のそれが、体内に在る。繋がっていることを改めて確認させられると、恥ずかしくなってミアティは空色の瞳を逸らそうとした。

「そっちではない。こちらだ」

「ぁ……む、んぅ」

　すると顎を引かれ、強引に唇を開いて舌を蹂躙された。

　粘つく吐息が口内を満たし、下も、上も、彼に染まっていくようだ。

　だからなのか、次第に心地よくなる身体を彼に任せ、舌を絡ませていた。少しだけ浮いた腰は、突かれるたびに嬉しそうに悲鳴を上げ、蜜を垂らしてしまっている。

「いいの？」と囁く誰かの声がする。「いいの」と無意識に返す私がいる。

　そんな問いに、真面目に答えられる理性は角砂糖の欠片ほども残っていない。

　だって、仕方ないじゃない。

「はぁ、……ん、ぁ」

　──気持ちいいのだから。

　身を委ねて、乱れきってしまいたくなるほどに気持ちいいのだから。

　充血してそそり立つ乳頭も片手にいじくられ、どうにか理性を保っていた思考でさえ、舌を絡められた途端に蕩けてしまった。溢れる蜜は止まりを知らず、快楽に呑まれる身体は、彼の抱擁を受け入れ、その首に自然と腕を伸ばしている。

「いいの？」と囁く誰かの声がする。

「あ、は……んっ、もっと──」

　自ら彼を求めるように腰を上げ、抽送に合わせて最奥へと導く。

　息が絶え、背筋を駆け抜ける快楽の稲妻に身を震わせ、ミアティは甘美の紅潮に笑みを咲かせた。

（ああ、これが愛なんだ……愛、なんだわ）

　知らないことはいっぱいある。

　でもこれは、きっと生きていて一番大事なものなのだと、理解できる。

　だって、こんなに素晴らしいものはない。

　だって、こんなに気持ちのいいものはない。

「トール……ぅ、トールさ、まぁ……！」

「急に締めるな、馬鹿者」

　ぎゅっと抱きしめる彼は──トールは、荒い息に笑みを滲ませた。

「──欲しがりが過ぎるな、ミアティは」

「違っ、そん……なぁ、んっ！」

　耳たぶを口に含まれ、続く言葉は嬌声に溶けていた。

　でも構わない。否定しても、本当は欲しいのだ。

　彼の証を、ここに欲しい。ずっと、いつでも、待ち望んでしまっている。

　激しくなる抽送に腰を浮かせ、自ら迎えにいくミアティはつい先日まで乙女だったのが嘘のように男を求めた。

　愛ゆえか。その性ゆえか。

　どうでもいい答えなど置き去って、ミアティはただ、愛する男の喜びに応える。

　彼の怒張が、大きく震えた。

「……もう、持ちそうにないな」

「はい、はいっ……来て、」

「まったく、欲しがりめ」

　落とされた軽いキスを皮切りに、繁みを揺らす熱塊が激しくなった。

　ただ猛然と獣のように腰を振られ、肩を抱きしめられ、貪るように舌を交わす。

　乱暴だけれど、彼が求めてくれている事実が胸を満たしてやまない。

　問いかけもなく、自分に素直になって、ただ彼を求めるだけで今はいい、と。

「好き……、好きよ……っ、トール様ぁ……、もっと！」

　天蓋のベールが風もなく揺れた。

　飛沫する互いの汗が裸体の腹上で交じり合い、硬い胸筋に触れる乳頭が痺れるような快感をもたらす。

　何も考えることができなかった。

　考える暇さえなく、目前まで迫る光に向かってトールにしがみついていた。
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「いくぞ──」

　追い立てるように激しく突き上げるトールがその瞬間、吐精した。

　それに合わせ、女の、声にならない嬌声が部屋に響き渡る。

　灼熱のごとき奔流が蜜壺から溢れ、繁みまでをも濡らし、染めていく。

「ぁ──……はぁ、ぁ……」

　息をするだけでやっとだった。

　何もかも、どうすることもできず、蜜壺より抜かれる彼の怒張に霞む視線を送るぐらいしかできず、ただ息をする。

「ミアティ……頑張ったな」

　金糸のごとき細い髪を撫でられ、ミアティは微笑んだ。

　頬は汗に濡れ、トールの額には前髪が貼りついていた。ミアティも変わらず、滴る汗が白い首筋を撫でていく。

「トール様……？」

　尋ねるように彼の名を呟き、ミアティは息を吐き出す。

　彼の顔を見ているだけで、優しく笑ってくれる紅の瞳を見るだけで、心は弾み、締めつけられるようになる。これは苦しい痛みとは違う。愛なのだとミアティは知っていた。だから嫌じゃないし、むしろ好きだ。

　だから、と唾を飲み込み、ミアティはそろそろと下腹部に手を伸ばす。

「まだ、し足りなくはないですか？」

　寝そべる自分の股下から、未だにそそり立つ元気な彼の姿が見えていた。

「いや、そんなことは」

「ほんと、ですか？」

「ああ、いや……」

　細い指を絡めるように握ると、口を濁すようにトールは紅の視線を逸らす。

　さっきは自ら逸らすなと唇を奪ったくせに、自分は構わないのはわがままだろう。

　むっとして、ミアティは上体を起こした。

「ど、どうした？」

「トール様が正直に言わないからです」

「正直になど……」

「ここは、正直なのに」

　熱を孕む怒張は、しごけば残った白濁が溢れてくる。愛おしげに器用に指先を絡めると、ミアティはそれを口に運んだ。

「しょっぱい……」

「あまり、飲むものでは……」

「言わないと、知りません」

「ま、待て、ミアティ……ぅ！」

　勢いに任せてかがむと、ミアティは彼の怒張を口に含んだ。

　舌先で先っぽをほじくるように撫で、残った白濁を搾り取っていく。

「今は出したばかりだから、敏感なんだ」

「ほれは……ひりふぇへん」

「咥えながら、く……喋るな……！」

　ふふふ、と珍しく苦悶するトールにミアティは笑う。

　口の中でも大きく膨らむ怒張の裏から舌を這わせて上下し、手も使ってしごく。動くたび、びくびくと震えるトールはかっこよくて隙のない普段と違って余裕がなく、かわいらしかった。

　攻勢逆転とまではいかずとも、ああこれもいいかも、と胸を弾ませるミアティは掬いきった白濁を飲み込み、顔を上げた。

「ん、ぅ……寝てください、トール様」

「なぜだ？　もう満足しただろう……？」

「だって、ここはまだ足りないと口にしてます」

　指先でちょんちょんと触れると、びくっと震えるそれは本人よりも正直だ。

「いや、だがお前が……」

「うるさいです、もう。いいんです、今日は」

「おっ──」

　頬を掻くトールの決まりの悪さに、ミアティは力任せにその胸を押した。

　仰向けになる彼の上に跨り、火照る白濁が滴る繁みを張り詰めた怒張へと合わせる。

「…………」

　どくん、と胸が鳴る。

　本当は、彼のためだけじゃない。

　苦々しく口を歪ませ、ミアティは真っ赤な顔をトールへと向ける。

「だから、私も、その……」

　自らあてがっておきながら、しかし口にするのは恥ずかしい。

　理性が完全に帰ってきてしまえば、こういった言葉はまともに口にできないだろう。

　だから。でも──だから。

　秘唇に当たる彼の熱に震えながら、ミアティは淡い桃色の唇を開いた。

「したいんです、トール様と」

「……！」

　彼を下に敷く──上に乗せられたことはあるけれど、それとは趣が違う今回は、早鐘を打つ胸が鳴りやまない。

　受け入れるならまだしも、自らしたいと口にするのは、はしたない、と思われないだろうか。憚られていた想いが唇を震わせ、かっと頬を熱くする。

「トール様は……お嫌ですか？」

　呆然とこちらを見るだけの彼に、不安になってしまう。

　本当にこれで合っていたのか。

　囁きかける誰かの声に、従っておけばよかったのではないか。

　懊悩するミアティの肌を、静まり返った夜の空気が刺した。

「あの、お嫌なら、それなら」

「いや」

　股の上から退こうとするミアティの細腕を、トールは引き留めた。

　ベッド脇のランプの灯が揺れ、深まる夜の静けさに互いの吐息だけが響く。

　薄暗がりの中、トールが頬を染めたように見えた。

「いや、嬉しいんだ。求められたのは初めてだったから」

「トール様……ぁ」

　そう言って腕を引く彼は、ミアティの濡れた秘筒へと浅黒い怒張をあてがった。

「これも君の中に入りたいとうるさくてね」

「それはっ……はい。私も……来て、ほしい……です」

「ふふっ、ありがとう」

　想いを口にするのは恥ずかしい。

　何もかもが初めての人生において、彼との夜は何度越えても初夜と変わりなかった。

「ぁ……ん」

　再び繋がる裸体を重ねて、ミアティは瞼を閉じた。

　──あなたが、来てくれてよかった。

　あの日、あの時、あの場所で。

　トールが来てくれなかったらどうなっていたのだろう。

　初めて出会った森の奥を思い出しながら、涙を滲ませる。

　このまま幸せが続くと信じて。

　脳裏を掠める知らない記憶から、目を逸らして。






　一章　初めての歌






「……ん、ん」

　目を覚ましたのは、草花生い茂る小さな円形の広場の中心だった。

　鳥の囀りや木々のさざめきが耳を満たし、朝露を垂らす草花の香りが鼻腔をくすぐる。

　直上に空いた樹洞のようにそびえ立つ大樹は広場を囲んで並び、地上に張り出した太い根のせいで道という道は半分塞がれたようなものだ。

　上体を起こし、周囲を見渡した少女は、自分の手のひらを返し呟いた。

「どこ、ここ……？」

　滑らかな指先は、握りしめたら折れてしまいそうなほどに細い。

　腕も違わず、肩は狭かった。頬を擦ればつるつるとした肌に草がついていて。

「……私、は」

　呟く唇に触れ、陽の光に照らされてキラキラと輝く肩から流れる金髪を引っ張る。それが自分の髪の毛だと確認した少女は、訝しむように眉間にしわを寄せた。

「ミアティ……そう、私はミアティ……だけど」

　名前はわかっても、他の情報の一切はない。

　──一体、どこのミアティだろうか。

　周囲一帯を見直しても、大樹に囲まれている状況も、枝葉に陽光が遮られ、太い根が張り出した木々の隙間にしても、変わるところはない。目視できる範囲で、遠くに小さな光源が並んでいる──森林の果てが見えるぐらいで、それ以外に目新しい発見はできそうにない。

　地面に手をつき、立ち上がるミアティは己を見返した。

　身体に巻きつけられていた白色の布の裾を引っ張り、土のあまりついていない足裏を確認する。

（ここまで自分で来たわけじゃないのかも）

　目が覚めたら地面に寝そべっていて、頬に触れたら草がついていた。同じように考えれば、木々の合間に見える光源の場所から、ここまで歩いてきたとも考えにくい。

　運ばれたのか。ここで生まれたのか。

「……んん？　どういうこと？」

　不思議と巡る思考に知らず理解を示す自分に首を傾げる。

　ここにいることが普通ではない──恐怖や心細さを感じる胸の内に、それだけは理解できる。何も思い出せない今の状況にこそ感じているのかもしれないが、難しく考えても混乱するだけだ。

「とりあえず、ここにいてもわからないし……」

　近くの座れそうな根に「ごめんね」と一言、ミアティは腰かけると、森へと視線を移した。

　裸足で踏む地面は冷たい。ぞわぞわする感覚がある。短い草が生えるこの広場ならまだしも、茶色の地面がむき出しで、小さな石が転がる木々の合間は裸足で歩くのに痛そうで、あまり行きたくはない。

　けれども、なぜか木々の向こうにある光源には触れてみたかった。

　まるで最初からそれを求めていたように、惹かれている自分がいる。唯一、目視で確認できないのはそれぐらいだったのもある。

　枝葉の影を落とし、湿った地面の上を歩いていくのは気が滅入りそうだが仕方ないだろう。

「今はそれぐらいしか……ね？」

　自分を奮い立たせ、根から降りようとした時だった。

　腰かけていた根を伝って、何か小さな毛玉が駆けてきた。

「え……な、何これ」

　森を出ようとするのを防ぎたいのか、膝の上でぐるぐると回ったあと、それは見上げてくる。

「かわいい、子ね？」

「……？」

　くいっ、と首を傾げる縞模様の毛玉は、耳をぴんと立てた。

　小さな口で腰の辺りをはむはむし、身体と同じ縞模様のふわふわの尻尾を振る。

「撫でて、ほしいの？」

　頷くように身を寄せる毛玉は、その頭に触れると気持ちよさそうに目を閉じた。

「ふふっ、あなたのお名前はなんていうの？」

「……？」

「言葉は通じないのかしら？　でも、そうね。私と大きさも見た目も違うものね」

　よくはわからないが、そういうことだと勝手に解釈する。

　この毛玉に言葉は必要ない。身振り手振りだけで、してほしいことが理解できる。意志疎通ができれば、言葉の有無は問題にもならない。

「あなたは、どこから……ああ、そこがお家なの？」

　言葉を理解したのか、後ろを振り返る毛玉にならって根の先を追うと、大樹の洞から同じ毛玉が何個か顔を出していた。

「か、ぞく……？」

　問おうとした言葉が引っかかって、ミアティは片目を眇める。

　頭痛がする。毛玉を撫でていた手を側頭部に当てると、心配するように毛玉が見上げた。「大丈夫」と笑って返し、もう一度その頭を撫でてやる。

　激しい痛みではない。けれども、何かが引っかかってもやもやした。

（家族……が、何か……──）

『────────』

　ミアティは後ろを振り返った。

　誰かに見られていた──呼ばれたような気がして、首を左右に振る。誰もいない。気のせいかもしれないけれど、でも。

「……っ！」

　不安を煽るように、鳥の群れが葉々を揺らして飛び立っていった。

　飛び跳ねそうな心臓を押さえ、ゆったりと舞い落ちてくる灰色の羽を見つめる。咄嗟に手元に囲った不思議そうな顔をする毛玉に、ミアティは笑顔を作った。

「大丈夫だった？　私はえっと……ちょっと、怖かったかな」

　樹洞に潜む毛玉の家族も見ると、ひょっこりと顔を出したまま動かない。頭数も変わらず、無事なようだ。

「もう、びっくりしたぁ……ほんとに、もう、驚かさないでよ」

　木の上に何かいるなんて聞いてない。

　顔を出すなら静かに、ゆっくりと、こんにちは、と挨拶するぐらいの柔らかさで出てきてほしいものだ。いくら心臓があっても足りない。

　と、肩を落とすミアティの膝上から、毛玉が飛びおりた。

「そっちは危ないって……あ、え、みんな行っちゃうの？」

　樹洞から顔を出していた毛玉の仲間も一緒に飛び出し、森の奥へと走り去ってしまう。

　何かを察知して逃げていくその後ろ姿に、ミアティは伸ばしかけた手を引っ込める。

「悪いことしちゃったのかな……」

　ふて腐れたのが気に障ったのだろうか。悪口とか、気が滅入る言葉を聞きたくないのかもしれない。そういう気持ちはわかる。暗い話を聞くより、明るい話で一緒に楽しくなれた方がいい。

「もう少しふわふわの頭、撫でていたかったな」

　少しの間だけれど、耳の後ろを撫でると嬉しそうに目を細めるのはわかったのだ。

　尻尾に触れてみたかった思いは我慢するとして、喜んでくれていたのに残念である。戻ってくることがあれば、もう一度頭を撫でさせてもらおう。それまでここで待つ理由もできた。

「…………」

　けれども、森の奥への興味がなくなったわけではない。

　距離があるし、歩く体力が持つとも限らない。ここで待っていた方がいい、と鳴り響く警鐘に反抗して足を出そうとも思わないが、それでも。

「でも、行かなきゃ、だよね」

　ここにいては何も始まらない。

　ずっとここにいるわけにもいかないのだ。毛玉たちと戯れるだけでいいのならそうするが、間違っていると首を振る自分も確かにいる。

　草花で満たされた広場から出てしまえば、そこは張り出した根を境界に別世界だ。むき出しの地面は湿り、丸っこい不思議な形の植物も生えている。

　怪訝に顔を歪めるミアティはしかし、ふんすっ、と気合を入れた。

　得体の知れない使命感で根っこから降りる。

「つめた──」

　と、その時だった。

　ひんやりとして、気味の悪い感触の地面に足を着いた瞬間、再び視線を感じた。左でも、後ろでもない。右側からかかる圧は、殺意に近いもので。

「グルルゥ……」

　唸る声は獰猛で低い声色だ。足裏を包み込む湿った気持ち悪さに、広場へと飛び戻りたい気持ちでいっぱいなのに、しかし動けなくなる。

　動いたら、殺される。

　無意識に理解するのは生物の本能だろう。もしかしたら、毛玉たちはいち早くそれを察知して、逃げ去ったのだ。

　そっと視線をずらして、右側を見る。

　大樹の焦げ茶色と葉の緑色とが視界を埋め尽くす中で、警戒色ともいえる派手な黄色の体躯に黒い縞模様のある──見ようによってはさっきの毛玉たちに似ている獣が、唸り声を上げ、こちらを睨んでいた。

　つぶらな瞳に見えるのに、彼のその眼は鋭く、殺意に満ちている。

　少しでも動けば襲われるだろう。動かないと判断されても同じ結果だ。だが、逃げきれるような足もなく、打算もない。頭の中は真っ白で、上下左右がわからなくなるぐらいには動揺していた。息も荒い。はち切れそうなほど、心臓も鳴っている。

　口端を割く黄色の獣が牙を剥いた。滴る唾液が、あばら骨の浮く腹を見なくとも空腹とわかる。

　殺して、喰うのだ。

　腕を引きちぎり、内臓をほじくり返して、叫ぶ声すらもデザートにして。

　頭は真っ白でも、浮かんでくる嫌な想像を払うようにミアティは笑みを作った。

「……さっきの毛玉たちのお友達……あ、じゃ、じゃないですよね、ごめんなさい」

　唸り返され、微動だにできずとも「ううっ」と目端に雫を浮かべる。遠くの方で唸り声とは違う、パキッ、と木の枝が折れるような音がして、最悪な展開が脳裏を過っていく。

　方角はどちらかわからない。けれども、挟まれたら逃げようもない。

　どうすればいいんだろう。生き延びるには、殺されないようにするには、仲良くなるには。

　考えても、考えても時間だけが過ぎていくだけだ。この問い自体が無駄かもしれない。何をしても、そのうちバクッと食べられてしまう。

　武器もなく、土地勘もない、無垢な少女では結末を変えることはできない。

（でも、だからって死にたくなんて……）

　思い出せないけれど、どうしても生き延びなくちゃいけない理由もある。

　帰ってくる頭痛が、理由のない生存欲求に拍車をかける。

　森の向こう──あの先に何があるのか、知りたい。

　それは、最初の欲求ではないかもしれない。たった今、湧いた興味でしかないかもしれない。

　だとしても、足を動かす原動力にはなる。

　その時だった。

『──広場に出て』

「……っ！」

　突然、脳裏に響く優しい声に、ミアティは疑うことなく従い、広場を振り返った。

　唸る獣声が地を蹴る。後背にある恐怖に後押しされ、ミアティも爪先で土を掻いた。

　広場と森とを境にする根を乗り越え、陽の光が当たる草花の上に転がる。追走する地面を掻く音を確認し、足裏についた泥で滑りながら腰を引き、手をついて立ち上がる。

　次は、と胸奥に自問しながら、数瞬にして周囲に視線を巡らす。

　障害物はなく、周囲は円形に区切られた平野。戻ることは叶わず、しかし恐怖がまとわりつく足では、向かいの林へと向かう間に追いつかれる結果は見えている。

　あの言葉に従って本当によかったのか。

　誤った判断一つで死を招く状況下において、簡単に信用してよかったのだろうか。

「────ッ!!」

　迷う暇はない。

　この広場へと招き戻した声は、ミアティが生き残る打算があったから誘ったのだ。でなければ、反抗する術を持たない、ともすればただの餌でしかない自分を、こんな場所に向かわせるはずがない。

　幻聴だとしても、最善策を用意してくれていたはずだ。

　一方的な善性を願いつつ、ミアティは目前の木立へと向かった。木々の奥に光源のない、鬱蒼とした大樹の深奥へ向かう進路を取る。

「……い、や……は、ぁっ」

　一歩踏み出すごとに、二歩分の足音が響く。間違っていたかもしれない、と何度目かの後悔が訪れ、涙が滲んだ。四足の獣は二足の自分よりも断然、足が速い。

　振り返る余裕もなく、ミアティは必死になって地面を蹴った。

　と。

「──伏せろ！」

　迫る獣の方角から叫ぶ声に、ミアティは立ち止まった。

　さっきの声とは違う、肉感のある男声だ。緊張感を孕んだその声には、従わずにはいられない苛烈さがある。

　けれども、だからこそ立ち止まり、振り返った自分を後悔せずにいられない。

「あ──」

　目前には今にも襲いかからんと跳躍し、牙を剥き、爪を立てた黄色の獣が空中に在った。

「ぁ──」

　殺される、と悟った。

　宙を掻くように振り上げられた強靭な前足に怯え、止まる足は膝から崩れていく。偶然と従う形となってミアティは地面に伏し、己の運命を呪った。

　殺される、と滲む涙を弾き、強く瞼を閉じて──

「────ッ!?」

　刹那、声にならない獣声が森に轟いた。

　重量のある物体が大きな音を立てて足元に落下すると、押し潰された花の香りが舞う。

　ひらひらと舞う花弁はミアティの頭上へと降り注ぎ、花化粧を施していく。

「……え？」

　もう死んだ、食べられた。ついぞその悪夢は迎えなくとも、胃の中で目を覚ます気持ちで瞼をそっと開けると、そこは変わらず草花の広がる円形広場のままだった。

　一点だけ違うのは、舌を出し、足元に倒れ込んでいた黄色の獣だ。鋭い眼光をこちらに向けたまま、絶命している。

「……どういう、こと」

　生きている実感に滲む感涙を拭うも、不穏はまだ残っていた。

　上体を起こし、周囲を警戒しながら黄色の獣を観察する。

　胴体に外傷はないが、頭部には鳥の羽を尻に結んだ棒が突き刺さっていた。左の眼窩を突き抜けた先には尖った石のようなものが括りつけられている。

　見覚えがある気はするが、思い出せない。

「うぇ……」

　グロテスクな惨状をずっと見続けられず、ミアティは目を背け、吐き気を耐えた。

　生き残れたのはいいが気分は最悪だ。こうして助かった命なのに生きた心地がしないのは、未だにすべて危険が去ったわけではないからである。

　先の枝を折る音。それこそ、群れであった可能性を疑わずにはいられない。

「早く逃げない、と──」

「大丈夫だったか？」

　後背の林へと振り返ると、足音がした。

　根を飛び越え、草地に着地した音。それに伴って、心配する男の声が──さっき叫んだ誰かの声が、背をつつく。言葉がわかる、ということは毛玉や黄色の獣よりも種族が近い何かなのかもしれないが、味方と安直に信じるわけにもいかない。

「無事、みたいだな？」

　恐る恐る振り返ると、しなる枝に糸を張った道具と、獣の頭に刺さる羽付きの棒が入った筒を背負った男が片手を上げていた。ミアティと違い、一枚布でない長衣の服は体にまとわりつくように上下に分かれている。自分よりも動きやすそうと思いながら下向する視線の先には、彼の履物が映った。

　裸足でないことに衝撃を受けるが、しかし、それはわからずとも理解していたことだ。裸足で長距離を歩くことはできない。ならば、何かでカバーできるものを着用するしかない。それだ。

　と、そこまで観察して、ミアティはハッとして顔を上げた。

「……あの、えっと……あなたが、助けてくれた、の？」

　少し日に焼けた肌に、精悍な顔つき。鋭い紅色の瞳は蠱惑的な魅力がある。

　癖のある茶髪を片手に掻くと、彼は否定するように眉根を寄せた。

「ああ、いや……助けた、というには違うかもしれない」

「助けてくれたんじゃないんですか？　……じゃあ」

　考えられるのは、絶命した黄色の獣と同じ理由。

　顔を引きつらせるミアティは、自分を抱きしめて懇願した。

「私は、美味しくないです……！」

「いや、俺は食べないって」

「だって、助けたわけじゃないって！」

「偶然助けた形になったというだけで、助けた一面もなくはないということだ」

「？」

「……すまない。言葉は苦手なんだ。助けたよ。ああ、助けたんだ。俺が、君を」

　恥ずかしそうに手を差し出すその言葉で、ミアティの曇っていた胸が晴れ、泣きそうな顔に笑顔が咲く。
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「やっぱりそうだったんですね……！　ありがとうございます、えっと」

「トール。トール・グラムだ」

「トール、と言うんですね。ありがとう、トール。感謝してもしきれないです。私は、えっと……ミアティ。ただのミアティです」

　命の恩人に敬意を示すために立ち上がると、ミアティは一枚布の服をはたき、一礼する。

「このご恩は一生忘れません。お返しできるものは今はないけれど……いつか、いつかね？　いつか返すから、待っていてくれますか？」

「いいよ、お返しはこいつで十分だ」

　黄色の獣を指し、トールは笑う。

　不思議そうに首を傾げると、彼は獣の頭に刺さった棒を引き抜いた。

「もうこれは使えないな。だが、こいつ自体はいい油になる。肉はあまり旨くないが、食えなくもない。皮はなめせば高く売れるかもしれん」

「食べる……ですか？」

　ミアティの言葉に、トールは手に持った棒を背中の筒にしまって振り返る。

「そう、食べるんだ。殺して終わりじゃもったいないし、自然に怒られる。命を奪ったのなら、その命を継ぐのが自然の掟であり、余すところなく使ってやるのが人間の責任ってものだろう」

「にんげんの、責任……」

　手のひらに視線を落とし、ミアティは自身を見返した。

　彼と身体の造りは似ている。言葉も通じるし、同種族の見解は間違っていないのだろう。

「ねえ、あなたはどこから来たんですか？」

　棒を回収し、振り返る彼に森の先を指差し、ミアティは尋ねる。

「もしかして、あの光から？」

　あの光の先に何があるのか。

　生き残るために必要だった理由は、これから生きていく指針になる。何も思い出せないのだから、少しでも情報を集めていた方が今後、楽になるはずだ。

　答えを期待して見つめると、紅色の瞳が怪訝に歪む。

「妙な言い方をするな……さては、ミアティ。頭でも打ったか？」

「打ってないです、さっき転んだけど……うん、頭痛はしたけど、頭は打ってないです」

　ふむ、と考え込むトールは広場を囲う大樹を見上げた。

「違うな。どこから来た、と訊き返した方がいいか？」

「どこから……」

　さわさわと葉々を揺らす風の音が心地よく、甘く爽やかな花の香りを運ぶ。

　この円形広場だけは、周囲の森と土地からして異なっているのかもしれない。草花の生育環境もそうだが、空気がまるで違う。陽の当たり方とかだけでは説明できない、神聖なものを感じるものがある。

　そんな場所にただ一人。人気のない森の奥で、どうして寝ていたのか。

「ねえ、私は──」

　しばらく続いた沈黙を破るように、ミアティが口にした時。

　ぐぎゅるるる、と大きな音が鳴った。

「え、あ、……なに、これ？」

　お腹が鳴った。さっきの獣の唸り声とは違うが、獰猛さにかけては負けていない。

　急に身体の力が抜け、ミアティはその場にへたり込んでいた。

　立ち上がろうとしても、上手く力が入らない。どうしよう、とトールを見上げると、なぜか彼はおかしそうに笑っている。

「どうして笑っているんですか？　助けて……おかしいの、身体の力が入らなくて……」

「腹が減ったんだろ？　何も食ってないのか？」

「それは……だって、食べるとか、よくわからないし。食べないといけないものなの？」

「ああ、そうだな。何か食べないと今みたいに力が出なくなる。最悪死ぬことだってある」

　そこまで言われると、怖くなった。

　獣に襲われて殺されるだけでなく、何か食べないと死んでしまうなんて。

　また泣きそうになって、ミアティは懇願する。

「ねえ、トール。あなたは何か食べるものを持っていないの？　私、お腹が減っています。死ぬのは嫌です、まだ生きていなくちゃいけないことがあって……だから、その」

「そんな必死になるな、すぐに死ぬわけじゃない」

「笑いごとじゃないんですよっ？　もう……人の生き死にがかかってるのに、どうしてそんなヘラヘラしているの？　やっぱり、私を……？」

「だから違うって……ああ、仕方ないな」

　足にしがみつくと、彼はかわいそうな人を見るような目になって、背中に手を回した。そして小さな布地の袋に手を入れると、手のひら大の紙包みを取り出す。

「それは……？」

　包みを開く前からいい匂いがする。美味しそう、と言葉が浮かんだ。

　唾液が溢れて、自然と頬が緩んでしまう。

「今日の俺の昼食だ。食事をするには少し場が悪いが……まあ、そこは勘弁してくれ」

　そう言うと、トールはミアティの傍に腰を下ろして包みを開いた。中からふわふわした茶色の物体が現れ、香ばしい匂いを鼻腔に運んでくる。

　それを半分に分けると、彼は抑えきれない笑みを我慢しながら、差し出してくる。

「パンだ、食べてくれ。これ以上は俺の腹がよじれて死んでしまう」

「あなたは奇妙な生物です、笑っても死んじゃうなんて」

　皮肉を言われているのはわかった。無知でもそれぐらいは理解できる。

　それでもありがとう、とちゃんとお礼を言って、ミアティは両手でパンを受け取った。

　手のひらに乗せたパンはふわふわした見た目通りに軽くて、触感はもちもちとしていた。中は綿が詰まったように真っ白で、外側はパリパリと割れる面白い触感だ。

「パンがそんなに珍しいか？」

「珍しいかと言われると、初めて目にするので珍しいかもしれないです」

「そうか、パンを知らないやつもいるんだな」

　一口齧って、トールは笑う。よく笑う男だ。何がそんなに面白いのだろう。

　背中側には黄色の獣が横たわり、隣には飄々とした男がパンを齧っては「美味いな」と呟いている。本当に彼の言った通り、場はよろしくないが、催促するお腹には耐えられない。

　はむっ、と一口。大きく頬張ったパンを噛みきって、舌に乗せた。

　その瞬間、ミアティは空色の瞳を見開いていた。

「はわ……ん、あぁわっ」

　手で触れたのと同じ舌ざわりで、噛めば噛むほどに甘さがじんわりと広がっていく。溢れた唾液を吸われて喉は乾くけれど、それはそれでしっとりとした食感になって甘さが増した。

　外側と内側で触感が違うのもいい。なるほど、一緒に食べるのも美味しいけれど、片方ずつ、食べてみるのも味わい深いものがある。

「ん、あぐっ……ん、んっ」

「喉詰まらせるなよ」

　ほら、と棒の入っていた筒とは違う木製の小さな筒を差し出される。円柱型のそれは縁の部分に穴が空いていて、トールはそこに口につけて煽ってみろ、とジェスチャーをする。

「ゆっくりな？　ゆっくりだぞ？」

「ほふっふり……？」

「ふっ……そう、そう」

　また笑われた。頬が膨らんで喋りにくいのだ、仕方ないだろう。口いっぱいに入ったパンを呑み込むには、水分が足りない。

　言われた通り、口につけてゆっくりと筒を上に傾けると、穴から何かが飛び出してきた。

「あぐっ、んむ……!?」

「ゆっくりだ、そう、ゆっくり」

　勢いよく出てきた液状の何かを、ゆっくりと口の中に流し込む。慌てて筒を下げてくれるトールに視線で感謝しながら、ミアティは口内を満たす冷たい水の存在に気づいた。

　ゆっくりとパンを噛んで、水と共に流す。喉を通らなかったパンが、いとも簡単に流されていき、パンパンに膨らんでいた頬が元に戻っていく。

　うるさかったお腹が鳴りやみ、身体に力が入るようになった気がする。

「あ、ありがとう……トール。すごいですね……短い間に、こんなにも救われるなんて」

「パンを分けただけでここまで感謝されるのも珍しいものだな」

「生き永らえることができるのだから、これは当然です」

　そうか、と短く答えるとトールは腰を上げた。

「もう、行ってしまうのですか？」

　まだ分けてもらったパンは半分残っている。全部口に放り込めば済む話だが、頬を膨らませては喋ることもできない。また水を分けてもらうことになると、感謝の言葉だけでは罪悪感が湧いてくる。

　細かく齧って喉に流し込むと、眉根を下げるトールに並んで立った。

　頭一つ分以上も高い彼の身丈に、おおっ、とミアティは小さな感嘆を漏らす。紙包みを丸めて布袋に詰めると、彼は肩越しに言った。

「行くには行くが、君はどうする。昼飯はありつけたにしても、夕食にありつけるか？」

「夕食……一日に何度も食事をするのですか？」

「腹が減るなら、な。いくらか食べた方が健康に過ごせる。ま、そこの虎は俺が貰うとして。ミアティ、君は今後どうする？　家があるならそこまで送ろう。どこに住んでいた？」

「それは……」

　思い出そうとしても、頭が痛いだけで何も思い浮かぶことはない。

　せめて手がかかりがあればいいものの、この身一つでは何も証明する術などなかった。

　俯いて首を振ると、トールは言った。

「奴隷にしては外傷が少ないな。パンを知らなければ、食事の摂り方も知らないまるで赤ん坊のようだとすれば、結論は一つしかないが……いや、だとしたら」

　ぶつぶつと口にしながら、彼は周囲を見渡す。

　ここには何もない。花と、草と土、またそれらの香りが漂うだけの森の奥地だ。手がかりなど探すまでもない。

「ここまで来た憶えはあるか？」

「ありません。名前以外に憶えていることも、ほとんどなくて」

「なるほど、記憶喪失とな」

　頭を掻く彼は、大きくため息を吐いた。

　面倒をかけて申し訳なく思う。けれども、自分独りでは食事も何もかも勝手がわからない。

（これは、明日も生きていられないのでは……？）

　置いていかれたとして、次はどうやって食事にありつけばいいのか、思いつかない。

　帰る場所はなく、明日のパンもない。

　餓死は必然的、よもや今日は逃れても明日には獣の腹を満たしているかもしれないと考えれば、おのずと震えが走る。

　不安になってそわそわと足踏みするミアティは、トールを見つめた。

「……口に出すのは憚られますし、おこがましいのは重々承知の上ですが」

　罪悪感ばかりが募っていく現状に、反吐が出る。

　命を救ってもらったばかりか、パンと水を貰った恩は忘れずとも返す算段がない。だというのに、また恩を受けようと必死に、ただ飽食にあやかりたく頭を回す。

　こんなにも卑しい私を許さなくてもいいから、と。

　浅ましい私を罵ってもいいから、と。

　見放してほしくなくて、空色の瞳を向ける。

「私はきっと、やはりあなたに恩を返しきれないと思います。何もないので」

「……ああ」

「ですが、あなたの施しは受けたいのです」

「横暴だな、唐突に」

「だって現実は残酷です。私には何もないのに、身体はお腹を空かせるのですから」

　彼は底抜けに優しいはずだ。きっと。たぶん。こんな見ず知らずの女に、パンも水も分け与えて笑っている人なのだから、心は綺麗なのだ。たぶん。こんな話にもちゃんと耳を傾ける時間をくれるのだから、相当にお人好しではあると思う。

　困惑し始めた紅色の瞳を見つめ、ミアティは口にする。

「私にできることはなんでもするので、施しをいただけませんか？」

「対価はその身だと？」

　神妙な表情をするトールに、ミアティは首肯する。

「何ができるのか、まったくわかりません。でも、ここから連れ出してくれるのなら。食べ物を与えてくれるのなら、一生をかけて傍にいます。離れないと誓います」

「食い意地が張りすぎじゃないか、それ……」

　呆れたような空笑いをするトールだが、しかしまんざらでもなさそうな顔だった。

　企むわけでもなく、何度目かのかわいそうな人を見る目をするだけだ。視線さえ我慢すれば、森の外へと出られるし、食べ物を貰えて、生き永らえることができる。なんていい世界だろう。

「まったく……涎を垂らすな。食欲だけだな、お前は」

「違います、これはパンに奪われたものが帰ってきただけですからっ、違いますから！」

　顎を伝う唾液を手の甲に拭って、ミアティは叫ぶ。

　恥ずかしくなって目を背けると、赤くなった耳を金髪で隠した。

「それで、どうなのですか？　トールは、施しをくれるのですか……？」

　ちらと見ると、考え込んでいる様子はなかった。

　かわいそうな人を見る目は変わらないが、さっきよりも受け入れてくれそうな感じがする。毛玉たちよりもわかりやすいのは、人間のよいところかもしれない。

　小さく息を吐くと、トールは両手を腰に当てた。

「そうだな……じゃあ、施してやる」

「ほ、ほんとですか……っ!?」

「ただし、条件がある」

　諸手を振って喜んだのも束の間、人差し指を突き立てられて、ミアティは息を呑んだ。

　条件？　条件とはなんだろう。施しを受けるのに身体だけでは足りなかったのだろうか。

　トールはミアティの頭の先から足の爪先まで値踏みするように見ると、可もなく不可もなく、みたいな曖昧な顔で頷いた。

「ま、だが綺麗にしてからだな、とりあえず」

「？」

　首を傾げると、トールは特に説明もなくしゃがみ込んだ。

「どうしたのですか？　お腹、痛くなっちゃいました……？」

「背中に乗ってくれるか？　裸足だとあの道は歩きづらいだろう」

「あ、ありがとうございます」

　と意気揚々にトールの背中に立つと、ミアティは高くなった上背に誇らしげに胸を張った。

「いいですね、これ。私もトールぐらいに背が高くなりました！」

「違う、背に張りつくように寝そべるんだよ」

「え、どういうことですか？」

「もういい。下りてくれ」

　凜然と施しを要求していた少女はどこへ行ったのか。

　背中から下ろされるミアティは、立ち上がり、下衣で手を拭ったトールに抱きかかえられた。

　肩に、両足の膝裏に腕を通された横抱きの形で、ミアティは地面から浮いている。

「……あ、れ？」

　さっき空を飛んでいった鳥と同じだ。羽はなくとも、形は飛んでいるのと変わらない。

「すごいです、トール！　私、飛んでますよ！」

「大人しくしててくれ。落ちないように俺の肩に手を回して」

「ご、ごめんなさい……こう、ですか？」

　トールの後頭部へと手を回して、ミアティはしがみつく格好になった。

　こうすると体温が直接伝わってくる。たくましい腕は然ることながら、彼の胸に肌が触れると、冷たいぬかるんだ地面とはまったく違う暖かな温もりにほっとする。

　それに、どくんどくん、と段々と速くなる彼の心音は心地よさがあった。

「とりあえず森の外に停めた馬まで行くぞ」

「え？　あ、は、はい！」

　呼びかけられて、心音に夢中になっていたミアティはトールの顔を見上げた。

　怪訝そうな表情は変わらない。少し日焼けした頬の変化はわからないが、心音は絶えず跳ねている。それを聞くと嬉しく思うのはなぜだろう。

（私のも、どくんどくん、って言ってる）

　彼の胸板に押し潰される胸の奥、高鳴る心臓は獣に追われる恐怖で打ち鳴らされていた時とは違う。

　苦しいけれど、甘いものだ。

　嬉しいけれど、どこかつらくなるものだ。

　これはどんな感情なのだろう。

「……、っ」

　口にしようとして、ミアティは瞼を閉じた。

　地面から張り出した根を抜け、びちゃびちゃと音を鳴らして森の先へと進む。

　ただまっすぐ前を見据える紅の瞳に、邪魔をしてはいけないと思った。

　なんでも聞いてしまっては迷惑をかけるだけ。これから施しを受けていく身だ──一つぐらいは、どうにか自分で解決したい。

「どうかしたか？」

　ふと、何かに気づいたように紅の視線が触れる。

「いいえ、なんでも」

　返事に瞼を開くと、手が届かないと思っていた森の先へと瞳を向ける。

『────────』

　脳裏を掠める温かな面影に、ミアティは笑みを作った。

　これでお別れじゃないけれど、旅立ちに必要な言葉があった気がする。

　それは、なんだったかな。

「いってきます、」

　続くはずの言葉に詰まり、広場を振り返る。

　そこには誰もいないはずなのに、誰かがいたような気がした。





　　　　　▽　　▽　　▽






「わぁ……！」

　感嘆を漏らすミアティは、人混みを前にしてはしゃいでいた。

　空色の瞳を爛々と輝かせて、すんすん、と鼻を利かせる。今はまだ遠い街道沿いに建ち並ぶ露店から、美味しそうな香りが漂ってくる。

　太陽が中天を過ぎた頃。

　森を抜け、馬を使った二人は街門へと辿り着いていた。

　スレイ王国グラム領、グフタスの街には検問を待つ馬車でいっぱいである。

　肌の色も様々な人が入り乱れ、馬だけでなく牛もいる。教えてもらった動物の名前はすんなりと定着し、今や見つけるたびに呼んでは周囲の人の笑みを誘っている。

　だが、何も面白いことをしていないのに、どうして笑われるのか不思議でたまらず、ミアティは不満そうにトールを見上げた。

「ねえ、トール……私は、面白いですか？」

「面白いというか、子供っぽいな」

「子供とは、なんですか？」

「幼いってことだよ」

「幼いと──」

「もういい」

　なんでも教えてくれるトールに甘えてつい質問攻めをすると、ふて腐れたようにそっぽを向かれてしまった。なのに呆れたようなため息と、かわいそうな人を見る目は変わらない。もやもやしてたまらない。ぷくーっと頬を膨らませても、見ていなければ効果なし。見ていても、鼻で笑うだけのトールにどうしたらアピールできるのか。

「あれ、は」

　ふと街門が近づいてきて、街道沿いに建ち並ぶ店の二階から、橋渡しに向かいの店へと繋がれた幕をミアティは見つけた。

　大きく書かれた文字は読めるみたいで、識字に関しては問題ないようだ。

「《妖精月祭フェアリー・ダンス》……って、なんですか？」

「ああ、教えてなかったな」

　また訊いてしまったが、今回は答えてくれるようだ。さじ加減がわからない。

　背中に担いだ糸を張った枝──弓を背負い直して、片手に馬の手綱を確認するトールは、内緒話をするように口を開いた。

「月に一度、満月の夜に妖精が訪れ、幸福を与えて去っていく、っていう昔話を祭りに体現化したものだ」

「月に一度なら、毎月こんな美味しそうな香りを味わえるんですか……？」

「いや、正確には秋と春の開催だけだな。毎月こんなことをされては経費がバカにならん」

　それを聞いて、きらめきを増していた空色の瞳が一気にグレードダウンした。

「経費……ですか」

「食べ物じゃないぞ」

「わかってます！」

　人をなんでも食べ物だと思う食いしん坊だと思わないでほしい。

　難しい言葉だから、なんだろうと考えていただけだというのに。食べ物だったら嬉しいとかは思ってないが、それだったら嬉しかったのは間違いない。

　もう見るのは慣れた呆れ顔のトールが話を戻す。

「年二回、開催される《妖精月祭》は豊穣祈願と、民の平和を願ったものだ。この月だけは減税してな、露店で出すための食材を備えてもらう。王国各地から訪れる観光者に金を落としてもらって、減税した分を補填するのも役割だったりする、と上機嫌に先代が言ってたよ」

「詳しいのですね。もしかして、トールは常連さんですか？」

「……」

「ふざけただけです、ごめんなさい！」

　ふんっ、と鼻を鳴らすトールについて、検問の列を進む。

　トール・グラム侯爵。

　彼は、スレイ王国において領地を与えられた由緒正しい貴族だという。

　すでに父母は逝去し、祖父母もない。天涯孤独といえば孤独だが、昔馴染みの使用人がいるから寂しくはないし、寂しさを味わったことはないと強がる馬上の暇つぶしに話された彼の現状は、人間社会の仕組みを把握していないミアティには理解が追いつかなかった。

　とりあえず、彼は偉くて、他の人は付き従って働くのだと解釈した。

　合っているかはさておき、トールの言葉が真実なら、パンと水を分けてくれたのは領主としての当然の責務だったのか、となぜだか落胆する自分がいる。特別性を彼に求めてなどいない。でも、二人でいた時間は笑われたけれど、楽しかった。森の中、窮地を救ってくれた恩人というステータスも加味されて、つい特別を感じていたのかもしれない。

　前を行く彼の背中を追って、ミアティは検問を通った。

「ご苦労。これは……ミアティは客賓として登録しておいてくれ」

「これってむごっ」

「よろしく頼むな？」

「はっ、承知いたしました！　では、《妖精月祭》を楽しんでくださいませ」

　反論しようとしたミアティの口を塞ぐトールの冷ややかな笑みに、検問官は敬礼を返す。

　領主には逆らわない。何事も、言葉一つでどうにかなる。

（万能な仕事なのね……領主さまって）

　脇に抱えられるようにして歩くミアティは、紅色の瞳が見つめる先、街門から通された大街道の終点に開かれた豪邸に視線を流す。

　ミアティたちの隣を抜けていく馬車の行き先は、大体があの豪邸だ。豪邸から出てくる馬車も多く、トールの言っていた貴族の、交流の場として設けられた場所なのだろう。

「さあ、ここからは馬だ」

　拘束を解かれ、トールに脇を抱えられるミアティは、困惑したように彼を見上げた。

「露店は寄らないのですか……？」

「もう腹が減ったのか？」

「ち、違いますってば！　でも、ちょっと興味が、あって……」

　視線を街道沿いに移せば、片や鳥を焼く芳しい香りが漂い、片や穀類を蒸して作った粥のようなものが配られて、と誘惑ばかりが並んでいる。検問で並んでいた時点から漂っていた美味しそうな香りが目の前にあるのだから、寄らない手はないと踏んでいたのに。

　苦笑するトールは、ミアティを馬上に置くと、自らも騎乗して手綱を引いた。

「そんな悲しそうな顔をするな。今日だけじゃない、明日も開いている。一ヵ月は続くんだ、今日を逃して悲しむことはない」

「だったら、明日まで我慢します」

「まあ、よくできたな」

　よしよし、と頭を撫でられ、ぶすっとしながらもミアティは彼の胸に頭を預けた。

　髪を梳かれるのは心地よい。頭を撫でられると、気が緩んで身を寄せたくなってしまうのも困りものだ。もう少し気張らなくてはと思っても、しかし言うことを聞かないこの身体が恨めしい。

「馬から落ちるなよ？　平原と違って馬車の通りがある。こいつにしがみついておけ」

「この子は気持ちがいいからいいですよ、従いましょう」

「食い物ならあとでたらふく食わせてやるから、かわいい顔を台無しにするな」

　ぶすっと膨らんでいた頬をぐりぐりされ、ミアティは仕方なく馬の首元に腕を巻きつけた。

　森を出て風を切っていたころと違い、ゆったりとした速度で進路はあの豪邸へと切られた。

　門兵に顔を合わせるだけで通され、すぐさま敷地内に入るトールは、本当にすごい人なのだと実感する。無知でいるのが恥ずかしくなってくるぐらいだ。

「着いたぞ、ミアティ」

　鉄門を抜けた先に広がる花畑を抜け、白を基調とした精緻な屋敷がミアティたちを迎えた。

　重厚な扉はすでに開け放たれており、揃いの給仕服を着た男女が出迎えている。

　名前を呼ばれたミアティは、ゆっくりともさもさの鬣から顔を上げた。

　先に降りるトールに手を引かれ、地面に足を着く。今さらながら腰とお尻に負担がある乗馬より、目の前で下車していく男性たちの、あの車輪のついた部屋で移動がしたかった。

　草の色だけでなく、馬の毛も少し絡んだ服をはたき終えると、トールに手を引かれた。

　玄関口でトールを見つけた白髪の老人が腰を折る。

「おかえりなさいませ、トー……ルさま、その娘は？」

　顔を上げる老人は、怪訝に顔を歪めた。細く開いた褐色の瞳が怖い。つい、繋がれた手を強く握るとすぐさま腕を引かれ、腰を寄せられた。

　ミアティの顔を覗き込む紅色の瞳は、大丈夫だ、と語りかけてくるように優しかった。馬上で聞いたトールの心音みたいに、どくん、と大きく心臓が跳ねる。

　頬の熱に浮かされるミアティを横目に、トールは言った。

「客賓だよ。湯と、ドレスを用意してくれ」

「ですが……」

「〝迷い子〟だ。意味はわかるだろう？」

　目を開いて押し黙る白髪の老人はそれだけ聞くと、反論しなかった。

　給仕服の女性の一人に目線を配ると、老人は一歩下がって礼をする。

「〝迷い子〟って？」

「今は気にしなくていい。あとで教えてやる」

　冷たくあしらうトールに、ミアティは首を傾げる。先の老人の反応も気になるが、意味のある言葉で、特別視されているのは間違いなさそうだ。

　目配せされた並んで立つ給仕服の女性の一人が前に出ると、トールは手差した。

「彼女はアーネスだ。君の世話を担当してもらう。ミアティ、こまったことがあれば彼女に言ってくれ。なんでも力になってくれる」

「よろしくお願いします、ミアティさま」

　こちらに腰を折るアーネスに、ミアティはトールと彼女とを交互に見た。

「え、でも、あの……私が、なんでもするって……」

「ああ、なんでもするなら、従ってくれ。それが、なんでもする、だろう？」

「そう、ですけど……」

　思っていたのと違う。もっと過酷な感じの、いわゆる労働に一日を費やすのかと考えていた。その詳細は想像できずとも、こんな待遇を受けるとは聞いていない。

「じゃあ、連れていってくれ。俺の部屋に一番近い客間をミアティの部屋にな」

「承知いたしました。では、行きましょうか」

「あ、でも……」

「大丈夫だ」

　一つに束ねた黒髪を揺らし、楚々とした所作で手差しするアーネスに、不安ながらもミアティは一歩踏み出していた。かけられるトールの言葉に後押しされたが、何度も振り返ってしまう。

　それでも、新しい場所への好奇心はミアティの中にある。ずっと見守ってくれているトールに安堵し、小さいながらも一歩ずつ、アーネスを追う。

　足元に敷かれた踏むたびに気持ちいいふわふわの赤絨毯に、高い天井から吊り下がるシャンデリアが眩しい玄関ホール。壁にかけられた絵画の中には、トールに似た顔の男性が何人か描かれていた。あの中に、彼の父親がいるのだろうか。

　煌びやかな壁面に沿って並ぶ甲冑は、今にも動き出しそうで怖い。飾られた奇妙な紋様が入った壺は触れたら危なそうで。

　ホールを歩く見知らぬ女性や男性は、誰もが顔を歪めてこちらを見ていた。

（みんな、違うんだ）

　ここにいる人間はみな、靴を履いている。

　服もちゃんとしていて、眩しく輝いている。

　それに対して自分はどうしてこんな格好なのだろう。

　目覚めたら森にいて、獣に襲われて、トールに出会って安堵したのも束の間、醜態を晒す結果になるなんて。

「大丈夫ですよ、ミアティさま」

　前を行くアーネスが、そっと囁くように言った。

「トールさまがお連れになった女性です。あの方の異性への慧眼に右に出る者はおりません」

「けい、がん……？　そう、なんですか？」

　そうですとも、と頷く彼女が階段へと歩を進める。

「今こそ外見上は見すぼらしくとも、綺麗になれますから。滑らかなブロンドの髪も、素敵な空色の瞳も、旦那さまが美しいと見抜いたから連れてこられたのだ、と。理由を申されなくとも、私どもは受け入れます。アーネスは旦那さまを信用しておりますので」

　主従関係の在り方はそれぞれだろうが、アーネスのトールへの尊敬は、崇拝のようだった。彼が白と言えば黒が白になるように、彼が絶対の真実なのだと疑いようのない信頼を寄せている。

　それは裏を返せば、彼に陶酔する何かがアーネスにあった、ということだろう。

　じゃあ、とミアティは微笑む彼女へと尋ねる。

「アーネスも、トールに連れてこられたの？」

　すると振り返る彼女は、考え込むように人差し指を唇に当てた。

「それは……まあ、秘密、です」

「え、教えてくれないの？」

「教えてもよいのですが、そこまで楽しいものでもないので」

　ふふっ、と微笑みながら「さあ、行きましょう」とアーネスは階段を上がっていく。

　振り返れば、遠ざかっていくトールがまだ見ていてくれた。手を振ろうとすると、ちょうど彼は話しかけられてしまい、視線を切られてしまった。仕方ない。トールは、ここでは一番偉い人なのだから。

「ミアティさま？」

　名前を呼ばれて上げかけた手を後ろに隠すと、ミアティはアーネスを追いかけた。

（なんだろ……胸がもやもやする）

　彼が傍にいないだけで、こんなにも不安になるのはなぜだろう。

　短い間でも、初めて会った意思疎通のできる相手だ。アーネスや先の老人も意思疎通はできても、人となりはわからない。トールのすべてを知った気ではないにしても、それでも。

「…………」

　寂しさにぎゅっと締めつけられる胸を我慢して、ミアティはぺたぺたと裸足の音を鳴らしながら石の廊下を進んだ。





　　　　　▼　　▼　　▼






「──いや、こちらこそ。祭りを楽しんで」

　来賓の相手を済ませると、階段の上にもう彼女はいなかった。

　自分から送り出したのだ。湯で身体を洗い、ドレスで着飾らせるために。寂せき寥りょうを感じるのは、少しの間でも惚れこんでしまったということだろうか。

「トールさま、よろしいでしょうか」

　白髪の老人──クロッカス執事が再び腰を折った。

「先の〝迷い子〟についてですが」

「ああ、ここで立ち話をするのも気苦労だろう。クロッカス、お前も年若いのに出迎えを任せて茶はどうだ？　もてなすぞ」

「大事な来賓の皆さまのお出迎えは私の務めですので。お誘いは大変喜ばしいですが」

「そうか、大事ないようにな」

　立ち去ろうとすると、クロッカス執事はなおもトールを呼び止めた。

「……なんだ」

　苛立たしげに振り返ると、クロッカスは気丈にも進言する。

「本当に、あの娘は〝迷い子〟なのですか？」

「だったらなんだ。何か問題でも？」

「いえ……惑わされていなければ、と出過ぎた考えをしたまでにございます。美女への慧眼はあれど、その内面を見据えることはトールさまでも叶っていないゆえ」

「まあ、何度かそういう目には遭ったわな」

　だが、と否定するトールは眩しげに、ミアティが消えた階段上に首をもたげる。

「あいつは違う。〝迷い子〟であろうとなかろうと、身寄りのない娘を一人放置もできないだろう。俺にそこまでの薄情を働く厚顔はない……父母のようにな」

「トールさま……！」

「少し休む。ミアティの着替えが済んだら呼んでくれ」

　後ろ手に振ると、ああ、そうだ、と思い出したように振り返る。

「妖精の森の奥地に虎を一頭残してきてしまった。クロッカスがよく話して連れて行ってくれたあの広場だ。明日でいい、数人派遣して回収を頼む。それぞれ解体して祭りに役立ててくれ」

「……承知いたしました」

　クロッカスが頭を下げると、トールは二階へと上がった。

　残された彼は物言いたげに小さく咳払いをすると、業務へと戻っていく。




〝迷い子〟──森に忽然と現れる、記憶のない人々の俗称。

　だがそれは、物語の中の話だ。《妖精月祭》の原典となった幸福の妖精の物語に出てくる、記憶のない少女と、彼女と出会った男の話。

　それは結局、男を置いて少女が消えてしまったのだが──

「まさか……そんなこと」

　物語が現実に在るはずがない。

《妖精月祭》は先代、先々代と脈々と受け継がれてきた伝統的な祭典だ。原典となった物語は、いつからあるのかは不明ではあれど、しかし。

「ようこそいらっしゃいました。こちらへどうぞ」

　胸の内に秘めたる疑惑を抱えながら、クロッカスは業務を遂行する。

　──彼女がもし、気まぐれを起こしたのだとしたら。

　心当たりのある一人の女性を思い浮かべながら、クロッカスは腰を折った。
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　通された部屋は、調度品の少ない白を基調とした居室だった。

　ホールに敷かれた赤絨毯と違い、深い青色の円形絨毯を中心に、足の短い卓を挟んでソファが並んでいる。壁には絵画が飾られ、壁沿いの棚に置かれた花瓶にはかわいらしいピンク色に咲くダイヤモンドリリーが窓辺からそよぐ風に揺れている。

　今は隣の寝室へと通され、白いベールのかかった天蓋つきのベッドを前に、ミアティは湯の張った盥の中で裸になって立たされていた。

　張りのある二つの膨らみを両手で隠して、ミアティは尋ねる。

「あの……服は？」

「洗濯させていただきますが、今後は違うものを」

「そ、そうなんですか」

　一枚布でも服は服。アーネスに回収され、他の侍従に渡されてどこかへ行ってしまった直後は涙もほろろと零れる悲しい事件だった。

　一括りにした黒髪を縛り直し、袖をめくるアーネスはその灰色の瞳を細めた。

「さあでは、ミアティさま？　まずは髪を洗いましょうか」

「え、あ……っ」

　湯を揉むように掬うアーネスに、頭のてっぺんからかけられる。

　温かなお湯は肌を滑っていくほどに冷たい。しゃがむように肩をとんとんと叩かれ、ミアティは素直に従って膝を抱えた。

（あ……気持ちいい）

　臀部に触れるお湯が肌から入ってくるような感覚。全身で浸かれる広さはないにしても、出来る限りこの中にいたい気持ちになって、目を細める。

「気持ちよさそうですね、ミアティさま」

「これ、すごく気持ちいいです。アーネスはいつも入っているんですか？」

「一階にこのお部屋ぐらいの大きさの桶にお湯を溜めて使う浴場がありますよ。同僚みんなで一緒に入っています」

「それ、すっごく気持ちよさそう」

「ええ、気持ちいいですよ」

　ここは、一人で使うにはもったいないぐらいの大きい部屋だ。それぐらいの何人も入れそうな桶なら、全身で浸かれる。お尻だけ気持ちいいのが、足も腹も、肩から頭まで全部気持ちよくなれる。これほど素晴らしいものはない。

「毎日、入ってもいいんですか……？」

　頷くアーネスに、ミアティは今日何度目かの感嘆を漏らした。

　ぱあっと咲く満面の笑みに、彼女も嬉しそうにミアティの濡れた金髪を揉んでは、お湯に流していく。

（髪を触られるのは、嫌いじゃないかも……）

　トールに頭を撫でられた時もそうだ。ふにゃっとして、なんだか嬉しくなって、力が抜ける感じがあった。あれはなんだったんだろう。

（一番偉い人だから、なのかも）

　よくわからないけれど、きっとそうなのかもしれない。

　特別であれば、他の人と違ってくる。偉い人の特権は、頭を撫でると答えようのない気持ちよさをくれるものなのだろう。




　洗髪され、身体を洗い終えると、借りてきた猫のようにミアティは静かになっていた。

　風邪を引かないようにと服を持っていった侍女がタオルを手に戻ってくると、アーネスと二人がかりになって身体中を拭われた。たっぷりと水気を含んでいた金髪はしんなりとして、肌からはわずかな湯気が立ち上っている。

　ふやけた指先を見ながら、ピンク色のドレスを着させられるミアティは言った。

「アーネス、あの、トールは……いつ来ますか？」

「様子を見てきましょうか？」

　手を止めずに答えるアーネスに、ミアティは首を振る。

「そこまではいいんです。ただ、着替え終わったら、私は何をすればいいのかなって」

　なんでもするなら、とアーネスについていくことを承諾させた本人は、いつになっても扉を叩くことなく行方知れずのままだ。自分の部屋で休んでいるとしたらそこに行きたいが、この屋敷は広い。森に匹敵しないにしても入り組んでいて、この客間にたどり着くまでにも同じような扉と壁をいっぱい見た。隙間もなく見通せないのは、森より厄介そうだ。

　髪をタオルに巻いて乾燥に入ると、アーネスに窮屈なドレスの胸元を押し上げられた。

「さっきの服の方が楽だったです」

「ええ、楽でしょう。でも、綺麗に見られるかそうでないかとでは違いますよ」

　転んで草の色がつき、土埃で薄汚れた一枚布よりは確かにキラキラとしている。

　広がるスカートはフリルが幾重にも重ねられ、少し身じろぎするだけでふわふわと揺れて面白い。胸元を飾るレースは輝く石がまぶされ、陽の光に当たると眩しかった。

「失礼しますね」

　後ろから首元に通されたのは、こちらも透き通った緑色の石が嵌め込まれた紐だ。不思議な紋様の浮かぶそれは耳たぶにもつけられ、少しだけ耳が重たくなる。

「これはつけなくちゃいけないの？」

「旦那さまを惚れさせるためには、必要なことですよ」

「ほれ、させる……」

　聞き慣れない言葉だが、心がほわほわする言葉だ。

　惚れさせる。いい言葉である。背の高いトールがひざまずいて頭を撫でてくれる感じがして、今後とも使っていきたくなる言葉だ。

　楽しくなって、ふふふっ、と笑みを漏らすと、扉がノックされた。

「いいか、入るぞ」

「トール！」

　一方的な言葉で扉を押し開くのは、件の領主さまだった。

　嬉しくなって彼の名前を呼んでしまったが、駆け寄ることはできない。髪を乾かしてもらっているのを邪魔するわけにもいかなかった。

　扉前に立つ彼は、物色するようにミアティをじろじろと見つめると、ふんっ、と鼻で笑った。

「いい感じじゃないか」

「ええ、旦那さま。ミアティさまはとてもお美しいですよ」

「化粧もすれば舞踏会で映えそうだが、まあ、礼儀を教えこむのが先か」

　ふむ、と考え込むトールは、「まあいい」とアーネスに視線をやった。

「二人きりにしてくれるか？　髪を乾かすのは俺がやろう」

「いえ、ですが……」

「慣れている。心配せずとも盥だけ片付けてくれれば、あとの処理は俺がしよう」

　食い下がろうとしたアーネスは何かを察したのか、ミアティの髪を包むタオルを持つ侍女へと目配せする。するとすぐに髪を持ってくれていた女性の手が離れ、近づいてきたトールのごつごつとした力強い男の手に代わった。勝手に話が進んでいくのを傍目に、ミアティはまばたきするしかない。

　盥を持ち、主命のままにアーネスは一度深く腰を折ると、扉の前に立った。

「では、また夕食の頃合いにお呼びいたしますので」

「もう、行っちゃうの……？」

「また来ますので」

　微笑みを絶やさず、アーネスは他の侍女と共に寝室を出ていく。少し遅れて客間の扉を閉める音が止むと、外の喧騒がぼんやりと聞こえるだけで、部屋は静かになった。

　タオルで髪を擦ってくれるトールが、肩をとんとんと叩く。

「そこのベッドに座ろうか、ミアティ」

　半身を返して、白いベールが垂れる天蓋つきのベッドへと向かう。手を引くトールは、先にベッドに腰を下ろすと、手前にミアティを座らせた。

「あの、これは……」

「ダメか？　立っているよりは随分と楽だと思うが」

「それは、そうなんですけど……」

　なんだか、背中に感じる彼の温もりに気恥ずかしさが溢れてくる。

　馬上の間、気にならなかったと言えば嘘になる。獣に追われ、横抱きにされて森を抜けたその間も胸の高鳴りはやまなかった。初めてではないにせよ、慣れるものかといえばそうでもない。むしろ回数を重ねるほど、羞恥に溺れそうになる。

「随分と女の子らしいところがあるんだな？」

「へ……ひゃ、っ」

「食い意地だけじゃないらしい」

「それは、っ……ん」

　耳元で囁かれ、そわそわとして裸足の足をばたつかせるミアティは俯く。

　髪をタオルで束ね、水気を拭き取っていくトールはチラと見たところで変わりない。変なのは自分だけだ。おかしい。意識を逸らすようにふわふわのベッドを手で確かめて気を紛らわしても、背中を包む彼の温もりに浮き立つ心は静まらない。

　何を期待しているのだろう。

　まるでこの先があるような──それを知っているかのような身体に、言い知れない羞恥が火を吹いて回る。熱い。顔だけじゃなく、腕も、足も。沐浴の結果にしては効果が遅い。お湯に触れていた時以上に体温が上昇するなんてのも例外中の例外だ。

（病気、なの？　息もどことなくしづらいし……でも、そんなこと──）

　迷ったあげく、トールに訊いてみることにした。

　彼なら知っている。うんざりした顔をされても我慢すればいいだけだ。答えがわかれば、それぐらい受容するべきだろう。

　意を決し、首をもたげるミアティは言った。

「ねえ、トール。私……──」

　しかしその瞬間、視界は真っ暗になっていた。

　正確には間近にトールの顔があった。肉薄する紅の瞳はゆっくりと閉じられ、たくましい腕に肩を抱かれる。薄桃色の唇には、生温かなものが触れていて。

　理解するまでに時間がかかった。

　空色の瞳を見開き、二秒、十秒……と経つ前に、ミアティはトールを両手で突き飛ばしていた。ひらり、とシーツの上に濡れたタオルが落ちる。

「……っ」

　何をしたの？　言葉は浮かんでも、困惑する唇が語ることはなかった。

　乾く唇を濡らし、そこに彼の唇が重なっていたことを思い出すと、ミアティは思わず立ち上がっていた。次には寝室を飛び出そうと足が動く。

「えっ……あ、の……っ、ごめんなさ、」

「──待ってくれ」

　俯く彼から目を背けて床を蹴ると、反対に腕を引かれていた。

　──目の前にあった扉は消え、天蓋の裏側が視界を埋める。突然のことにぱちくりと瞬きを繰り返すミアティは、ベッドに仰向けになっている自分を認識した。

「あ、え……あの」

「逃げないでほしい」

　慌てて起き上がろうとすると、トールに肩を押さえつけられた。

　顔を覗き込む、熱に浮いたような瞳の紅色が艶やかに映る。

「我慢、できなかったんだ」

　手首を掴む彼の手がゆっくりと手のひらを撫で、指を重ねて繋がれる。肩を押さえていた片手が頬に触れると、直視できなくなって瞳が揺れた。

「んっ……」

　もう一度、軽く触れる程度の口づけに吐息を漏らす。

「こうされて、ミアティは嫌か？」

「それは……」

　少し考えて、ううん、と首を振る。

　発熱する身体の違和感は拭えないし、唇を重ねる行為の意味など計れない。けれども、意味など知れずとも、トールにされたことが嬉しくて安堵している自分がいた。

　肌に触れるだけでは得られない感覚が身体の内側から溢れてくるような、そんな気がする。

「じゃあ、もう一度？」

「え……ぁ」

　同意する前に、唇を塞がれる。

　淡い高揚感が身体を満たし、重なる唇は唾液を交換するように何度も交わされた。頃合いを見計らい、唇を割る舌に声を漏らすミアティは、しかしすぐに受け入れて自らも絡めていく。

「ん、ぁ……はぁ、む」

「上手いな、ミアティは」

「そ、んなこと……ぁっ」

　上手いか下手かなどミアティに知る由もなかった。

　口の中を満たす彼を、必死に出迎えているだけだ。舌を絡めて、ざらざらの表面を撫でられると芯の部分からぞくっとした快楽がもたらされる。体液が混ざり合うほどに、下腹部の熱は膨らみ、ミアティを焦がしていく。

「も、っと……ぉ」

　聞き慣れない変な声と、口づけを求める自分の言葉。

　そんな自分は知らないと唇を離そうとするが、しかしトールに後頭部を押さえられ、さらに深く舌を交わしていく。

「……ぁ、はぁ……んっ、は、ぁ」

　やっと解放してくれた頃には、頭の中は真っ白になっていた。

　ぼーっと天蓋の裏を見つめて、満足そうなトールに笑みを返す。

「不思議です……こんなの。自分が自分でなくなるみたいで……」

　溶けていくような感じがして、心地よさの先にあるものが、少し怖くなってしまう。

「大丈夫だよ、俺が繋ぎ止めておく。ミアティ、君は俺に身体を預けるだけでいいんだ」

「トール……っ、ん」

　自ら瞼を閉じ、ミアティは彼の名を呼んだ。

　応じるように重なる唇に従って、繋いだ手に力を入れると、彼も握り返してくれた。嬉しかった。下唇を撫で、舌だけで口づけを交わす二人の間には、熱い吐息が落ちていく。

「他も、いいか？」

「他……？」

「美しく着飾ってくれたのにすまないな」

　美しく、と褒められてミアティが笑みを浮かべると、トールはドレスの胸元に手をやった。

「は、ぁ……んっ」

　横になっていても膨らみの崩れない白い双丘は、撫でるように触れられると変な声が出た。微量の電流が走ったように、乳房の先からじわじわと快楽が溢れてくる。

　不思議だ。何もかもが不思議だった。

　口づけながら胸元を下げられ、まろび出た実りをゆっくりと捏ねるように揉まれると、さっきよりも深い快感が身体を満たしていく。知らない感覚に支配されるのは怖くとも、でもトールがいると安心できた。

「な、に……？」

「大丈夫、心配は要らない」

　繋いだ手を離し、そろそろと腹を伝って下りていく彼の指は脚の合間へと辿り着いた。

　生地越しに触れるそこは、さっきからジンジンと熱を孕んでいた場所だ。身体が火照る熱源になっているその場所を、スカートをたくし上げられて露わにされてしまう。

　でも、大丈夫だと言われたから。心配は要らないと言われたから。

　素直に従って、ミアティは力が入らずに広がった両腿を晒した。

「もう出来上がってるようだな？」

「出来上がって？　それは……ぁ、んぅ」

「ほら、聞こえるだろう？」

　ドロワーズを剥ぎ、金の繁みに触れるトールはぴちゃぴちゃと水音を立てた。

　股下の蜜口を掻く彼の指に溢れていた愛液が絡み、例えようのない刺激が駆け抜ける。

「な、にこれ、はぁ……ぁう、んんっ！」

　乳房を揉む手は止まらず、充血した乳頭を絞るように捻られる。繁みを撫でる指はそれに合わせて愛液を掻き混ぜると、感度を調べるように蜜壺へと浅く挿ってきた。

「あぁ……ふ、くぅ……！」

「痛いか？」

　尋ねるトールに首を振る。

「じゃあ、ほぐしていこうか」

「あ、深……いぃ、ん」

　そう言うと、挿入した指一本をさらに沈めていく。

　肌を撫でられるだけで気持ちがよく、乳房をいじられるだけでも喘いでしまう。繁みの奥まで探られてしまえば、浮いた腰が彼を求めるように痙攣した。はしたない、なんて過る考えは、唇を割って入る舌に絡め取られて、どこかへ消えてしまった。

　ここに残っているのは、わがままな肉欲だけだ。

　身体をまさぐるトールの首に腕を回して、口づけをせがむ。乳房を捏ねられ漏れる吐息をトールに与えて、快楽を分かち合う。彼は気持ちよくなっているだろうか。薄目に瞳を開くと、笑みに細められた紅色の瞳と目が合った。トールも喜んでいる。笑みを漏らす彼と軽く唇を合わせると、ミアティは喘いだ。

「来て……んっ、トール」

　彼の名前を呼び、温もりを求めるように抱きしめる。

　押し潰される理性は愛液を掻き混ぜる彼の指によって、さらに潰された。本能で動く獣のように快楽に身を染めて、ミアティは迫る頂きへと上っていく。
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「トール……ぅ、もっと、ぁ……来、てっ」

　彼を求めて唇を、乳房を、腰まで押しつける。

　もうすぐなのだ。もうすぐで──

「～～～～──ッ!?」

　浅いところで折り曲げられた指に、ミアティは声にならない嬌声を上げた。

　ぐいっと強く押し込まれ、二重、三重に折り重なった快楽の波に腰を痙攣させる。

　解放された唇で酸素を吸い、ミアティは甘い痺れに浸る身体を縮こませてトールにしがみつく。何もかもどうでもよくなって、耳についた緑石の飾りが片方ベッドに落ちていても、ドレスがしわくちゃになってしまったことも気にすることなく、喘ぐように呼吸する。

「激しく達したな、ミアティ。よく頑張った」

「……ふ、ぇ？」

　視線をもたげるミアティに、トールは首を振る。

「いや、いいんだ。何も考えなくていい。気持ちよかったか？」

　頭をベッドに落とし、胸を上下しながらミアティは頷く。

「気持ち……よかった」

「なら次は、と行きたいところだが」

　一言口にするだけで、身体が重くなる。

　ぼんやりとした思考の中で、苦笑を滲ませるトールは頭を撫でてくれた。

　未だに湿った長い髪はベッドの上に散らされて、シーツが濡れないか心配になる。許されるとは思わない。けれども、優しく頭を撫でられては意識が遠退いていく。

「トール……」

　彼の名前を呼んで、手を伸ばす。

　ずり下げたドレスの胸元を直し、外れた耳飾りを拾う彼は、手を握って応えてくれる。

　今日は疲れた。一時のものであれ、獣に追われ、馬に乗って、気持ちのいいことをした。

　窓辺から差し込む夕光に小さな影が訪れ、囀りを聞かせてくれる。

「少し休むといい。夕食時にはまた起こす」

「でも……」

　言い淀むミアティは、ベッドから彼が自分と違うことに気づいた。

　両手を胸の上に乗せられ、かけられたキルトに笑みを滲ませながら、言葉を紡ぐ。

「トールは？　トールは、気持ちよくなれました……？」

「そんなことは気にしなくていい」

「でも、トールはぼんやりしてないから」

「気持ちよくなっても、ぼんやりはしないよ。俺は男だからな」

「男と女は……違うのですか？」

　難しそうに、トールの表情が変わる。一度視線を落とし、「まだ早いな」と呟く彼は、ベッドを下りると、振り返った。

「その違いは、また今度教えよう。ミアティは休んでくれ。少し用ができた」

「……はい」

　用があるなら仕方がない。

　細められた紅の瞳の優しさに、ミアティは笑みを返す。

　彼とこれからずっと一緒にいられる。こんなにも安心のできるベッドで眠り、食べ物も与えてもらえる。気持ちいいことも教えてもらえた。

　なんでもすると言ったのに、こんなに世話をされてもいいものなのだろうか。いいのだろう。彼は、なんでもする、を、今は身体を洗わせて、ドレスを着させることに使ったのだ。

　つまり、想像していた課題はいつかくるかもしれない。不安はあるけれど、でも、彼なら大丈夫だ。痛いことも、苦しいこともしない。優しくて、時々冷たくて、大切にしてくれる人だと思うから。

（胸が暖かいわ……うん、暖かい）

　彼を想うと、ふんわりと暖かな気分になれる。ぽかぽかの太陽の下、ゆったりとお昼寝しているみたいに、気持ちがよくなる。

　と、そこでさっきのトールの言葉を思い出す。

「ねえ、トール……？」

　寝ぼけ眼で引き留めると、彼は振り返る。

「どうした？」

「ねえ、迷い子って？」

　彼は後で教えてくれると言っていた。

　固執して知りたい話題でもないが、それでも興味の方が勝る。何も今じゃなくてもよかったかもしれない。途切れかけた意識の中で、ミアティは近寄るトールに微笑む。

「寝物語にはちょうどいいかもしれないな」

　そう言って、眠るミアティの傍に座ると、トールは息を吐く。

「妖精に攫われたあと、捨てられた記憶のない人々の総称だよ」

「私と同じだ」

　頷く彼は続ける。

「物語の一編に出てくる話でな、記憶のない少女と男の話がある。よくクロッカスが聞かせてくれたものだが、結局は少女が人ではなく、それこそ妖精であったと……な」

　静かな寝息の音が、トールの隣から響く。

　眉尻を下げ、仕方なさげにその寝顔に微笑むと、トールはベッドから立った。

「おやすみ、ミアティ」

　去り際のトールの言葉に、ミアティが口元を緩める。

　何か言いたげにしながら去っていくトールは、静かに扉を閉めて出ていった。
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　身体を揺する声がする。

『────────』

　聞き覚えのある声。優しくて、柔らかな声。

　男女の区別がつかなくとも、全身が真っ黒に塗りつぶされていようとも、自分にとって懐かしい人に違いなかった。あの方は──あの人は、そういう人だ。

『────』

　身体を揺すられ、ミアティは首を傾げた。

　自分は横になっていて、顔を覗く誰かに身体を揺すられ続けている。何か喋っているけれど、聞き取れない言葉で、表情で、でも触れられる温もりはあった。

　少しだけ冷たく、でも温かい。

　身体を揺すられる。

「起きてるわ、起きてます……」

　寝言のように口にする言葉を理解してくれたのか、あの人は身体を揺するのをやめてくれた。ありがとう、と口にする。返答はない。間違っていただろうか。また、身体を揺すられた。

　意思疎通ができていない。向こうの言葉が通じないのだから、こちらが通じるわけがないか。種族が違うのだ。トールやアーネスのような人ではなく、人に限りなく近くて、別の種族なのだ。

　それなら仕方ない、と俯く自分がいる。

　でもまだ寝ていたい、と嘆く自分がいる。

　じゃあ、どうしようか、と伝える方法を考える自分が横に立った。

「目を覚まします。瞼を開けたら、どうでしょう……？」

　尋ねると、いいね、と三人の自分が頷いた。

　三人は風に流れる砂のようにさらさらと消え、またあの人と二人きりになった。

　言葉を口にするたび、あの人は動きを止めて、少し経ってから繰り返す。同じだ。何を言っても動くのが止まる。面白い。ずっとやっていたい気分になる。

（でも、私は決めたわ。目を覚まします、って）

　ただもう目は覚ましているはずだった。だから彼女たちが見えていた。顔を塗りつぶされたあの人も確認することができた。では、どうやって目を覚ませばいいというのか。

　身体を揺すられる。

『────────』

　何かを口にしながら、今度はその真っ黒な顔が近づいてきた。

　鼻と鼻が触れる距離で、吐息を交わす距離で。昨夕、彼と交わした口づけの距離で、あの人はまた言った。

『──お前は、僕のものだよ』

　いや、あの人じゃない。

　あなた、は──
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「──あ、痛っ！」

　眉間にしわを寄せるミアティは、額を押さえて悶えた。

　薄目を開けて辺りを見渡せば、カーテンの開かれた窓辺から陽が差し込んでいる。時間が経っていないわけでもなく、光は柔らかな橙色から眩しいほどの白色へと変化していた。

　温かで清々しい光は、どう見ても夜に浮かぶ月の光ではない。

「お、め……ざめ、です……か」

「え、ぇ……だ、れ？」

　死にそうな声に横を振り返ると、同じく額を押さえるアーネスがいた。

　前髪の間から見える真っ赤になった額を擦りながら、彼女は苦々しい笑みを浮かべている。

「あ、アーネス、大丈、夫……？」

　心配になって声をかけると、彼女はぷるぷると首を振るだけで何も言わなかった。言葉も口に出せないほど重傷なのか。しかし、何があったのだろう。二人して額をどこかにぶつけるなんて。

　と、そこで。

「それ、私……？」

　額を押さえるアーネスの怪我の原因が、同じく額を押さえる自分かもしれないと思い至った。

　なかなか起きないミアティを心配して顔を覗き込んででもいたのだろう。ちょうど、目を覚まして身体を起こした瞬間に鉢合わせしてしまった、偶然が重なったアクシデントなのだ。

　ややあって躊躇いがちに頷く彼女に、予想は的中したようだった。

「ご、ごめんね……っ？　アーネス、痛いでしょ？　えっと、誰か、呼んでこないと」

「ミアティさまの方が、おつらいのではないかと……」

「私は、大丈夫、なのでっ！　アーネスの心配をしよ？」

　額を撫でて「痛っ」と笑うミアティは、さあさあとベッドを出る。

　床に着いた足の指先からひんやりとした冷たさが伝わってくる。ぶるっと小さく震えながら、まだじんじんする額に手を当てる。大丈夫だ。壁沿いのソファに目をつけると、ミアティはアーネスを振り返った。

「じゃあ、アーネスはそこに横になっててくれる？　私は誰か呼んでくるから！」

「いえ、ミアティさまはご用事があるので行かれなくて……結構です」

「……え？」

　夜着のまま、扉へと走り出しかけていた足を止め、再びアーネスを振り返る。

　すると、ふう、と小さなため息ひとつ。

　額を隠すように前髪をまとめると、眉間に寄せたしわが解ける前にアーネスは口にした。

「ご主人様がお呼びです、ミアティさま」
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　コンコン、コン。

　緊張に震える手で三度、扉を叩くと「入れ」と中から声がした。

　与えられた部屋から左に三部屋。トールの書斎は、客間と違い、黒塗りの重厚な木製の扉だった。突き当りの窓から差し込む朝陽が廊下いっぱいを照らす。

　取っ手を引くと、紙の香りが溢れた。

「ようやく来たか。着替えは済ませたか？」

　部屋の左右を本棚に埋められ、奥に置かれたデスクには無造作に開かれた本と紙の束が積まれている。短足のテーブルを挟んで置かれたソファの背もたれには黒のジャケットがかけられ、デスクに半身を傾けて片手にシャツのボタンを留めるトールは、片や忙しなくペンを走らせている。

　昨日見た彼の顔とは違う仕事の顔に、少しの間、ミアティはぼーっと見つめていた。

　ペンが止まり、トールが振り返りかけたところで、笑みを作った。

　スカートの膨らみを抑えたシンプルなドレスの裾を握り、さっき言われたことを復唱する。

「はい……あの、アーネスが着替えてから行ってくださいと、言っていたので」

「ならよかった」

　書面に目を戻して朱印を押すと、トールはサインを終えた書類を紙の束へと投げる。

　そして次の書類に取り掛かる彼は「座っていてくれ」と一瞥にソファを指さした。邪魔をしてはいけないと悟るミアティは、言われるままに腰を下ろす。

「体調は平気か？」

「え、あ」

「今日中に出さなくてはならない書類が溜まっていてな。書きながらですまない」

　咄嗟にぶるぶると首を振って、ミアティは大丈夫の意思を示す。けれどもこちらを見ていない彼に伝わるだろうか。紙に走らせるペンの音に耳を傾け、ミアティは「い、いえ」と緊張気味に声を張った。

「お仕事は、大事です」

「ああ、大事だ。かくいう俺も領主であるからな。昔のように遊んでばかりもいられない」

「昔は、遊んでいたのですか？」

「まあな。つい、最近まで遊んでいたかもしれん」

　自嘲に笑うトールは懐かしむように目を細めると、シャツのボタンを留め終えた。空いた手には朱印に持ち直し、さらに書類をさばいていく。

　ベッドの上で優しかった彼とは大違いだ。すさまじい速度でさばいていく書類は宙を舞い、紙束へと吸い込まれるように着地する。まるで曲芸だ。思わず感嘆が漏れ、見入ってしまう。

　しばらく経ち、一息吐いたトールが伸びをした。腰を押さえて目頭を摘まむ様子は、いかにも疲れている。朝から大変だ、と慌てて腰を上げるミアティに、しかし彼は待ったをかけた。

「心配は要らない。いつものことだ」

「いつも、こんなに……？」

　苦笑を浮かべるトールは、「仕事だからな」の一言で閉じる。

　ソファのジャケットに手を伸ばすと、彼は視線を寄越した。

「では、行こうか」

「え？　どこへ行くのですか……？」

「昨日言っていただろう。もうじき、その腹が答えを出してくれるだろ」

「お腹……？」

　ミアティの頭を撫で、ジャケットを羽織るトールに首を傾げながら、昨日のことを思い出す。

　ベッドでのこと──巻き戻して──館に着いた時──巻き戻して──街門へと辿り着いた時。

　美味しそうな香りを漂わせる屋台に寄るのかと思いきや、素通りされたあの時のことだ。

『だったら、明日まで我慢します』

『まあ、よくできたな』

　憤りが甦るミアティの舌を潤すように、唾液が溢れていく。

　ああ、そういえばそうだったような。おぼろげな記憶が食欲を刺激する。急激に力を失う身体は、昨日味わったばかりの現象だった。

　お腹が鳴る。

「……ご飯を所望してます、私」

「ふっ。まあ、半日寝てればそうだろうな」

　笑いを堪えて答えるトールに、お腹を押さえながら抗議する。

「そんなにおかしいなら、報酬にあの、昨日くれたパンをくれませんか？　あれ……すっごく美味しかったので」

「今はないな」

　ガーン、と口から出てきそうなほどミアティの頭ががっくりと落ちた。

　パンがないなら何を食べればいいのかしら。考えたところで、代わりのものなど知らない。と、そこで屋台に置かれていたものを思い出し、ミアティはがばっと顔を上げる。

「では、屋台に行きます。行きたいです！」

「ああ、そのための支度だよ。行くだろう？」

　手を差し伸べる彼に、空色の瞳に星が瞬く。

「行きたいですっ！」
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　もう一口、とパイを摘まみ、膨らんだ頬に詰め込む。

　何度も食べ歩きを注意されたにも関わらず、無邪気な空色の瞳は前行く領主の目を盗んでは愚行に及ぶ。その数、ざっと十回。いつの間にか右手に提げていた藤かごには、さっきまで果物やパイがたくさん詰めてもらったのに、今や半分である。

　時刻は昼過ぎ。

　傾く陽を追って街門から流れていく人々は、領主邸に向かう馬車を横目にミアティの膨らんだ頬を眺めている。好奇心でも、老婆心でも、その見つめる先の彼女はただ目の前のトールに気付かれず、どれだけ食べられるかという──食い意地の勝負に魅入られていた。

「……おいしっ」

　着飾ったドレスに食べこぼしはなくとも、指を舐めて笑顔になるのは町娘だけでいい。

　客賓としての立場はお構いなしなのか──ミアティの所業に目を瞑るように、トールは膨らんだ頬を擦る彼女を一瞥すると、行路を右に向けた。

「ここから住宅地に入る。ちょっと寄り道に付き合ってくれ」

「ほ、ほひ……は、はいっ」

　慌ててちょうど口に放り込んだパイを呑み込む。

　ちょうど後ろを振り返ったトールに笑みを作って、思わずさっきの一口でパイがなくなった藤かごを後ろに回す。ウエストぴったりに締めてもらったコルセットが苦しいのは、決してパイのせいではない。

　微笑を返すトールは歩みを進める。

「……」

　トールの背中は大きい。後ろから抱き着いても、それでも覆いきれないほどだ。

　片手を開いて、細い指先についたパイくずを払うと、ミアティはトールの隣に並んだ。

「これからどこに行くのですか？」

　賑々しい大街道から一本外れると、そこは集合住宅地だった。

　見上げるほどにある住宅の合間にはロープが張られ、通された服の数々が風にそよいでいる。

　遮られた陽によって薄暗い路地は大通りの熱気はなく、肌寒さすら感じた。

　トールは答える。

「パン屋だよ。森で半分にした、あの」

「パン……！」

　さっきまで思う存分パイを頬張っていた人物だとは思えないほどに即急な反応に、自分自身でも驚くミアティは、「あ、いえっ」と小さく咳ばらいをする。

「あのパンをまた、買うのですか？」

「ああ、買うとも。今度の晩餐会でも出したいと思っていてな。その都合もつけたくてな」

　それで寄り道だ、とトールは顎で前方を差すと、路地を抜けた先、煙突つきの一軒家が現れた。

　玄関口横の壁は大きなガラス張りで、いろんな形のパンが棚に並んでいるのが見える。忙しなく動く快活そうな女性がせっせと運ぶのは、焼き立てのパンだろうか。空いた棚に並べながら笑顔を浮かべる彼女は、少なくとも悪い人間ではない。

「いい匂い……」

　ふんわりと漂う甘くて香ばしい誘香を辿って、ミアティは玄関扉の前に立った。

　色濃くなる香りに、じゅるり、と。

　パイでお腹いっぱいのはずなのに、思わず涎を垂らすミアティは慌てて薄い唇を閉じる。

「ほら、入るぞ」

「は、はいっ」

　カラン、ガラン、と扉についた鐘を鳴らして中に入るトールについて、頷くミアティが続く。

　そして。

「──ぁ、はぁわ」

　入った瞬間、周囲を埋め尽くすパンの光景にミアティは息を漏らしていた。

　そこまで広くないにせよ、中央に置かれたテーブルには段差を作り、かごで仕切った中にいろんな色のパンが置かれる光景は宝石箱のようだ。玄関口横だけでなく、左側もガラス張りになった計二面に置かれたシェルフには、さっき置かれた焼き立てのパンが湯気を立たせていた。

　見渡せば、長方形のパンから、丸い形のパン、ところ変わって網目がかかっていたり、渦巻き状のパンだったり、細長くて硬そうなパンだったり。多種多様な、それこそ見たこともない美味しそうなパンの数々に、ミアティの頬は興奮に真っ赤に染まる。

　すると、店奥の暖簾をくぐって、妙齢の女性が出てきた。

「いらっしゃ……あら、新しい女の子を連れてるの？」

「それは余計だ」

「だっていつも違う女の子を連れていたじゃない、あんた。その時はこっちに顔も出さなかったのに、今日はどういう風の吹き回しなのかしら？」

「それはだな……いや」

　チラとこちらを見るトールは腰に手を当てたパン屋の女性に、ため息を吐く。

「この前のパンが美味かったんだと。だから、連れて──」

「まあ！」

　照れたように口にするトールの言葉を待たずに、女将はミアティの手を取って握った。

「あ、あの……っ」

「ありがとう、お嬢ちゃん。美味しいって言ってくれるだけでパン屋冥利に尽きるってもんだけど、こんなにかわいい子に褒めてもらえるなんて、ねえ？」

「もういいだろう。女将、主人はどこだ？」

　ミアティの握った手をブンブンと振るう女将の話など聞かず、トールは自分の要件を口にする。

「今度の晩餐会について話がしたいんだ」

「え？　ああ今は裏で明日の準備をしてると思うよ。もう今日のパンは焼ききったから」

「そうか」

「と、トール……！」

　やっとの思いで声を振り絞ると、トールは笑顔を浮かべる。

「ちょっとの間、待っててくれるか？」

「ああ、任せておいてくれていいよ」

　慈悲を求める懇願はやんわりと断られ、ミアティは置いていかれることになった。

　大丈夫よ、と胸を叩く女将に押されて、頷くしかなくなる。

「少しの間だ。好きなパンを買ってやるから、許せ」

「そんな子供じゃないです……私」

「子供も大人も変わらないだろう」

　頼んだ、と女将にミアティを任せると玄関口からトールは出ていってしまう。

（でも、そうよね。いっぱい露店でわがままを聞いてもらったし……）

　彼の寄り道ぐらいは思う通りにしてあげた方がよいのではないか、そんな気さえ浮かぶが、渋る気持ちの方が断然強い。独りでは心細い。知らない土地で、知らない人と一緒にいるのはあまり気分がよいものではない。トールの信頼の置ける人であってもそれは変わらない。

　鐘の音が鳴る。

「あ、いらっしゃいませー！　ミアティちゃん、だっけ？　そっちでちょっと待っててくれる？」

「は、はい」

　頷くミアティの背を押して店奥に案内すると、女将は接客に出ていく。

　昨日も今日も、トールは誰かに任せて自分の業務に行ってしまう。忙しいのはわかるけれど、もう少しだけ相手をしてほしいと思うのはわがままなのだろうか。

　接客する女将の声を耳に、ミアティは一人になった廊下で視線を巡らす。すんすん、と鼻を鳴らして、漂ってくる香りの先を見つめる。

「あ、ここも、いい香りかも……」

　短い廊下の奥にある竈火が発する熱と焼き過ぎたようなパンの残り香が、ミアティの鼻腔をくすぐる。あそこでパンを作っているのだろうか。行ってみたいが、ここからいなくなると女将だけじゃなく、トールにまで迷惑がかかるかもしれない。

　藤かごを膝に乗せて廊下に座ると、ミアティは店内に振り返った。すると女将と目が合って、小さく笑みを向けられた。お会計に準じてレジを打つ彼女は、快活な声でパンを買ったお客さんを送り出す。

「悪い、人じゃない」

　彼女はいい人だ。パンが好きで、パンを食べる人が好きで。

　トールが信頼する理由がわかる気もする。明確なのだ、彼女の笑顔はとても単純な好意でできているから。

「ごめんねぇ、あたししか店番できる人がいなくて」

　小走りに駆け寄ってくる女将に、ミアティは首を振る。

　仕事は大事だ。トールも仕事に追われていたけれど、終わらせてしまえば付き合ってくれる。とにもかくにも先に終わらせてしまうのが、仕事は一番いい。

　ありがとうね、と口にすると、女将は何か思い立ったように店に戻った。そして、パンを一つ手に持ってくる。

「昨日、トールにあげたものはこれだったよね？　食べる？」

「いいんですか!?」

「ああ、いいとも！　トールが連れてきた女の子だもの、歓迎しないわけにはいかないよ。はい、どうぞ？　まだ焼けてから時間がそこまで経ってないから、温かいよ」

　差し出されたパンを受け取って、ミアティははにかむ。

「ほんとだ……温かい」

「だろう？　それにね、温かいと生地がモチモチして美味しいんだ。食べてみて」

　ぐいぐいと勧める女将に、ミアティは言われるがまま口に運ぶ。

「あ……ふぉふとわ」

　ほんとだ、と空色の瞳を開いて、歯に触れる柔らかな生地を舌に乗せる。

　溶けるように消えていくパン生地は、噛むほどに甘さが増していく。頬が蕩けてしまいそうになるのを押さえて、ミアティは笑顔の女将を見上げた。

「美味しいだろう？」

　頭を上下に振ると、女将は上機嫌に頷く。

「うちの自信作なんだよ。冷めても美味しいけれど、焼き立てが一番美味しいんだ！　……ま、パンは大体焼き立ての方が絶品なんだけどね」

「ぜっぴん……！」

　いい言葉を聞いて、ミアティはごくりとパンを呑み込む。

　この前は冷めたパンで、今はほんのりと温かいパン。それでも十二分に美味しかったものが、さらに美味しくなるのだと考えると、胸のトキメキが止まらなくなる。

「いい反応をしてくれるね、ミアティちゃんは。あの子にはもったいないよ」

　そう言う女将は、トールが出ていった店の玄関口を見つめた。

　そういえば、昔からの彼を知っている──女将は『新しい女の子』とミアティを指して言っていた。他にも女の子を連れて歩いていたことがあるのだ、トールは。パン屋を一緒に訪問するのは初めてとは言っていたけれど。

（なんだか、よくわからないけど……胸がモヤモヤする）

『新しい女の子』を考えるほど、蟠り続けていくモヤモヤを払うように頭を振って、女将に視線を戻す。

「トールとはお知り合い、なんですか？」

「知り合いも何も、息子みたいなもんだからね。小さい時からずっと見てたよ」

「息子……家族？」

「そうねえ。言ってみれば、家族みたいなものなのかもしれないね。ま、勝手に母親面してるだけだけどね」

　と豪快に笑う彼女は、きょとんとするミアティに目を細める。

「だからかね。あんたを見てるトールが、昨日と随分変わったなって思うのよ」

「トールが、ですか？」

「ああ、変わったよ。なんだか優しくなったっていうのかね」

「でも、昨日から優しかったですよ？」

「そうかい？　ついこの間まで、下手したら昨日まで荒んでいたんだよ、あの子」

　あまり言う気にはなれないけれど、と左右を確認する女将は、声のトーンを下げる。

「女の子を何人も侍らせて、領主としての仕事はちゃんとしても、私生活が爛れていたなんて噂は、街中でも見かけたことがあってね。あたしも言ったけど、あんまり聞いてくれなくて」

　言葉の意味はところどころでわからずとも、彼が女の人を傍に置いていたことだけは理解できる。それがどういう意味なのか、昨日のベッドでの行為を──頬が火照る思い出が去来する。

「どうして、そんなこと」

「そりゃまあ……寂しかったんじゃないのかね」

「……」

　空色の瞳が揺れた。

　その時、再び来店を告げる鐘の音が鳴った。連続する来店に昼時の忙しさを思うが、女将はチラと店内を見ただけで踵を返すことはなかった。

　女将は続ける。

「あの子の両親──元領主さまは教育主義でね。結構熱心だったんだよ。でも勉強嫌いなあの子はそれについていけず、よく屋敷を抜け出しててね」

　懐かしむように遠くを見つめる女将の顔は、彼女の言うように母親のものだった。

「街の悪いのとつるんだり、女の子を引っかけたりしてね……そりゃあ、領主の息子としての格はなかったさ、表向きはね」

　そこまで言って、「ごめんね」と女将はレジに立った。

「……」

　両手に持ったパンをかじって、もぐもぐと頬を動かしながら、ミアティは天井を見上げた。

（トールってもっと怖い人だったの？）

　あまり想像できないが、しかし、その片鱗は垣間見えていた。質問攻めをすると、黙って怒るのは昨日理解したところだ。あれがもっと怖くなるのか──と、考えたところでよくわからず、ミアティはパンをかじる。

　もぐもぐ、もぐもぐ。苦しいお腹に負けず、無心になってパンをかじっていると、また新たな来店を告げる鐘が鳴った。話の続きは聞けそうにないかなと扉の方に視線を投げるミアティは、そこに見覚えのあるジャケットを着た茶髪の青年を見た。

「トー……ぁ、っと！」

　思わず立ち上がって彼の名を呼ぶ。

　膝から落としそうになった藤かごを片手に提げ直して暖簾から顔を出すと、呆れたような、仕方ないような、変な顔でトールが近寄ってきた。

「客がいる前だ、少しはちゃんとしろ」

「だって……トールが来たから」

　そう言って金貨を払って女将からパンを受け取るお客さんを見ると、いずれもミアティを微笑ましげに見つめて帰っていく。悪い気はしないが、笑われるのは心外である。

　トールの言っていることには一理ある。でも解せない。

「ま、いいじゃないの。好かれてるんだから、そんなにしわを寄せないの」

「女将には関係ないだろう」

「ここはあたしの店だよ。わかってんだろう、トール」

　両手に持つパンを揉みながら落ち込むミアティの肩を抱く女将は貫禄があった。

　さすが母親と自明するだけのことはある。トールも口を噤んで、小さく息を吐くだけだった。

　彼はジャケットのポケットに手を入れると、その手を女将へと差し出す。

「用は済んだ。晩餐会の件は例年通り、主人に伝えたからな。それと、そのパンの代金だ」

「要らない。それは、あたしがあげたもんだからね」

　その代わりと言ってはなんだけど、とトールへとミアティの肩を押す女将は笑う。

「また来ておくれ。ここはあんたの帰る家なんだから。もちろん、ミアティちゃんもね」

「来る、来ますっ！」

「簡単に返事をするな、……もう」

　空色の瞳を輝かすミアティとは対照的に、肩を落とすトールは手に握った金貨をジャケットに戻す。そして背を向けると、トールは言った。

「すまないな」

「いいよ、謝るんじゃなくて感謝がいいけどね」

　それに応えることなく店を出ていくトールの後ろで、彼を見つめて女将は笑っていた。どうしてだろう。親子のような関係だからだろうか。

　藤かごの中に食べかけのパンをしまうと、ミアティは言う。

「また、来ます」

「ああ、待ってるよ」

　ぺこりと頭を下げ、片手を上げる女将に笑みを返すと、ミアティは店を後にした。




　家族の在り方は人それぞれだ。

　血が繋がっていなくとも、繋がっていようと。築かれた絆の太さは、変わりない。

　共にいた時間が濃密であればこそ、そこに血の繋がりなど関係はないのだ。パン屋の女将とトールがそうであったように、彼にとって自分が特別な存在になれる。

「……ん、ん」

　そんなことを考えながら、トールの目を盗んでパンをちぎって口に入れるミアティは、もうそろそろお腹がはちきれそうだった。

　頭を使うとお腹が空くものだ。歩くと歩いただけお腹が空くものだ。昨日、はんぶんこにしたパン一個しか食べていないせいもあるのだと信じたい。

　無尽蔵な食欲に負けて、つい手が伸びてしまう自分を律する機会をうかがいながら、またミアティは手を伸ばした。

「そんなに食べて太っても知らないぞ？」

「えっ……」

「さっきから言わなければパクパクと……太れば追い出すからな」

　ずっと気づかれていたのか。目を盗んでいたと思っていたのは、見逃されていただけだったらしい。有能性を挫かれてショックを受けながらも、ミアティは恐る恐る尋ねる。

「太るってどういうことですか……？」

　大きなため息が聞こえた。

「身体に肉がつくんだよ。その腹、苦しいだろう。食べたものが消化されればそれは少なくとも収まるだろうが、太ればずっと苦しいままだ。今着ている服に合わせようと、コルセットをさらにきつく縛られて、苦しい思いをするのはお前だぞ」

「い、嫌です……」

「だったらやめろ」

　斜め前を行く領主の言葉は、グサグサと刺さる。

　無事に寝食を確保できたと思いきや、すぐさま崖に追い詰められた気分だ。藤かごの中身にこれ以上手を出せば、明日でなくとも、一週間後ぐらいには路頭に迷うことになる。肉のついた重たい身体で、お腹を鳴らすだけの日々になるのだ。

（た、耐えられない……）

　想像しただけでギブアップし、ミアティは藤かごにかけた布をきっちりと直した。これでいいだろう、とトールに合わせて足を並べる。

「そういえば、トールの顔が明るくなったって言ってました」

「女将がか？」

　ミアティは頷く。

「私のおかげだって、えへへ……役に立ってよかったです」

「いや、どうかな」

　にやにやと笑うミアティを鼻で笑うように、トールは首を傾げる。

「単に祭りに浮かれているだけかもしれないだろ？」

「で、でもっ……昔の荒れてた時期に比べたら、すごく変わったって！　女の人をいっぱい傍に置いてた頃より──」

　トールを追うようにして歩いていたミアティは、立ち止まった彼の背中にぶつかった。ぶにゃっ、と悲鳴を上げ、落ちそうになった藤かごを押さえて鼻を擦る。

「ど、どうしたのですか……？　急に止まると危ないのに」

「それは、女将に聞いたのか」

　首だけ振り返って尋ねるトールに、ミアティは頷く。

「で、でも私が訊いたことだから、女将さんは悪くなくて……だから、その」

「余計なことを」

　紅の視線は切られ、邸を目指して再び歩を進める。

　慌ててトールを追うミアティは、さっきよりも早足になった彼の背に呼びかける。

「ねえ、聞いちゃいけなかった？」

「いや」

「怒ってる？」

「いや」

「……待って、速いからっ──」

　彼の袖を掴むと、すぐさま振り払われてしまう。

　藤かごに入っていた果物が勢いに乗って路地に転がり落ち、ミアティも尻をついていた。

　空色の瞳に映るのは、静かな怒りを湛える紅の瞳だ。地平線に堕ちていく夕陽のごとく燃え滾るその冷酷な瞳は、次の瞬間には我に返ったように、呆然とするミアティに手を伸ばしていた。

「すまない、ミアティ。取り乱した」

　混乱はしても、トールは変わらない優しさを見せてくれる。

　彼の過去は彼だけのものだ。触れてはいけないのだと言うのなら、その通りにすべきである。

　許可を取らず、詮索した自分が悪い。知らずともよい情報を無暗に得ようとするから罰が当たった。

「いえ……私の方こそ、ごめんなさ──」

　差し伸べられた手を取ろうとして、ミアティはそこで止まった。

「どうした？」

「いえ、あの……あそこで、男の子が」

　トールの後ろ──少し先で、少年が何かに躓いて転んでしまったのだ。

　逡巡する間もなく、伸ばしかけた手を地面について立ち上がると「ごめんなさい」と藤かごを預け、トールの脇を抜ける。

「大丈夫？　痛くない？」

　路地には親らしい人影はない。賑やかな大通りから二本外れたこの通りは、静かな住宅街である。一人で家を出てきたのか、はぐれてしまったのか。目を腫らして泣く少年は、膝をすりむいて血を出していた。

「お母さんとかいない？　えっと……っ」

　えづく少年は首を振る。

「そっか。じゃあ、まずは血を止めようね。痛くないからね？」

　そう言ってミアティはしゃがみこむと、迷わず指先を傷口に伸ばしていた。

　布を当てる応急処置は心得ている。何も知らないわけじゃない。部分的に欠落している記憶領域が虫食いのようにあるだけだ。藤かごに被せていた布を使えば、簡単なのは知っている。けれども、それだけではただの応急処置にしかならない。

　──なら、もっといい方法がある。

『────────』

　頭の中に響く誰かの声に導かれるようにして、空色の瞳を閉じる。

　不意に生じた可能性に訝しみながら、ミアティは赤い血に触れていた。

「っ」

「大丈夫、痛くないよ」

　その声は優しく、落ち着き払っていた。

　食い意地が張っていたさっきまでの彼女とはまるで別人に感じるその声音を、聞き分ける者はここにいない。

（私は……）

　自問するその声をかき消して、瞳は虚ろに傷口を見つめる。

　それは葉々を揺らす風のように、穏やかな海波に揺れる水面のように。

「あ……」

　ゆっくりと傷口を新緑色の光に包んでいく。

　草花が芽吹くがごとく、小さく、広く、その新芽を広げて空を仰ぐようにして。

　溢れる光粒は指先から傷口を覆い隠し──そして、傷と共に消失した。

「……す、すご」

　途中から涙を止め、呆然と自らの傷口を見つめていた少年は同じ言葉を繰り返す。

「すごいよっ、すごいよお姉ちゃん！」

「……え、や」

「すごいって、何それ、魔法なの!?」

　自分の膝を触って、痛みも、血も、何もないことを確認してはしゃぐ。

　だが反対に、目の前で奇跡を起こした少女は困惑に固まっていた。

「……どういう、こと？」

　手のひらを返して、指先に触れた血までもが消えたことを確認して瞳を揺らす。

　虚ろだった瞳には生気が戻っていた。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

「あ、ううん、なんでもないの。傷は、大丈夫？」

　首を振って取り繕うと、少年は元気に頷いた。

「うん！　お姉ちゃんが魔法を使ってくれたおかげで、もう痛くない！」

「魔法なんて、そんなの……」

「うっそだー！　だって、傷が消えるとか、」

　そこまで口にしたところで、ミアティはしーっと、人差し指を立てた。

　目を開く少年に向かって、こそこそ話をするように手招きする。耳を貸してくれる彼は、なんだかわくわくした気持ちを抑えきれない様子で、ミアティの言葉を待っていた。

　視線を左右に揺らし、トールと目を合わせる。何も聞こえてなかったのか、首を傾げる彼は藤かごを持ってこちらに歩いてきた。

　慌てて少年に振り返るミアティは囁く。

「お姉ちゃんと、約束できますか？」

「う、うん」

「じゃあ、魔法のことは秘密にして。お願い」

　純粋無垢な瞳を見つめ、「ね？」と再度お願いをする。

　悪い子ではない。子供は正直者だから、すぐに誰かに言ってしまうかもしれない。

（でも、トールに聞かれてなければそれでいいの）

　不思議と、彼にだけはバレたくない思いが強かった。

　ざわつく胸がとくん、と跳ねる。

　どうしても彼に知られてはいけない気がしたのだ。それは他多数の人間も同様だ。魔法のような、あの新緑色の奇跡を他人に知られるわけにはいかない。

　知られてしまえば、私は──

「どうした、ミアティ」

「え、あ……いえ」

　不意に声をかけられ、ミアティは飛び跳ねそうになる胸を押さえて笑顔を作る。

　少年には念を押して目で訴えると、大きく頷いて両手で口を塞ぎ、どこかへと走っていってしまった。彼はまっすぐで、いい子に育つだろう。

「どうしたんだ、あの子は。傷は大丈夫だったのか？　飛び跳ねていたが」

「え、ええ。まあ、そこまで大したことはなかったみたいです」

「ならよかった。急いでいくから大事かと思った」

　再び差し伸べる手に引かれ、ミアティは立ち上がる。

　バレていない。肝を冷やす大事がそこまであったのかと言うと、そうでもない気がして止まない。けれども、これは見られず、悟られずにいた方がいい。胸がそう騒いでいる。

　その時、大通りの雑踏と熱が路地を抜けて伝わってきた。周辺の住宅から顔を出す住民が、何があったのかと家を出て、足を向ける。

「何か、あったのでしょうか？」

「俺達も行ってみるか？　祭りの間は何が起こるかわからない。毎年早いが、今年はさらに早いな。終盤の余興に一座が街門をくぐったのかもしれん」

「一座、とはなんですか？」

「物語のある劇とかな、あとは道化やら……まあ、見てみればわかる」

　繋いだ手をそのままに、トールはミアティの手を引く。

「特等席を用意してやろう。腰を抜かして驚き、笑うといいさ」

　楽しげに笑う領主の顔にミアティはさっきのことなど忘れて頷く。

　これから楽しくなる。

　何もかもを忘れてどうなることかと思ってから二日目。

　このまま毎日、ずっと楽しく一緒に笑い合えると思えた。

「──ねえ、待ってよ」

　だが。

　暗闇が訪れるのはいつも唐突である。

　年を経るごとに陽が落ちるのが早くなるように、幕引きを告げる闇が空いた腕を掴む。

　この声には、聞き覚えがあった。

「誰、あなた……」

　たたらを踏んで振り返るミアティの腕は、半分まで闇に呑まれていた。

　風景画に落とした一滴の墨のように輪郭のぼやけたその闇を、なぜか同じ人型をした生物であると、ミアティは無意識のうちに理解していた。

　それは、見知った顔であると。

　不意に過去が巡る。

「お前は僕のものだよ、ミアティ」

　一言だけ残して、ぼやけた闇は消えた。

　まるで目印のようにミアティの腕に赤くなった手のひらの跡をつけて。

「ミアティ……──どうした！　ミアティ！」

　膝から崩れ落ちるミアティに気付いて、トールは慌ててその身体を抱きかかえた。

　虚ろになる空色の瞳が映すのは、耳が痛くなるほどに叫ぶ領主の姿。

「だ、じょ……──」

　思い出すのは、今朝の夢。

　暗闇の中、誰かに身体を揺り起こされる不思議な夢。

　顔もわからない誰かは、確かにさっきの闇と同じことを言っていた。

（トール、私は……）

　脳裏を掠める知らない記憶が、ミアティの胸を急かす。

　──ああ、そんなこと。

　雲一つない空を仰ぎ、微笑みを浮かべる。

　──でも、大丈夫だから。

　伝わってほしい言葉を笑みに託し、ミアティは意識を絶った。






　三章　「愛している」と言って






　ああ、これは夢の続きなのだろう。

『──────』

　語りかける優しい声は変わらず、ミアティを揺り動かす。急いているのだ。遠退いてしまう前に追えと。あの手を取れと。

　言葉はわからずとも感じることはできる。

　夢とは都合のいい場所だ。

　都合がよくて、不条理な場所だ。

　目を覚ませば光源などなくとも周囲を見渡せる。一帯は闇に呑まれているというのに、ドレスを着た自分と、目の前に立って微笑むトール・グラムの姿だけは視界に映る。

「トール」

　名前を呼ぶと、彼は踵を返して歩いていってしまう。

「待って、待ってよトール！」

　追いかけても追いつけない足はぬかるみのような闇を掻くだけで、ちっとも前に進めなかった。

『────────』

「やめて、トールが！　トール、待って！」

　揺り動かす手を退けて、ミアティは闇にもがく。

　彼との距離が遠くなるほどに張り上げる声は届かず。

「……」

　やがて消えてしまった領主の姿にもがく力は抜け、闇に沈んでいく。

　滑らかな金糸のごとき長髪を闇に浸し、頬に飛ばした墨のような黒を拭うことなく、ただ落ちていく。

　迎えるのは、両手を広げるあの闇だ。

　通りで見かけた、輪郭のぼやけた闇である。

　もう何をしても落ちることを止めることは叶わない。迎える両手に抱きすくめられ、胸を満たす昏い闇に唇を委ねるしかない。

　真っ白で清廉な肌を穢すように、腕についた手跡は黒ずんでいた。

　彼はにやりと笑い、囁く。

『やっと見つけた』





　　　　　▽　　▽　　▽






　目を覚ますと、そこはベッドの上だった。

　ベールの降りた天蓋の下、ふわふわのベッドに横たえられた身体はひどく重い。

　窓辺から差す斜陽は陰りを見せ、夜も近しと月が顔を覗かせている。

　昼間のドレスからは着替えさせられたのか、真っ白な夜着をミアティは纏っていた。

「……ミアティ、起きたのか」

　ぼんやりとした思考のまま、横に首を動かす。

　細いブロンドの髪が擦れ、さざ波の音が耳を満たしていく。

　隣には昼間のまま、黒のジャケット姿のトールがいた。ミアティの手を両手で握り、安堵のため息を漏らしている。その顔はひどく歪んでいて、まるで悲しい出来事でもあったようだ。

「トール……泣いてたの？」

「泣いてなんかいないが……それでも、心配はしていた。いきなり倒れたのだから」

「倒れた？」

　街中で出会った闇の一切を憶えていないわけじゃない。

『お前は僕のものだよ、ミアティ』

　断裂する記憶は、確かに闇が消えた辺りで曖昧に終わりを迎えている。

　思い出そうとすれば頭痛のするあの言葉と気味の悪い声は、夢の終わりを暗示しているのだろう。断片的に浮かぶ知らない記憶が、ミアティを困惑させる。

　自分の記憶であるはずのものを、否定する自分が存在している。

　あなた私は私あなたであって、私あなたはあなた私でない、と。

　完全に記憶が戻ったその時、矛盾は解消されるのだろう。トールと共に在る自分と、記憶の中で知らない誰かと笑い合う光景は、もしもの自分を見ているみたいで気持ちが悪くなる。

「頭が痛いのならまだ眠っていろ。医者を呼んでくる」

「いいの、待って」

　離されそうになった手を慌てて取り直し、ミアティは首を振る。

「大丈夫だから。ここにいて」

「だが……」

　渋る深紅の瞳を見つめ、再び首を振る。

「トールに傍にいてほしいの。だめ？」

　ぎゅっと手を握り、懇願する。

　上体を起こすことはまだつらいけれど、訴えるのは言葉でも、目でもできる。伝える方法があれば、トールはきっと応えてくれるはずだ。

「──失礼します、トールさま。急を要する連絡が」

　しかしその願いは、執事の声によって遮られた。

「今行く」と告げるトールは、握ったミアティの手を優しく撫でる。

「少しだけいいだろうか。これでも領主だ、民の言葉には応えないとならない」

「……私の願いは、聞いてくださらないのですか？」

「いや、しかと聞いてやる。だから落ち着け、身体に障る」

　訴えに起こした肩を押され、ミアティは仕方なく天蓋の裏を見上げる。

「時間などで測るものでないのはわかっている。お前も、他の者も等しく大事だ。しかしな、信頼は簡単に勝ち取れない。女と遊んできた事実は変わらないが、その裏で俺が仕事に尽くしてきたその意味を理解してくれ」

「わかりません……そんなの、領主でなければよいことです。そんなの、誰かに……んっ」

　口づけに言葉を塞がれ、唇を割る舌に瞬く瞳を閉じる。

　柔らかな歯茎を撫で、銀の橋を渡して離れていくトールは息を吐く。

「父母は嫌いだったよ。だが、この街は、ここの民は好きだ。だからこそ、引き継いだんだ。誰かの手に渡って失うぐらいなら俺が引き継いで繋げてみせようと」

　それがどんなに理想とかけ離れていていようともな──間を置かず口にする深紅の瞳は、優しく微笑むと背を向けた。

「すぐに戻る。身体が心配なのは変わらない。一日ずっと傍にいるよ」

「ほんとですか……？」

「ああ、約束だ」

　トールは首肯してベッドを回ると、ミアティを一瞥してから寝室を出ていく。

「何の用だ、クロッカス」

「それが、葡萄畑の件で──」

　開かれた扉の隙間から見覚えのある白髪が一瞬覗いた。トールを盗った彼とは面識があっても、アーネスほど打ち解けられてはいない。むしろ忌避されているような気さえして、あまり目を合わせられそうになかった。

「……」

　扉が閉まり、初めてちゃんとした夜を迎えるミアティは大きく息を吐いた。

　微かに白くなる息に、かけられたキルトの外は寒いのだと実感する。冷気に甘噛みされ、赤らむ頬にミアティは指先を沈める。

「私は、一体誰なのです」

　窓辺に浮かぶ月を見上げて、上体を起こす。

　答えてくれるわけもなく、通じるわけもない。そんなのはわかっている。彼方に投げかける問いに、答えなど求めてなどいない。

　ただ、聞いてくれる人がほしかった。

　ただ、同情してくれる人がほしかっただけなのかもしれない。

「……これは」

　と、和らぐ頭痛に合わせて背中を枕に乗せる間際、腰元に光を反射するガラス片のようなものが落ちているのに気がついた。よくよく見ると、それは昼間、少年の傷を完治させてみせた新緑色の光と同じ輝きを放っている。

　触れようとすれば砂のようにサラサラと崩れ去り、溶けていく。

（まるで傷を治した時のと同じ……）

　少年の血を吸い上げ、消滅した新緑色の輝きと存在の儚さは酷似していた。

　違うのは、形が結晶体の欠片のようであるか、草木の新芽の形であるかというだけ。さりとて寝ている間に無意識に誰かの傷を癒していたことも考えられるが、そんな奇行に及んでいれば今頃、この邸ではミアティの噂で持ちきりだろう。

　傷を癒す──少年の言っていた魔法が使える存在は、希少である可能性が高い。となれば、おのずと噂は広まり、ミアティの存在が公に晒されることになる。

　知らない自分の記憶の中で魔法を使う人間の物語──恋した少女が魔法で男性を振り向かせようとする話があった。それは結局、魔法に頼らないで自分の力で告白すれば結ばれるという、特異な力に頼りきってはいけない教訓の物語のようであったけれど。

「……」

　現状はまさにそれだった。

　無暗に使ってしまったがために殺到する人々に圧迫され、トールにも迷惑をかけてしまうことになるかもしれない。知らなかったとはいえ、無意識だったとはいえ──誰かに迷惑を、よもや彼にさらなる負担を強いるのは居候として厄介でしかない。

（まだ、何も恩返しなんてできてないのに……）

　目尻に雫を溜めて俯くと、ドアがノックされた。

「入るぞ」

　返事をする前に、トールが戻ってきた。

　暗くなった部屋を照らすランプを片手に、こちらへと歩いてくる。

「待たせたか？」

「いいえ、早かったです」

　トールに見られないように目尻を拭って、ランプに照らされた顔に笑みを灯す。

　ベッドサイドにランプを置きながら、トールは四つ足の椅子に腰を下ろした。

「起きて大丈夫だったか？」

「無理がない程度には」

　微かな頭痛がするのは口にせず、手を握ってくれる彼に笑みを深める。

　なぜだかふと不思議と長い間、トールと共にいる気がした。

　昨日出会ったばかりだというのに、彼のその瞳に既視感を憶える自分がそこにいる。何者なのだろう。もしかしたら、以前の、知らない記憶の私が、彼と面識があるのかもしれない。

「……あの、変なことを訊いてもいいですか？」

「変なこと？」

　頷いて、紅の瞳に視線を移す。

「以前、私と会ったことはありますか？」

「記憶が戻ったのか」

「いえ、そうじゃなくて……」

　他人のようで他人でない、自分の記憶を盗み見て感じた結果など、伝わるだろうか。

　上手く伝える言葉が出ない。すると、トールは考える素振りをして、ゆっくりと横に首を振る。

「森で会ったのが初めてだ。お前と、ミアティと出会うのは」

「私と、出会うのは……？」

　言い方に少し含みがあるのに気がつくと、彼は続ける。

「ああそうだ。ミアティと出会うのは初めてだが、あの場で誰かに会うのは二度目だ──」

　振り返るように窓辺に視線をもたげるトールの横顔は、切なげに映った。

　雲が出てきた夜空に星が瞬く。恥ずかしそうに月が雲間に隠れると、部屋の中はランプの灯りだけが頼りになる。

　振り返ったトールの瞳は、懐かしむようにミアティを見つめていた。

「俺は妖精に会ったことがあるんだ、一度だけ」

「妖精に……あの、お祭りの由来となっている方ですか？」

「そうとは限らないが……いや、でも、そうかもしれない。だとすれば、彼女はきっと妖精の女王……ティターニアなのかもしれない。数十年、数百年と在り続けてきた彼女だからこそ、人の間に姿を現す。彼らとの境界を担っているのかもしれないな。とはいえ、透き通った新緑色の羽がとても綺麗だったことしか憶えてはいないんだが」

「ティターニア……新緑色の、羽……」

　誤魔化すように笑うトールに、ミアティは眉根を寄せる。

　腰元に落ちていた新緑色のガラス片が脳裏を掠め、微かに痛む頭を押さえた。

　もしも、それがその女王由来のものだとしたら。

（本当の私は人間ではないのかもしれない……）

　だからといって、その記憶がすべて戻ったところで自分のものというのは正しくない。確かに経験したと記憶する光景は、時間が経つに連れて嘘か本当かの区別をつけず、見覚えがあると認識していくのだ。嘘であれ、誠であれ。ピースを繋ぐように断片的な記憶をすべて思い出した暁には、きっとここに在るミアティは彼女になっているのだろう。

　たった二日の記憶。森で出会い、ベッドで交わり、こうして繋いだ手の温もりを持ったまま──二つの記憶を混合して、ミアティは元に戻る。

（本当にそうなのかな……）

　確証はない。されども、そうでなくては困る。

　この二日の思い出をなかったものになるのなら、今のミアティは用なしということだ。元の記憶に上書きされ、トールと過ごした短い時間を消去して、胸を打つ心音に煩わしさしか感じなくなってこの邸を出ていくのかもしれない。

　胸が騒ぐ。

「それでな、その妖せ──」

「嫌です……嫌です、私」

　気づけずにいた想いを吐露するように、トールの胸に飛び込む。

　話の腰を折ってまですることだったことかはわからない。けれども、消えてしまうかもしれないこの感情を胸に押し込めたまま、別れるなどしたくなかった。

　溢れる雫で目尻を濡らして、掠れた声を出す。

「……好き、です」

　蚊の鳴くようなか細い声でトールの胸を打つ。

　伝わるともしれないその呟きを、涙と共に彼の服にこすりつける。

「好きです、トール……私は、あなたのことが──」

　手を強く握って、壊れるぐらい抱きしめてほしくて。

　嗚咽を絡めて胸に泣きつくミアティは、ただただ好きと連呼した。

『──────』

　判別つかない優しい声が、諭すように脳裏をよぎっていく。

　間違ってなどいない。「好き」と口にするたび、熱くなる胸は嘘じゃない。

「あなたを愛しているの、トール」

　顔を上げるミアティの瞳は、充血して真っ赤に染まっていた。

　頬に垂れる一筋の涙が顎を伝い落ち、シーツを濡らす。

　告げるたびに爆ぜる想いに従って彼の首を引き寄せ、唇を重ねる。

「ん……はぁ、ん」

　唇を舌で割って、粘液を交わす。

　この温もりだ。この匂いだ。この感触だ──好きなものを集めた、私だけの宝物。

「どうした、などと今さら訊くのは野暮だな」

「は、ぁん……そう、来て……っ」

　このままずっと、と一人、堪能するミアティをベッドにゆっくりと寝かせ、両手を開く彼女へとトールは覆いかぶさる。

「身体は平気か？」

「ええ、トールに触れると、嘘みたいに消えて……」

「ならば丹念に俺の身体を知ってもらわないと」

「あ、やっ……ぁ」

　肌を撫でる指先一つで、全身が熱を持ったように発熱する。

　待っていたのだ、きっとこの時を。

「今日はどこまでしようか」

「どこま、で……？」

　夜着の胸元を引き下げ、溢れる白い双丘を撫でるように揉まれる。

「昨日は前戯だ。今日は本番でもいい」

「本番なんて、知らな……いっ」

　すぐに充血する乳頭をねじられ、息が漏れる。

　開いた唇を舐るようにして塞がれると、入り込む舌に瞼は自然と閉じていた。首に回した腕は彼を求めて絡みつき、びくびくと揺れる腰が硬い何かに当たる。

　おかしかった。狂おしかった。愛おしかった。

　たった二日。二日しか共にしていないほぼ見知らぬ彼を、ここまで求めてしまう痴態を晒しているというのに、恥ずかしいなどとは思わない。むしろ、もっと見て、欲してほしかった。

「ぁ、……トール、ん」

「痛かったら言ってくれ」

　こくりと頷くミアティは、かけられたキルトを足元に追いやり、夜着のスカートをめくるトールに裸の栗毛を晒す。

　羞恥に染まる頬を、彼は愛おしげに撫でてくれる。

「愛らしいな、ミアティは」

「そんなこと……トールこそ、なんだか、今日は違います」

「違うとは？」

　彼の問いに、ミアティは困惑する。

　熱に当てられたように、頭がぼんやりとしている。身体をまさぐられ、快楽に満たされる肌は、彼を求めてやまない。栗毛の奥に這う指が、むず痒くなって腰を揺らしてしまう。

「答えてくれないのか？」

「だって、トールが……ぁ、ん、いじわる……！」

「そんな目をされると、もっとしたくなるが……初めてには優しくしないとな」

　涙目になって抗議すると、トールはゆっくりと指を離す。人差し指と親指とで、指の腹についた粘液を伸ばすと、小さく笑ってこちらを見る。

「それで、何が違う？」

「見せないで……恥ずかしいから」

「問いに答えてはくれないのか？　なんだ、つまらない」

　わざとやっている。トールは、わざといじめているのだ。

　あまりにも酷い所業に涙は溢れそうになるが、しかし、それが悲しみから来るものではないのを知っている。

　おかしなほどに、彼を求めているのだ。自らの粘液を見せつけられても、羞恥から来る熱が身体を焦がすのを愛おしく思ってしまう。彼が、私に触れている──それだけで、嬉しくなってしまう身体は、きゅん、と下腹部に熱を溜め込む。

　我慢ならず、粘液を指先で楽しむトールに、ミアティは手を差し伸べる。

「もう……来て……っ？」

　言葉遊びなんて不要だ。何もかも、快楽の波には逆らえない。

　ミアティの誘いに、深紅の瞳が不敵に微笑む。

「仕方ないな……ちゃんと答えない子にはお仕置きも兼ねないと」

「……え？」

「楽しみにしていろ？　最初は優しくとも、段々と激しくなるから」

　そう言うと、トールは下衣をくつろいで猛々しい熱塊を取り出した。

　今まで見たことのない男の性器を前に、ミアティは固まる。

「なんですか、それは……」

「触れてみればわかるさ」

　熱に熟れたトールのそれは、脈打つのに合わせて上下する。誘われるがまま、指先で触れるとびくっと震え、怯んで縮こまる指を再度伸ばしては繰り返す。

（なんだか、これ……面白いかも）

　びくびくとするその姿に、ディテールの醜悪さは関係なかった。触れるたび、彼がくすぐったそうに笑みを漏らすのが、なんだか嬉しく思えたのだ。触れると喜ばれる。それは、ミアティが求めていた彼への奉仕に他ならない。

「私は、これからどうすればいいのですか？」

　ちょんちょん、と震える熱塊に触れながらミアティは顔を上げる。

「惹かれ合った男女がベッドで寄り添ったら、することなど一つしかないだろう？」

「それは昨日の……続き、ですか？」

「ああ、正解だ。ちょうど濡れるみたいだしな」

　おずおずと口にするミアティを、トールは笑みを浮かべてベッドに押し倒す。

　身体に触れられるのも、誰かの身体に触れるのも初めてだった。こうして男女の営みを経験するのも初めてでも、激しく止まない心臓がミアティの息を上げる。

　身体が熱い。熱くて、苦しい。

　繁みを掻きわけ、熱塊の先をつけるトールに、ミアティは、はわ、と息を漏らす。

「痛いか？」

「いえ、あの……ちょっと、緊張して」

　何が起きるのか知らないのだ──トールが自身のそれを、どう扱うのかも予想がつかない。

　初々しい反応が奏功したのか、深紅の瞳が優しく細まる。

「なら、ゆっくりとしようか」

「はい……お願いします」

　じっくりと、地面に浸透していく水のように肉襞を分ける彼に、眉根にしわが寄る。

　雄々しく太い彼の熱塊が拡げる蜜洞は、彼の大きさに見合っていなかった。うぅ、と小さく呻きが漏れる。しかし、彼に余計な心配をかけないように手の甲で口を押さえ、瞼を瞑る。

「ぁ……は、ぁ、大きい……」

「だいぶきついな。少し動くぞ？」

　彼に頷き返し、ミアティは一心に耐える。

　動くとはなんだろう。こんなにも圧迫する雄がこの中で動いたりしたら。

「ぁ、やぁ……んんっ！」

　ゆっくりと、浅く前後するトールの腰に合わせ、声が溢れた。自分でも聞いたことのない声に、空色の瞳を開き、口を閉じていた手も使ってシーツを掴む。

　指でいじられていた時とは違う。深い部分は抉られてさえないのに、引き抜かれるたびに引っかかる何かが、身体中に電気を走らせる。

　衝撃というのだろうか。快楽というのだろうか。押し寄せる感覚は、しかしまだ浅瀬に寄せる波でしかない。

「少し緩やかになってきたな。まだ、平気か？」

「はい……でも、少し変、で……ん」

「じゃあ、すぐに終わらせるから」

　覆いかぶさるように、トールが重なる。身体を合わせ、押し潰される胸が変形しながら、押し進める彼の腰に身体が震える。痛みに喘いでいる？　違う。快楽に酔っている？　それも違う気がする。

「あ、ん……んむっ、はぁ」

　舌を合わせて、ざらざらな上側を擦られる。下腹部から押し寄せる不可思議な感覚に合わせると気持ちよかった。自ら求めてトールの舌を吸い、口内を犯されにいく。

「……最後まで、入った」

　すると、いつの間にかすべて彼のものが自分の中に納まっていた。

　すべてと言うには語弊があるものの、納まりきるほとんどが、入っていた。

　呟く彼の言葉にぼんやりと微笑み、よかったと胸内に囁く。頬は熱に照り、意識はただ快楽を追及している。痴態だけでない、本性をも曝け出すように、ミアティは熱っぽく息を吐く。

「これから、どうするの……？」

「最後まで入ったんだ。これからが本番だよ」

　軽く唇を吸うと、トールは溢れる息まで食むように舌を犯す。優しく、なおも粘液を交わす淫靡な行為は、好きになってしまっていた。

「愛してるよ、ミアティ」

「えぇ……？」

「愛してるんだ、お前のことを」

　下腹部に響くその言葉は、初めての告白に似た幸福感があった。

　好きと口にした瞬間の高揚感に勝って、ミアティを満たしていく。

「こんなことをするのも、君を家に迎えたのも、すべて、きっかけなんて些細なことなんだ」

　抽送を始める彼の言葉は、耳に入らない。

　朦朧とする思考は、ただ目の前にいる男を愛しいと焦がれている。

「あの森で、俺はミアティに一目惚れしたんだ。こんなにも美しい女が、いたなんて」

「そんな……こと、ぉ……あっ」

「謙遜なんてしなくていい。俺は、ただ……！」

　大きく突き上げる一撃に、ミアティは背を仰け反らせる。

　視界がちかちかする快癒の大渦は、ミアティを呑み込もうとして離してくれない。遠退く意識は心地よく、手離してもいいかなとさえ思ってしまう。

　しかし、身体を持ち上げるトールに、ミアティは現実に引き戻される。荒れる息のまま、ベッドヘッドに背を預けて下になるトールの腰の上に、ミアティは跨っていた。

「これは……どういう？」

「俺が動くよりも自分で動いた方が楽かと思ってな。初めてなんだ、あまり無理をかけたくない」

　これから何度もするかもしれないだろう──囁くトールの甘言に、ミアティは頬を染める。

　悪戯に乳首に触れる指が、微量の電流を生む。彼の言う通り、挿入されたままの熱塊は胎の中で律動していて、今にも破裂しそうな熱を持っていた。

「動いても、大丈夫ですか……？」

「ああ、自分のペースでな」

　言われたようにゆっくりと腰を上下し、ミアティは快楽を愉しむ。児戯にも等しい緩慢な動きだが、快感は得られる。むしろこっちの方が身体は楽な気はするが──なぜか、物足りない。

「ねえ……トール？」

　お願いがあるの、とミアティは瞳で訴える。

　口にするには憚られる、その羞恥に満ちたお願いを、優しく微笑む深紅の瞳に語りかける。

「どうしたんだ？　そんなもの欲しそうな顔をして」

　しかし、彼は気付いてくれない。むしろ気付いていながら、試しているような素振りだ。

「ずるいです……トールは、そうやって」

「そうやって？」

「なんでもないです、もう……あ」

　口にするのは恥ずかしい。でも気付いてほしい。その願いは叶えられずとも、彼の雄は変わらず蜜洞を満たしてくれる。襞を押し拡げ、あまつさえ奥底を抉り擦られるだけでも心地よい。

　むくれ面をしながら、懸命に腰を振るミアティは押し寄せる何かに気付いた。

　それは暴力的で、残虐的な誘惑をしてくる。前後する腰が、無意識に早くなる。すると、何かに気付いたように鼻で笑うトールは、「それでいいのか？」と蠱惑的に囁く。

「言えばいいものを……仕方ないな」

「……あ、待っ」

「待てないよ、もう」

　そうして一人で完結すると、トールはミアティの腰を持った。

　軽く持ち上げられる細い身体は、そのまま、彼の手に従って腰に打ち付けられる。

「──～～ッ!?」

　声にならない嬌声が響き渡った。

　すぐに口を塞ぐが、二撃目が来る。今度は降り下げた腰も合わせて、待っての声も届かず、打ち付けられた。
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　あの波がすぐ近くに押し寄せてきている。ああ、さっきよりも急速に。大きく、呑み込まれてしまうほどの高波が、目前まで迫ってきている。

「どうだ、最初に言っただろう？　段々と激しくすると」

　少し物足りなかったんだ、と続いて囁く声は、嗜虐的であった。

　ミアティの痴態を見て悦び、打ち付ける腰に上がる嬌声を嬉々として拝聴する。あまりにも他人に見せられない光景だ。二人だけの蜜事にしかできない出来事だ。

　一方的ならいい。それは、愛の成せる業ではないのだから。

「あ、あぁ、っ……ん、ぁん！」

　リズムを掴み、自らも腰を打ち付けるミアティは、快楽に酔っていた。最初から適正はあったのだろうと思っても、しかしここまで快楽に染まる自分の顔は見たくない。

　きっとだらけてしまっている。人に見せられない顔になってしまっている。

　トールに抱き寄せられた。

「もう、いくぞ。いいな……？」

「いくって……？　何──」

　尋ねる間を持って、胎の中で彼の熱塊が爆ぜていた。

　同時に寄せる高波がミアティを襲い、堪えきれない快楽に縮こまってミアティは震える。

　意識はなかった。意識はあった。明滅する意識に、絶えず快楽を味わうミアティは息をするのもやっとで。

　──床に伏せていたはずのその日、目覚めた時には朝になっていた。






　四章　落ちる砂に沈む






「夜会、ですか」

　ベッドから起き上がれるようになってから一週間。

　昼食の席でトールから告げられたのは《妖精月祭》最終日、貴族を招いた夜会への招待だった。

　しかしながら、出身不明の素性の知れない少女を出席させるなど非常識にもほどがある。婚前とはいえ、ミアティが彼のものであるとしてもである。

　パートナーであるなら枷などないようものだ、と論理を奮う当主の言葉は、さすがに白髪の執事の苦笑しか誘えなかった。

　しばらく考えてから、ミアティは後ろに控えていたアーネスに振り返る。

「ねえ、恥ずかしくない？」

「辱めを受けないよう、アーネスが真心込めて手配いたしますとも」

「ほんと？　じゃあ、大丈夫です」

　右手に巻かれた包帯を気にしながら、ミアティはトールに振り返り、にこにこと笑う。

　この一週間で彼女に起きた変化は相談するようになったことだろう。異性ではトールに、同性ではアーネスに、聞きにくいことはそれぞれに尋ねるようになった。一方的な質問でなくなったのが大きな進歩だ。断片的にでも記憶が戻ったのが幸いしているのかもしれない。

　ただ、こと記憶については、誰にも口を開いていなかった。

　記憶が戻ったところで自分のものでないと断じる感性がある以上、見覚えのある光景に信頼性はない。あまりよくないとわかっていても、知識を得るために他人の記憶を覗き見ている感覚で、甦った断片的な記憶と共存しているのが現状だ。

　ナイフを置くトールは、後背のクロッカス執事を一瞥し、肩を竦めた。

「では、アーネスには追ってミアティの教育を担当してもらう。とはいえ、病み上がりの身だ。開催は二週間後だが、当日に体調が崩れる心配もある。堅苦しい儀式のような晩餐会よりは、舞踏会から出てもらった方がいいだろう。なあ？」

「ええ。ですが……」

「無理はないだろう。何を迷う」

「ダンスも、マナーも、ミアティさまには何も……」

「簡単なステップができればよい。むしろできなくとも、まあ……他の男と踊ることもないだろ」

　腰を折るクロッカスの苦言に、トールはミアティへと視線を投げた。

「どうする。ダンスはしたいか？」

「難しくなければ、ぜひ」

「よし、今度手本を見せようか。あとはないな」

「いえ、まだよろしいでしょうか」

　さらなる発言をお許しください、とクロッカスは対角のミアティへと視線をもたげる。

「トールさまをお呼びする際、敬称をお付けになられた方がよいでしょう。この邸内はよくとも、他への体裁を考えなければなりません。今一度、ご自身の立場を弁えていただければと」

「……弁えているつもりだが、口うるさい者も中にはいるか。放蕩侯爵などと揶揄して俺を統治者から下げようとする連中もいるみたいだしな」

　腕を組んでクロッカスに振り返る当主は、ふむ、と息を吐く。

　その中、聞き慣れない言葉を耳にしたミアティはアーネスを手招きした。

「どうしました？」

「放蕩侯爵って……？」

「ああ、それは……」

　わずかに眉根を寄せるアーネスは、こほん、と小さく咳払いする。

「トールさまの忌み名です。これはご自身の行動の賜物というか、ミアティさまはご存じないかもしれませんが、過去に……」

「女の人をいっぱい傍に置いていたことですか？」

　目を丸くするアーネスに、ミアティは執事と話し込む領主を振り返る。

「知っています、それは。ただ、今は私だけを見ていてくれるので、あまり気には留めていないだけです。当人たちが現れた際には、ちょっと悲しくなっちゃうかもしれないですけど」

　昔の女です、と目の前に現れた暁にはどう対処すればいいのか実際にはわからない。その話を持ち出されると胸が痛むのは変わらないし、苦しくなるのはいつものことだ。

　けれども、彼の想いはミアティだけのものになった。

　他の女性に逸らしはしないと固く約束してくれたのだから。

　一週間前の夜を思い出し、熱くなる頬を両手で押さえて、ミアティは照れ笑う。

「ミアティさま……」

　少しだけ悲しそうな顔をして彼女を見つめるアーネスは、表情を笑みに作り直した。

「ではまずドレスからだ。敬称は後々でもいい。できることから済ませていこう」

　執事との談義を終え、わかったな、と使用人全体に目を配るトールは、最後に対面のミアティに微笑んだ。

「苦労をかけるが、俺は君に傍にいてほしい。できるか？」

　考えるまでもない。

　彼に立てた誓いを果たす時がやっと来たのだと、ミアティは席を立つ。

「あなたのためなら──」





　　　　　▽　　▽　　▽






　姿見を見ると、そこには別人の自分が映っている。

「……っ」

　煌びやかな青色のドレスで着飾り、色を合わせたネックレスやイヤリングで装飾も完璧。

　採寸されたドレスの試着は、普段着させられるものよりもずっと胸が湧き踊るようだった。部屋に並べられた箱の数に驚く間もなく、次のドレスへと二人がかりで着替えさせられていくのは大変だが楽しくて、新しい自分を見つけるたび、笑みがこぼれてしまう。

「どれも、素敵……」

「こんなものではないですよ、侯爵さまの妻となられるのですから」

　森の奥で一枚布を身体に纏っていた時と段違いの艶やかさは、ついため息が漏れてしまう。

　すでに三着目となった青色のドレスは、四着目のドレスと交換されて箱に収められていた。

　ずっとこうして試着していたいが、着々と日は過ぎていく。夜会当日になれば大勢の前でこの姿を披露するのは抗いようもない運命だ。

　新緑色の宝石がはめ込まれたネックレスを首元に通すアーネスの言葉に、今さらながら不安がよぎってしまう。

「本当に、私でよかったのかな」

　弱音を漏らすミアティに、アーネスは微笑む。

「いいのですよ。トールさまがお選びになったのですから」

「だって、私は……」

　鏡に映った笑顔のアーネスを見つめ、ミアティは口を噤む。

「どうされました？」

「……ううん、なんでもない」

　首を傾げる彼女の顔に、大丈夫だと笑みを返す。

（私が、人でないかもしれないなんて……）

　過去の記憶が浸透してきているせいなのか、少年の傷を癒した力の後遺症なのか。

　朝になって身体を起こすとここ数日、シーツに新緑色の結晶片が散らばっていた。意図的なものではない。それらすべては、触れようとすれば塵となって消え、証拠を残さず消滅する。誰かに話そうとしても論より証拠がなければ嘘としか伝わらない。

　傷を癒した少年が見つかればと思うものの、彼が見つかったところで話に信憑性を持たせて、最初に想像した通りの結末を迎えては、幸せになど遠い夢想の果てである。

　魔法が使えるから、特別な力を持っているから。

　ミアティへと群がる民衆や貴族、果ては王族に圧され、トールが被る害悪を考えると恐ろしいものだ。記憶のことも、結晶片のことも、何も口にしなければ誰も気づかない。

　証拠がないのだから。

　何も起きなければ、別のものである可能性の扉が開くことはない。だからこのままでいい。

「……」

　姿見に映る長い金髪と空色の瞳の少女は、アーネスたちと変わらない人としてそこにいた。

『お前は僕の──』

　語りかける闇の声が脳裏を過り、ミアティは鏡から視線を逸らす。

　目線を下げれば、右手に巻かれた包帯が目に映る。

　闇に呑まれた際につけられた手形が、あざのように薄く黒ずんで今も残っているのだ。痛みはないし、痒みも特になく、医者に見せても原因不明と一蹴されたものだが、特に身体を蝕むものでもなかった。そこに在るだけなのだ。

　気味が悪いから包帯で隠しているが、他に何か意味を持っているのなら、早々に消し去りたいものであることに変わりはない。

『やっと見つけた』

　彼が言っていた言葉の意味を、この手形が持っているのだとすれば。

「……何、それ」

　ふと鏡に視線を戻すと、ミアティの背に何かが薄っすらと揺らめいていた。

　闇ではない。背の片側に張り出た三枚の薄いガラス板のようなものだ。新たなドレスを着せようと半分下着姿のミアティの背で作業を進めるアーネスたちに被るように、そこに在る。

「新緑色の、羽……？」

　トールが言っていた、森で出会った妖精の羽と同色だった。

　すると、傷を癒した輝きが、ベッドに散る結晶片が──どれもが同じ色をしていたことから、推測が立ってしまう。

　ああ、そうか、と納得してしまいそうになる。

　記憶を失ったミアティが、森の広場で目覚めた以前の姿は──

（……私が、その妖精だったり、して）

　数十年、数百年と生きてきたというトールの言っていた妖精なのだとしたら。

　彼に既視感を得たのは間違いではなかったということであり、そして、自分が人間ではなかった証明になる。

　以前に彼と出会っていた。

　トールがまだ小さな頃、白髪の執事と共に訪れたあの森の広場で。

（私が……トール、と）

　側頭部が痛くなって、ミアティは瞼を瞑った。

　ただの推測だ。点と点を無理矢理に繋いでできた憶測にすぎない。

　断片的な記憶がすべて戻れば、それが嘘だとわかる。記憶に今の自分がたとえ上書きされようと、それが妖精だった頃の記憶である可能性なんて──

「ミアティさま？」

「えっ……」

「どうか、されたのですか？」

　名前を呼ばれ、ハッとして瞼を開くミアティは訝しげな顔をするアーネスを振り返った。

　ドレスの締め紐を手に、彼女は首を傾げて灰色の瞳を細める。

「痛かった、でしょうか？」

「い、いえっ、そんなことはなくて……ただ」

　姿見を振り返り、背に浮かんでいた三枚の片羽を探す。

「……あれ、ない」

「お疲れですか？　でしたら」

「いえ、そうじゃなくて、あの……そこに、」

　口にするには難しい存在証明に、ミアティは閉口する。

　目の錯覚だったのかもしれない。

　訝しむ表情を変えず、口に締め紐を咥えるアーネスは、「痛くないなら、いきますよ」とミアティの背に手を置いた。

「え、ま、待っ──ふぎゃっ!?」

　締めつけるドレスに肺の中の空気が押し出される。

　苦しいのは一瞬、「お疲れさまです」と一息吐くアーネスの笑みに苦笑を漏らして、ミアティは姿見をまた見直した。

　──やっぱり、その背中に羽はない。

　三枚の片羽など、どこにも存在していなかった。幻だったのだ。三着もドレスを着たから、疲れていたアーネスの考えが当たっていたのだ。

（私は、人間だったんだ……いつものも、きっと幻覚で）

　触れることすら許されない結晶片なんて、そんなものは存在していない。

　少年の傷が治ったのも、軽い擦り傷で、いつの間にか血を拭って綺麗になったからに決まっている。無理矢理でも理由を当てはめてみれば、頭を悩ませるきっかけはなくなる。

　これでいい。背中に羽なんてなかった。特異な力なんて存在していなかった。新緑色の欠片が、毎朝ベッドに転がっていることもない。すべて、すべて幻で──

「──それはどうだろうね」

　誰が窓を開けたのだろうか。

　そよぐ風が頬を撫で、ミアティの意識を向けさせる。

　後ろにいたはずのアーネスたちは姿を消し、無音の世界でカーテンだけがそよいでいる。それなのに動揺する自分がいない。まるで常識が欠如したように、世界の色味まで反転していくさまを当然のように受け入れている。

　知っているのだろう、この現象を。この悪夢を。

　視線の先、全開になった窓の端には窓枠に腰かける男がそういった力を使えることを。

　肩口にかかる黄緑の髪に、まつ毛の長い柔和に細められた金の瞳。上衣も下衣も白で統一した細い肢体は四肢が長く、その背には透き通った黄金色の一対の羽を揺らす、飄々とした男。

「やあ、久しぶり。会いたかったよ──ミアティ」

　窓枠に腰かけながら、優雅に片手を上げて挨拶する。

「……クオウ」

　彼の正体を、ミアティは知っていた。

　トールが言っていた。森で会った妖精には、透き通った新緑色の羽があったと。色違いでも、彼の背中には羽が存在している。そして何より、彼には異質な感覚があった。

　顔は笑っているのに、笑っていない。

　心から喜んでいるわけでもなく、楽しんでいるわけでもない。

　その場に相応しいから笑みを作っている、そんな感じに見える笑顔。

　見知らぬ記憶の自分が口を衝き、彼の真名を呟く。

「僕の名前は、憶えていてくれたんだ？　それとも、思い出した？」

「どっちでもないです。無意識に、名前が出てきました」

「他人行儀な言い方だね、ミアティ。僕達の仲なのに」

　窓枠から降り、ゆっくりとこちらに進むクオウに、ミアティは胸元を両手で隠す。

　金の瞳が射止めるのは、自然と露出した肌に向かっている。それが腕でも、足でも、臍であれ。尻と胸だけが男の嗜好ではないとばかりにいやらしく舐るその視線は気味が悪かった。

「ああ、見ないうちに成長したんだ。美しいよ、やっぱりミアティは」

「何度も名前を呼ばないで。寒気がするの」

「呼びたいんだ、僕は。どうしてかって？」

　訊いてなくとも答えてくれるらしい彼は、鼻で笑う。

「愛しているからだよ、ミアティ」

「もう好きな人がいます。ごめんなさい」

「ならそいつは殺してしまおう。名前はなんて言うんだい」

　ぞっとした。

　平気で人殺しをのたまう彼の神経にも驚きだが、表情の一つも変わりさえしないのは異常だ。

　にらみつけるわけでもなく、不機嫌に眉根を寄せるわけでもない。

　ただ笑いながら、彼は殺すと口にする。

「忘れたわけじゃないだろう？　とうに気付いているものだとも思ったけれど、ああそうか、やはり扉を無理に通った後遺症のせいだね」

「っ、……触らないで」

　髪を掬うように取るクオウから逃れて、ミアティは壁に背をつける。

　トールに触れられた時はふわふわした気持ちになれたのに、彼は近づくだけで全身が粟立つ。警戒以上に、危険だと身体が告げている。

「拒絶しなくてもいいじゃないか、仲間だろう？」

「私は、あなたの仲間なんかじゃない」

「いやいや、仲間だよ。その背に羽がある。不完全だけど、女王の羽はそこにあるじゃないか」

　手を差し伸べるように指し示すその指先に、姿見に映った新緑色の片羽を思い出す。

　ゆっくりとこちらに向かってくる彼に、首をぶんぶんと横に振る。

「幻覚です、そんなの。私を同類にしないで」

「忘れちゃったのかい、本当に。自分が人間でもないことを」

「そんな、こと……！」

「なりきれていないから無理もない。この頃合いは夢を見がちなんだ。僕もそうだった」

　左右を見るミアティは、唇を噛んだ。

　壁沿いに移動したところで、逃げ道は扉一つしかない。

「大丈夫、その扉は開かない。この窓も、外には通じていないよ。逃げ道はどこにもない」

「……」

「逃げるにはただ一つ、君が目を覚ますことだけだ」

　顎を掬われ、追い詰められたミアティは上目に彼を睨みつける。

　クオウは笑った。

「いいね、その瞳だ。気丈であればあるほど、崩したい」

「おかしなことに付き合ってあげられるほど私も暇じゃないですけど」

「では猶予をあげるよ、それまでに決心してほしい」

　そっと近づく美貌に顔を背けると、耳元に囁かれた。

「二週間後の満月の夜、君を迎えにいく」

「何を……──」

「さようなら、僕のプリンセス」

　頬に口づけされ、嫌悪に睨みつけた先にはもう誰もいなかった。

　代わりに世界は元に戻って、壁際にいたはずの自分が姿見の前にいる。

「──どう、されました？」

　ミアティの険しい形相に、アーネスが心配そうに肩越しに口にした。

「いえ……なんでもないです」

「左様ですか？　……あれ、窓が」

　そう言って、アーネスが振り返る窓辺にはカーテンが揺らいでいた。

　閉め切っていたはずの窓ガラスは少しだけ開き、緩やかな風を吹かせている。夢でなかったのだろう。現実に、彼がそこにいたのだと実感させられる。

　アーネスが窓を閉じると、再び試着の時間は始まった。

（二週間後の満月の夜……）

　彼が再び訪れるまで日はさほどない。

「ねえ、アーネス。一つ訊いてもいいですか？」

「どうぞ、なんなりと」

　ミアティの胸元をドレスに押し込める手を止めず、アーネスは応える。

「トールの言っていた、あの」

「トールさまにしましょう。後々とは言っても、慣れが必要なことは早々にやっておけば、後が楽です」

「……トールさまが言っていた、夜会の日取りって」

「もうお忘れですか？　二週間後ですよ」

　仕方ないと言いたげに灰色の瞳を細める彼女は、窓の外を見つめる。

　昼間の月が覗く青空には、薄い雲が張り始めていた。

「二週間後の満月の夜。妖精がこの地に舞い降りたとされる、その夜です」
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　同日、領内の葡萄畑に訪れていたトールは、枯れた葉を見て眉間にしわを寄せていた。

「唐突な気候の変化でもあったか？」

「いえ、そのようなことは……」

　項垂れる葡萄農家に、トールは葉から手を放す。

　この一週間で三件目だ。

　王都献上用の畑まで一枚潰され、残る畑は四枚ほど。このままだと、明日にはまた潰されかねない。

　土を見ても、日照や天候を考えても、おかしなことは何もないはずだった。とはいえ、掘り起こしてみれば頻発する根腐りのケースに、同一の原因があることは掴めていた。

　指先についた土を払い、被害を受けていない葡萄を探す。

「収穫できるものは収穫してしまおう。次は土を替え、品種も別のものを用意する」

　頷く農家に連れ立って、トールも収穫に手を貸す。

　葉だけでなく、実まで腐られては今年のワインの醸造に手をつけられない。例年までのものがあるにせよ、王都への献上はその年の出荷分も含まれている。

「ワインは明日にでも始める。娘を呼び集めておけ」

「わかりました」

　一通り指示をして収穫に向かうトールは、ふと金髪の少女のことを思い浮かべた。

　遊びではないにせよ、息抜きにはなる──夜会への準備は始まったばかりだが、領民への顔合わせの機会にちょうどいいだろう、と。

「惚気にやられたな、これは」

　少しだけ緩む頬を正し、トールは収穫かごに葡萄を入れた。
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　黄色い声が畑に響く。

　陽が中天を抜けた、正午過ぎ。

　スカートの裾を持って、各々が気ままに腿を上げて踏み込み、何とも言えないその感触に笑みをこぼすその最中に、ミアティの姿があった。

「トールさま、これ！　一緒にやりませんか？」

「いや、俺は見ているだけでいい」

「楽しいのにっ」

　大桶に入った大量の葡萄を、アーネスと共に足で潰す。

　昨夜、急遽決まったワインの醸造に際し、葡萄を潰す役を任されたのである。思いきって、すべて潰れるまで、ただ黙々と足踏みをすればいい──最初は退屈かと思っていたが、こうして桶に入ってしまえば天地を返したように笑みが咲いていた。

　本来であれば、処女のみに許された行事だ。

　一週間前のベッドの上を思い起こせば、許されざる行為である。さすがに体裁を保つためにも一般出荷分に触れるわけにもいかないようで、今回はトールが用意してくれた出荷を漏れた葡萄を使った葡萄踏みの体験会となっていた。

　慣れたように指先で粒を掴み、底に擦りつけては豪快に踏み込むアーネスの足さばきを見習い、結ってもらった金髪を揺らしてよりいっそう励む。

　桶の上で弾むミアティを見つめるトールは、いつもより笑っているように見えた。




　しばらくして他の桶で足踏みが終わると、パンパンになった太ももを擦りながら、ミアティも大桶から出てきた。

「うぅ……疲れました」

「お疲れさま、ミアティ」

　桶の前に敷かれたタオルの上に足を着くと、トールが出迎えてくれた。

　彼は葡萄の果汁で紫色に汚れた真っ白なふくらはぎを、足の指先から丁寧に拭ってくれる。

「あ、自分でそれは……っ」

「お前は特別だ。他の者にやらせるのも気が引ける」

　何より、と見上げる紅の瞳には、恥じらいに赤らむ自分の姿が映っていた。

「労をねぎらうぐらいはしてもいいだろう。未来の妻なら、なおさら他にも任せられん」

「トールさまったら……」

　恥ずかしそうに妻と口にする彼に、一緒になって頬を染める。

　実感はないにしても、いつかはそうなるのだろうなと確信にも似た予感がミアティの中にはある。いや、希望なのだろう。彼の傍にいる理由が、いつしか恩返しだけでなくなる日が来ると、無意識に望んでいるのだ。

　だからだろうか。何か口にしたくて、しかし口にすることが思いつかずやきもきしてしまう。

「領主さま！」

　と、そこへ。

　慌ててトールのもとへ走る男が、必死の形相で葡萄踏みの終わった畑の向こうを指差した。

「あちらでも、枯れが……！」

「そうか。遅かったか」

　落胆するでもなく、トールは淡々と口にする。

　そして間を置かず、「任せてもいいか」と自らの足を拭っていたアーネスにミアティを託すと、すっと立ち上がった。

「無事なものから収穫を急ごう。今日中に獲れるものは構わん。祭りが終われば収穫を急がねばならなかったんだ、それが少し早まっただけと思えばいい。祭りの時期にすまないな」

「い、いや……そんなっ」

　言葉だけでも謝罪する姿に面食らう農家を傍目に、領主としての顔を見せるトールは周囲に目を配る。集めた娘に状況はわからずとも、逼迫した事情を農家が悟れないはずはなかった。

　彼が口にする前に、農夫たちは重い腰を上げていた。

「すまないな。次の仕事ができてしまった」

「トール、さま……何が」

　空気が変わった農夫たちに困惑するミアティの不安を拭うように、トールが微笑む。

「また、葡萄踏みを手伝ってくれ」

　そう言って頭を撫でてくれる彼の手は温かくて嬉しくなるのに、寂しさを感じた。

「私も──」

　領主としての彼の背は、いつも見る背中より大きい。

　彼が背負っているものはただ一人の命ではないからだろう。領地全体の、数えきれないほどの民の命を預かっているからだ。指導する仕事に関わる人々を養うためにも失敗させれば、極端なことを言えば明日の食い扶持を失う結果に繋がることもあり得る。

　ならば、行くしかない。彼が向かうしかないのだろう。

（でも、どうしてトールだけが背負わなくちゃいけないの？）

　侯爵として与えられた領地の民を生かすために尽力する。それは、貴族としての在り方は間違ってなくとも、多を救うために小を見捨てているのと変わらない。

　仕事は大事だから、わがままが通らないのはわかっている。

　それでも、少なくとも傍にいたい気持ちをわかってほしくて、ミアティの手はトールの服の裾を掴んでいた。

　振り返るトールが、困ったように眉根を寄せる。

　わかっている。理解はしても、胸の締め付けを止めることはできない。

「私も、連れていってくれませんか？」

　独りになるのは、少しだけ怖い。

　他にも人がいるし、アーネスだって傍にいる。心配することはないと思うのに、騒ぐ胸がトールを離すなと訴えている。

　水面に大きな波紋を広げるようにあの日の言葉が──クオウの言葉が、ミアティを惑わせる。

『二週間後の満月の夜だ。君を迎えにいく』

　夜会当日まで日数はある。

　時間があるからこそ、彼の存在が日に日に大きくなっていく。

　黒く淀んだ不安となって、胸の中で肥大化していくのだ。拭いきれない恐怖は、総じて誰の手にも止められない現実を見越している。

　だから少しでも、彼の傍にいたい。

　いつか離れてしまうのなら、より長く、より密に、彼と共に──

「……ダメ、ですか？」

「……」

　報告に伺った男は他の農夫を連れて、葡萄畑の向こうへと足を進めていた。

「仕方ないな」

　視線を振るトールに、アーネスが応えるようにミアティの足に触れた。

「トールさま……」

「そんなに寂しそうな顔で見つめられては、仕事どころじゃなくなる」

　苦笑いにもう一度頭を撫でてくれるトールの手は、やっぱり温かくて気持ちよかった。

「靴を履いたらすぐに向かうぞ」

「はいっ！」
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　いくつも連なった瑞々しい紫色の宝玉から、雫が滴り落ちていく。

　等間隔に立てられた支柱に巻きつくようにして伸びる葡萄の低木は、いずれも豊かな実りを迎えていた。畑の一面を埋める緑の葉、朝露を垂らして陽の光に輝いている。

「枯れてるな、やはり」

　一部は茶色に変色した葉がしな垂れ、果実が悲しそうに萎れている。

　収穫かごを地面に置くトールはしぼんだ果実を手に取ってため息をついた。

「水に問題はなかったはずなんだが……伝染病だとしても、今まで見たことがない」

「……治してあげられないんですか？」

　渋るように唸るトールは瞼を閉じる。

　沈黙が肯定を示すのは、いつの世も変わらない。暗中模索の中で欲しいものが見つかることなど奇跡に近いのだ。手探りでこなせるほど生育は甘くない。

　他の者には作業を進めろと指示をして、首をもたげる彼の視線は畑の北──山脈に続く森の方角へと向けられる。

「作り話だって、わかっているのにな」

「妖精の……ですか？」

「ああ。幸福を与えてくれるのなら、今まさに欲しいと思ってな」

　彼から聞いた妖精の物語。

　満月の夜に舞い降りた妖精が、幸福を授けて去っていく奇跡の話。それは物語であって、現実には存在していない。

　誰かが求めた希望を象ったものだ。

　現実にはない世界や事象を追体験し、楽しむために創作されたものである、と。

　本来なら、説明はそれで足りる。

（でも、私の背中には……）

　意識する自身の背に、姿見に映った新緑色の三枚の片羽が思い出される。

　あれは一体なんだったのか──などとは言わない。

　記憶を失い、何もかもわからなかった当時の自分ではない。ある程度は理解しているつもりだ。一対の羽を持って現れたクオウの姿を、その言葉を反芻しながら、ミアティは手のひらを返す。

　少年の傷に触れた瞬間に発生した羽と同色の光粒は、彼の傷を癒して消えていった。

　目の前には、枯れた葉がしな垂れている。

「……──かわいそうに」

　思えば、理解していたのだろう。

　自分がこの場に立ちあうべきだったのだと。呼ばれているのだと。この手で触れれば、葡萄の木は生気を取り戻すのでは、と。

　空色の瞳は、まっすぐに枯れた葡萄の葉を見つめていた。

　トールの了承を得ることもなく己が思いの向くまま、手を伸ばす。

「ミアティ……？」

「大丈夫です、トールさま。この子は生きてます」

　自然と漏れる言葉を不思議に思っても、仕方のないことだ。

　これは自分であって自分でない。記憶の中にいる私あなただ──いや、違った。

　──これは、忘れていた自分の姿だ。

「あまり、見ないでくださいね」

　困惑するトールに、恥ずかしそうに微笑むミアティは葉に触れた。

　空色の瞳を閉じ、小さく何かを呟く。自分でも何を言っているのかはわからなかった。

　すると、ゆっくりと。

　時間を巻き戻すように、触れた先から緑を取り戻していく葡萄の葉は新緑色の光粒に包まれていった。光粒は幹へと伝播し、土へと還っていく。次第に消失していく輝きの奥で、収穫に勤しんでいた農夫たちの間から声が上がる。

「緑に……枯れた実も、戻ってる……！」

「おい、なんだ、何が起きたんだ！　生き返ったぞ、葡萄が生き返った！」

「トールさま！　葡萄が、葡萄が生き返りました！」

　困惑とも、歓喜ともいえる葡萄畑の喧騒は、一手にトールへと向けられる。

　目の当たりにした奇跡の報告にかごを背負った農夫が押し寄せるその隣で、ミアティは瞼を開いた。触れた葉の瑞々しさを確認して、愛おしむように指先で弄ぶ。

「ミアティ……今、何をした」

　振り返った先にある領主の顔は、驚愕とも困惑ともつかない複雑な表情をしている。

　彼の瞳は、邸に初めて入ったあの日の人々の目に似ていた。信じられない、この場に相応しくない──汚らしいものを見るような紅の視線が、ミアティに突き刺さる。

　当惑しているのだろう。恐ろしくも感じただろう。

　人の所業でない奇跡の行使を、どうして受け入れられるだろう。

　──忘れちゃったのかい、本当に。自分が人間でもないことを。

　飄々と笑う金眼の青年の言葉が、背中から突き刺さる。

「それ、は……──」

「トールさまよっ、ほら、これが、枯れた葉がよ！」

「生き返ったぞ、何が起きたんだって！」

　上手く説明できず、視線を逸らすミアティを押しのけ、農夫たちの声がトールを取り巻く。その最中、深紅の瞳と目が合った。

　しかし、説明してくれと言わんばかりのその視線に、逃げるように背を向けてしまう。

（もう、私は……──）

　口にしたところで、納得できることなどない。

　散り散りになっていた記憶が鮮明になっていく。晴れ間の覗く曇り空のように、今の自分を否定しようと記憶の中のミアティが雲間から顔を出すのだ。

　──私こそが、ミアティなのだと。

　違うとは言いきれない。彼女の言うことは正しいのだろうと思う。だって何も記憶のないまっさらな自分より、記憶の中の自分の方が鮮やかに見えるからだ。

　記憶は歴史だ。歴史は色だ。

　彼女を鮮やかに魅せるのは、人生経験の積み重ねに他ならない。まだ一ヵ月にも満たない赤ん坊のミアティは、ほとんどモノクロの世界と変わりなかった。

　だからだろう、彼女の世界が正しいと思ってしまうのは。

　だからだろう、彼女の世界に憧れてしまうのは。

　森の奥で、トールに救われた自分が彼女であったならと考えてしまうのは、何も知らない自分に自分でも辟易していたからだろう。迷惑をかけてしまうたび、冷たい視線を我慢するたび、どうしようもなく胸を締めつける想いに焦がされた思い出が、要領のいい記憶の中のミアティへの憧れに代わっていくのだ。

　本当はこんなにもできるのだ。本当は知っていたのだ。今が何もできず、知らないだけで。

　言い訳にしかならない喪失を説明できる機会は、大体、すべてを取り戻してからだ。何もかもが終わって、後戻りできなくなってようやくできる説明はやはり言い訳にしか聞こえない。だから、口にしようがなかった。

　彼なら、と無条件に受け入れてくれると思う自分を否定して、ミアティは現実を見る。

　違っていた。自分は元より人間ではなかった。

　クオウと同じ、おとぎ話の住人に回帰したのだ。片羽しかない不完全な存在だとしても、その存在する姿形は人間とは似て非なる。

「──ごめんなさい」

「ありがとう」や「さようなら」と感謝や別れの言葉でもよかったはずなのに、口を衝いて出たのは謝罪の言葉だった。

　それからすぐのこと。

　農夫たちを押しのけて叫ぶ領主の声を背に、ミアティは近くの林へと消えていった。




　木々の間を抜け、違う葡萄畑にたどり着く。

　堂々巡りのような連続する畑の光景に、迷路にでも迷い込んでしまったのかと感じる。しかしそれは、広大な葡萄畑を仕切るように低木が並んでいるだけで、迷路でもなんでもない。

　二つめの林前に建つ木小屋の背面に回ると、ミアティは一息吐いた。

　走り慣れていないこの足は、適さないヒールの靴が手伝って重たかった。あまり無理はできないだろう。弾む息を整えるため、壁に寄りかかって空を見上げる。

　彼方へと流れていく雲の流れが速い。天候が荒れるようなことはなくとも、風が出てきたようだった。今宵は少しだけ寒くなるかもしれない。

「これから、どうしよう……」

　彼に対する無条件な信頼は、持っていていいものではなかった。

　人間という種である以上、彼は他の人々と一緒なのだ。ミアティという例外を愛してくれた特異な点を除き、彼は種を逸脱していない。

　──人間は善き隣人なのですよ。

　誰かが言う。

　──でも、近づいてはダメ。私たちは彼らと姿形は一緒でも、寄り添える存在ではないの。

　優しい声が、諭すように口にする。

　無意識に頷く胸の内で、小さな頃、そういえばそんな教育を受けたおぼろげな記憶が掠める。他人の記憶を覗き見るような気分であったつい最近と違って、もうそれは自分の一部として機能している。不思議なことだ。徐々に同化する記憶が正しいと、無意識に受け入れている現状におかしさはない。むしろしっくりきている。

　それでも違和感が拭えず不思議に思うのは、やはり今を惜しんでいるからなのだろう。

　と、その時だった。

「──なぜ、逃げたんだ？」

　身体が一瞬にして硬直する。

　見覚えのある茶髪に、鋭い深紅の瞳。さっきまで傍にいたトールと同じ長丈の上衣を翻す彼は、まさしくその人に間違いなかった。息を切らすことなく、まるでここまでついてきただけのように穏やかなその顔に反して、眉間にしわが寄る。

　無意識に逃げようと踵を返すミアティは、すぐさま腕を取られて縄を頂戴する。それでも離してと暴れるミアティに、トールはついに嘆息した。

「待て、と言っているだろう」

「お話することなど、何も私には」

「なくとも、俺にはあるんだ。まだ答えを聞いていない」

「答え、なんて……」

「答えられないとは言わせないぞ」

　腕を握る手の力が強まる。

　力技を逃れる術を持っていない。鈍器でも振り回し、彼を昏倒させる方法以外にこの場を収める道はないだろう。振るった鈍器さえ容易に取られてしまいかねない力量差なら、その考えこそ無駄である。やはり逃れる術はない。

　足元で少し赤くなった踝を見つめ、ミアティは息を吐く。

「答えられないのではなく、答えたくないんです」

「自分の正体を思い出したからだろう」

「そうです。私は人では……え？」

　半分まで口にして、トールの言葉を訊き返すように振り返る。

「今、なんて……？」

「自分の正体を思い出したのだろう、と」

　確信を突く予想を口にして、トールは緊張を解く。

「図星か」

「そんな、こと……」

　腕から力を抜くと、トールも合わせて握る手を弱めてくれる。

　だって、と小さな反論の呟きは、しかし説明に足る言葉を揃えきれなかった。

　顔を見ずともわかる。わがままな女だと彼はため息を吐くのだ。

　予想通り、ため息を短く切って、トールは口にする。

「自分の正体を思い出したところで、俺が嫌うとでも思ったのか」

「……」

「君が何者であろうと構わない。傍に置くと決めたあの時から、考えは変わってないんだ」

　腕を引かれ、ミアティは抵抗する間もなく抱きしめられた。

　全身を包みこむ温もりは優しかった。何もかも知っていたと言わんばかりに、荒んでいく心をなだめる彼の抱擁には、涙さえ滲んでしまう。

「愛している、と言ったはずなんだがな」

　言葉にしては軽かったか、と笑う彼に、しかしミアティは思いきり首を振った。

　説明もせず逃げた無責任な自分を、どうして愛していると今でも抱きしめられるのだろうか。彼の言葉は間違っていない。間違えたのは自分だ。混在する記憶に、どうしても分かり合えないと決めつけて逃げたのはミアティ自身だ。彼の愛に、間違いなど存在しない。

「私も、好きです……叶うことなら、このままずっと傍にいたい」

「ならいればいい。俺はいつまでも傍に置いていくつもりだったんだぞ」

「でも、私は……」

　うじうじと面倒な女だ。自分でもそう思う。

　けれども、結局は最後になって後悔する羽目になる。あの時、別れていればここまで悲しい思いをしなくて済んだのだと。

「不安になるのはわかるが、不安に流されて自分を見失うのは栓ないことだ。もう少し周りを見ろ。せっかく森の外に出たんだ、視野を狭くしてどうする」

　顔を覗き込むように抱擁を解き、トールは微笑む。

「俺だろうが、アーネスだろうが、頼れる人間はいるだろう。一人で考えて塞ぎ込むぐらいなら俺に言え。言わないなら、無理矢理にでも口を割らせてやろう。話はそれからだ」

　理不尽にもほどがある。あまりにも横暴な愛だ。

　それでも、笑みを深めて「どうだ？」と口にする彼に、首を振れる自信などなかった。

　おかしなほど視界が歪んでいく。目元が熱くなって、どうしようもなく縋りたくなる。

　彼はきっと何者であれ、受け入れてくれるだろう。どんなことがあろうと、小さな口約束の一つを護り抜いてミアティを傍に置き続ける。愛しているから。愛してしまったから。鎖に巻かれた身体が自由に動かないように、いずれ枷となって苦しめる日が来るのは目に見えているのに。

　だからこそ、嬉しい、と思ってしまう自分がいた。

　だからこそ、戻りたい、と願ってしまう後悔が生まれた。

「でも、だからって迷惑をかけ続けるなんて」

「迷惑をかけられない頼りない男だと？」

「いえ、そういうわけでは……！」

「いい。わかった」

　そう言うと、流れるように唇を奪われていた。

　割り込む舌のざらつきが頬の内側を擦り、場違いな官能をもたらす。舌同士で交わす抱擁はいつしか彼を求めるようにトールの背に腕を回させ、ゆっくりと瞼を閉じていた。

「言葉で証明できないなら、身体に教え込ませてやる」

「……私はもう、理解してます。トールさまが屈強であることも、精強であることも……」

「だが、まだ信頼できる域には達していない」

「あっ……！」

　木小屋に背を預けるようにして片手を絡めると、口づけが深くなった。

　溢れる吐息まで味わい、身体を蹂躙する。張り詰める白ブラウスのボタンを外して、内に隠した豊かな双丘を露にすると、トールは片手を下着の間に滑り込ませた。

「そこ、は……ん」

「弱いのは知っている。何度も確かめた」

　恥ずかしくなって視線を逸らすミアティに、トールは笑って舌を絡める。唇の端から漏れる唾液を絡め取られ、充血する乳頭は快楽の度合いを測るように、ねじるように撫でられる。

　彼の手のひらの上で、ミアティは踊っていた。

　淡く充血する唇から首筋を這い、乳房へと至る彼の舌が勃起した乳頭を舐る。吸い上げ、甘噛みする刺激の強弱は、瞳の焦点を狂わせる。

　感じやすい身体なのだろうと思う。それ以上に、トールに触れられることが特別な意味を持ってミアティを快楽で満たしていく。力強く愛されることで、どんなことも許される気がして迷いを忘れさせてくれる。

　それでも、弾圧の視線を憶えている。忌避する瞳の色を、ミアティは憶えている。

　身体を求める彼の腕が、スカートをめくり上げる。愛液にまみれたドロワーズを脱がされ、濡れた繁みを外気に晒す。冷たい感触が股を撫で上げると、ごつごつとした指が侵入した。

「十分に濡れてるのはどうしてだろう。ミアティ、君はそんなに淫乱だったか？」

「そんな、こ……と、んぅ！」

「いいよ、言い訳は」

　身体に聞けばいい、とトールは下衣を寛げる。

　まろび出るのは、ミアティを貫く剛槍だ。蜜洞を満たし、最奥を突き刺すそそり立った雄は、獲物を見つけてひくひくと震えている。

「待って、待ってください……っ、こんなところでは」

「ここには誰も来ないさ。誰かが探しに来たところで、声を抑えればどうとでもなる」

　そんな、と抗議の声は口づけに塞がれた。

　悩ましいほど、唇を割る舌によって蕩ける思考が、彼に従ってしまう。

「壁に手をついて」

　言われるがまま、トールに背を向ける。

　木目の荒い、少しだけささくれ立った木造の壁に両手をつくと、張り出した臀部を撫でるようにトールがスカートをめくり上げた。

「いい形をしている。後ろから見ても、こんなに美しい女は世界に何人いるだろうな？」

　撫で上げ、揉み込み、溝に合わせて屹立を前後させながら、トールはほくそ笑む。

　もう止められない。火が点いてしまった彼の衝動にあてられてしまったように、ミアティはいつしか尻を振っていた。前後する彼の熱塊に合わせながら、以前味わった、あの気持ちのいい場所に誘導する。

「欲しいのか？　これが？」

　ミアティは首を振る。

　耐えているわけではない。むしろ、彼のそれを受け入れてしまったら、篭絡されてしまう。決意は固くなくとも、彼から離れようとした一時の決断を、手放してしまう気がして怖かった。

（何もかも曖昧で、彼の傍にいていいの？）

　自問する声に答える者はいない。誰も答えられない。微かに戻った記憶の私では、むしろ相応しい答えなんて出せないだろう。

　空は青く澄み渡っている。冷えた空気には、捜索の声が遠くから響いていた。

「時間もないか」

「あ、待っ……んぅぁ……ッ！」

　そう言うと、トールは静止の手を払って屹立を突き立てる。

　ゆっくりと、無理がないように襞を分けて、濡れた蜜洞を進む。

　吐く息にまた、知らない声が混ざった。誰かに聞かれてしまう。密時を覗かれてしまうのはあまりにも恥ずかしい。外で繋がるだけでも赤面ものなのに、見られてしまうのは死すら考えてしまう。

「締まるな……見られてしまう緊張がいいのか？」

「その反対です、このっ……んんっ」

　振り返って吐く暴言も、ちょうどいいと唇を重ねられて塞がれる。
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　思い通りに何もかもいかない。抽送する脈動が、肉襞を抉る。そのたびに腰が震え、甲斐甲斐しく熱塊を締めてしまう。早く達してほしい、と。早く快楽に堕ちてほしい、と。

　願うのは行為の終わりなのに、煽るように腰が揺らすミアティは嗚咽を漏らすように喘ぐ。

「なんだ、本当はいいんじゃないか」

　それにほら、と。

　蜜洞から溢れる愛液が、地面に落ちる。白濁に染まるそれは、トールの白精にも似ているが、違う。充満するのは雌の香りだ。男を淫惑に誘う媚薬に他ならない。

「濡れた葡萄花の香りはいいが、甘い雌の香りほど酔えるものではない」

　首筋に滲んだ汗を舐り、これもそうだ、とミアティの赤らんだ耳朶を食む。

　身体中が敏感になっている。肌をまさぐられるだけで、びくっと震えて反応し、汗が滲む。舐め取られる体液に抽送が重なり、大きな波となってミアティを快楽に墜としていく。

「もう、だめ……っ、ん、おかしくなっ、ちゃう……ん、からぁ」

「おかしくなったっていい。他には誰も見ていないのだから」

　捜索の声が近くなった。小屋の向こうで、見知った声がミアティとトールを探している。

　頭を振って彼の腰に手を当てても、力押しできるほどの力は出ない。むしろ誘っていると見られて速くなる抽送に、ミアティは声を漏らしたくなくて口づけをせがむ。

「そこまで性急だと、前回ほど長続きしないな……！」

　苦悶を見せるトールの腰がさらに速くなった。

　奥を突き立てるその熱の衝撃に、ミアティはもう立っていられそうになかった。壁に寄りかかるようにして上半身を預け、後背からの口づけに応える。

　いつからこんなに淫乱になってしまったのだろう。

　声を出さないように求める口づけが、よもや快楽の大嵐を引き寄せている。

　捜索の声が、小屋のすぐ傍まで来た。

「……くっ、出る……ッ！」

「────ん、ぐ……～～ッッ」

　彼の舌を吸って、声を抑える。

　情動を吐き出す彼の屹立に、ミアティも同時に達していた。

　耐えなければ、見つかってしまう。この身はトールのものだ。二人揃って脱け出し、蜜な時を過ごしていたというだけでも、発見者とお互いに気まずくなってしまうのは明白だ。

「よく頑張ったな……」

　吐精する熱塊が引き抜かれ、ミアティは脱力する。

　彼の腕に抱かれながら、空を仰ぐ。ばくばくと鳴っている心臓に、整わない息が溢れる。唾液に濡れ、充血してぷっくりと腫れた唇は色っぽく見えた。

「その身が妖精であれ、人であれ、俺は等しく愛すよ」

　ミアティを抱きしめながら、トールは呟いた。

　捜索の声から隠れるように温もりを確かめ、小屋の裏で抱き合う二人の足元には、雄と雌が交じり合っている。その色に違いはない。人でなくとも、妖精であっても、生物に変わりない。

「一目惚れだと、言っただろう？」

　嘘じゃない、とトールは繰り返し念を押す。

「人であろうと、なかろうと、俺はあの日、すでに決めていたんだ」

　森の最奥。広場の中心で伸ばされた手は、今も記憶に新しい。

　トールは言った。

「一生をかけて愛そうと、そう思ったんだ」

「初対面の女性に……そんな大層なことを考えていたんですか？」

　見上げる深紅の瞳は、笑っていた。冗談ではなく、本気なのだと頷き返す。

「阿呆です、そんなの」

　一目惚れした女に、そんな一生を捧げる決意も同時に固めるなんて。

　それこそ、人でもない女に。

「でも……嬉しいです」

　吐露する気持ちに、答えは決まった。

　それにもう、愛されているだけで何も考えなくていいのだと悟ってしまった。

　彼ならば、どんな自分でも包みこんでくれる。

　人であれ、何であれ。

　彼の前では、等しくミアティ個人でしかないのだと。

　それさえ確認できれば、他はもう何も要らなかった。ミアティにとっても、彼以外は何も要らないのだ。彼さえいれば。彼さえ受け入れてくれれば。それだけでよかった。

　私は人ではない。物語に語られる、あの妖精と同じだ。

　祝福を与えるだけで、交わりはしない。崇められるだけで、見返りはしない。

　偶像であり、実像。

　その名を、総称して妖精と人は呼んでいた。

　きっとあれも──あの男も、同じだ。こちらよりも純粋な、向こう側に浸っている。

　語るまでもない。

　ミアティはその半身を、妖精に渡している──
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　神さまは許してくれるだろうか。

　彼女の、彼の行いを、どうして許そうと考えるだろうか。

　形だけ見れば半妖の彼女を前にして、人の子が虜になった。その想いこそ抱けども、叶えられるとは誰も口にはしない。

　だってそれは間違っているから。誰もそんなことをしたことがないから。

　人種が違えば迫害する。少しでも考えが違えば淘汰する。考え方の違う人々が生業を通して共に生きるには、意見をすり合わせる器量が必要だった。

　多数決などではない。互いに譲歩するのである。何かを得るためには、何かを我慢しなければ、この世界で生きていけない。

　爵位を得ようと、王の座に就こうと、大局的にはしがらみに縛りつけられなければならない。生きるための責務であり、業なのだから。

「──ゆえに、黙っていればよいのです。笑って、黙っていれば」

「そ、そうなのですか」

「そうです」

　きっちりと背筋を伸ばして力説する黒髪のメイドに、金髪の令嬢は苦笑いを浮かべる。

　立場的には逆であるはずなのに、気圧される令嬢の空色の瞳には、メイドの姿はよもや堅物の先生だった。何を言っても聞き入れてもらえず、ただ自分の意見を押し通す。悪く言えば、自己中心的、というものだろう。

「何かおっしゃいましたか？」

「い、いえっ、何も……」

「では、にこやかに」

「……はい」

「それでは苦笑いです」

　客間をそのまま自室にし、応接間のソファに座るミアティは対面の鬼教官にしごかれていた。

　悪いことはしていない。良いこともそれなりにしていないが、説教のごとく指導されるのは違うだろう。普段であればなおのことだ。

　窓の外に見えていた陽の姿は、空を昇りつめてもう見えなくなっている。燦燦と降らす陽光の恩恵にあずかる小鳥の囀りを癒しに、ミアティはこの時間を耐える。

　とにもかくにも、現状を生み出したのは邸の主だった。

　値踏みするように足先から頭の先まで眺める深紅の瞳は、首を傾げてアーネスに告げ口をしたのである。このままでは恥を掻くだけだ、お前の手で手直ししてくれないか、と。

《妖精月祭》のフィナーレである満月の夜、開かれる舞踏会にミアティは出席する。

　傍にいてほしいというトールの願いだけでなく、侯爵夫人となる者として。

「少し休憩いたしましょうか。先ほどから苦笑いしかできていないようですし」

「えっと……そう？　でも、できます。笑うことぐらい」

　にっと頬を緩ませる。口角を上げて、口端を引けば微笑みの完成だ。

「その笑顔は慎ましくありません。侯爵夫人となる方とは到底思えませんよ、ミアティさま」

「じゃあ、どうすればいいの？」

　アーネスのため息が落ちる。

　以前にも増して彼女との距離が近くなったように思う反面、言葉の苛烈さが増したように感じる。外面では優しくとも、彼女の内面は冷ややかなのかもしれない。

「微笑むとは、こうするのです」

　唇の端を少しだけ引いて、彼女は笑う。

　こびへつらうわけでもなく小首を傾げ、まるで子供への慈愛を込めたような優しい眼差しは、遠い昔、未だに揃わない記憶の彼方に向けられた眼差しに似通っているように見えた。

　それはきっと、夢に出てきたあの優しい声の主なのだろう。

　憶測でしかないのは、記憶はほとんど戻っても、対面する人の顔はどれも真っ白に塗りつぶされたままだからだ。手を繋いで見上げる顔も、笑い合う顔も、怒って、泣きじゃくる誰かの顔も。

　思い出せるのはそれぞれの場面のみで、人々の詳細は何も入ってこない。彼、彼女らが何をしたというわけでもないのに、まるで削り取られたように顔の詳細を抜き取られている。

『扉』とはそういう役目を持っているのだろうか。

　情報を無暗に外に持ち出さないための機構──よもや扉を無理矢理に抜けた代償としては、それが相応しいのだろうとは思うけれど。

「どうですか？」

「えっと、はい。わかりました」

　最初の数秒だけで、あとは何も見ていなかったミアティは、真顔に戻るアーネスに咄嗟に頷き、笑顔を再現する。

「どう、でしょう？」

　知らない人が多数招かれるという夜会の席で、ミアティは舞台に立つことになる。中にはトールよりも偉い人がいて、問題は起こせないなと彼は時折笑いながら息を吐いていた。

　この身は彼のためにあって、恩を返すために捧げた。

　残り数日とない、本番を前にして、ミアティは努力する。

「ええ、まあ……先ほどよりは、いいでしょうね」

「その評価、傷つくんですけど」

　嘆息して、ミアティは窓辺に視線を投げる。

　笑顔のはずなのに、苦笑いに歪んだ表情を映す窓ガラスは嫌味なやつだと思う。しかし、現実はこの調子だ。緊張や不安が胸を乱すのである。それは日を追うごとに強くなる。

　夜会に出席する準備は整えられたとしても、クオウの再来を妨げることはできない。

　彼は同類だ。いや、ミアティよりも純粋に近い方の。

（それでも、やっぱり私はトールの傍にいたい）

　迎えに来ると言った彼の言葉は虚言ではないだろう。

　妖精は人と分かり合うことはできない。価値観は、先代から共有されている。個を発露する人と違って、妖精に個はあっても、付属でしかない。

　親の一部として子は存在し、そのまた一部を子に受け継いで。移植する形で引き継がれる妖精の種は、人間のような交配を持たない。男女の営みを否定するわけではなく、自分たちにそれは必要のないものであるというだけである。

　代わりに繁殖力を持たない妖精に許されたのは、一部を委譲することで、他種生物を妖精化することである。そもそもの話、ミアティも以前は人間だったのだろう。その詳細は思い出せないとしても、彼と同じ人の形を成している以上、種の存続をそうして継いできた妖精に、一部を埋め込まれたということだ。

　そう考えると、自分はもしかしたら寄り添えるのではないかとさえ思うが──妖精としてのミアティが、それを否定する。

　もうあなた私は人ではないのよ、と。

　わかっている。わかっていても、諦められない自分がいる。

「さあ、もう一度レッスンです。他に最低限のダンスや礼儀も教えなくてはいけないのです。遊んでいる暇はないですよ」

　ミアティは頷く。

　いつか離れてしまう時が来るなら、それまで一緒にいたい。

　だから、説得しよう。クオウが来たら、もう少しだけ猶予を貰えるように。彼の生涯が尽きるその時まで──考えたら悲しくなるけれど、でも。

　傍にいたい気持ちに揺らぎはないから。
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　夜会当日。

　昼を過ぎると、メインストリートは人通りが多くなる。

　馬車の往来も激しくなり、夕方から始まる夜会が現実なのだと実感させられる。

「頑張らなくちゃ……頑張らなくちゃ」

　ミアティは奮起し、雑踏の中を進む。

　あまり目立ってもと先日着せてもらった白ブラウスに赤のスカートドレスに着替えるミアティは、普段と変わらない給仕服のアーネスと共に、トールとお邪魔したパン屋へと向かっていた。

　何もせず、ただ黙って笑っていればいい──言われた通りにすることはできても、しかしそれでは味気ない。罪悪感さえ生じる無能の烙印を押されては、無性に何かを手伝いたくなってしまうのは人の性なのだろうか。それとも、妖精のだろうか。

　トールにお願いし、アーネスをつけることでパン屋へのおつかいを許可してもらったのである。

「ねえ、訊いてもいい？」

　腕に提げた藤かごを揺らし、アーネスに振り返る。

　なんでしょう、と視線を寄越してすまし顔で歩く彼女に、ミアティは言う。

「竈は邸にもなかった？」

「いえ、ありますよ」

　レッスンと称して邸の案内をされ、厨房に大きな炉を見かけたことがあったのだ。

「じゃあ、どうしてパンは買いに？」

　竈があるならパンは焼ける。粉引きも、調理するための道具も手段も足りている。他の料理はこちらで担うのに、パンだけは他方に買いつけるのは不思議なことだ。

　懐かしむように遠くを見つめ、アーネスはふっと笑った。

「あのパン屋は昔から懇意にしていたのです。トールさまが」

「懇意に？」

　アーネスは頷く。

「先代が亡くなる前のことです。勉強が嫌になってよく邸を脱け出していたトール様は、いつも探せばあのパン屋の裏で薪割りをしていたのです。昼を過ぎればお腹が減りますが、しかし家出をした身ではお金がない。となれば、手伝って報酬を得るしかない」

「だからパンを貰うために、薪割りを……？」

「ええ。年が経つごとに労役に対する報酬を彼は大事にしてきました。今日日のお祭りでさえ、先代さまよりも華やかになられたものです。王からのお墨付きさえもらえるほどに」

「そう、なんだ」

　懐かしそうに話す彼女は、心なしか足が弾んでいた。

　灰色の瞳は笑みに細められ、まるで彼の母親のようだ。確かめなくとも、年が近く見える彼女は、見た目が実年齢と比例しているかといえばよくわからないが。

「……アーネスは、なんでそんなこと知ってるの？　トールに選ばれて、メイドになったんでしょう？」

「そのようなことは申していませんよ。秘密と、私は言いました」

「でも……だって」

　しーっ、と人差し指を立てる黒髪のメイドは、ふふっ、と蠱惑的に微笑む。

「女には秘密があると申しましょう。ミアティさまにも、それなりの秘密はあるのでは？」

　言われて、ミアティは押し黙るしかなかった。

　愛する人にだけは晒した秘密。親しくなった彼女にさえ告げられない身体の秘密を、トールにでも聞いて知っているのではないか、とさえ思う。彼の口は軽くないと信じても、自分を守るためだと、世話係には伝えているのかもしれない。

　ややあって、ミアティは口を開く。

「トールさまから何か訊いているの？」

「いえ、何も。私はただの世話係ですから、トールさまへと伝えたのであろうミアティさまの秘密の一つも、私の耳には入ってきません。それこそ、秘密ですから」

　大丈夫です、と微笑まれ、前をいくように勧められる。

　とりあえず、アーネスには伝わっていないということだろう。ほっと胸をなでおろし、パン屋へと歩を進めた。

　覚えのある道を曲がって、路地を抜ける。目の前に、こじんまりとしたパン屋が住宅街の中にひっそりと建っていた。

　扉を引き、鐘を鳴らすと、カウンターの奥の女将がミアティに気付き、笑みを浮かべた。

「やあ、いらっしゃい。待ってたよ」

「あの、今日は、今日の夜会の」

「知ってるよ。主人を呼んでくるから待ってて」

　暖簾をくぐって店奥に消えていく女将に返事して、ミアティはふっと息を吐く。

　初めてのお使いは、見知った人が相手でも緊張する。後ろにつくアーネスは、少し嬉しそうに「頑張りましたね」と冗談を言うように褒めてくれた。

「ほら、持っていきな」

　大きな紙袋に詰まったパンを三袋持ってくる女将は、カウンターに置く。アーネスと分けて三袋を手に持つと、彼女はお礼に微笑む。

「ありがとうございます。それではまた」

「ああ、アーネスちゃんまたね。ミアティちゃんも。トールさまによろしく言っておいてくれ。いつでも来ていいってさ」

「あ……はいっ！」

　トールへの伝言を託され、忘れないようにしなくちゃとする責任を持って元気に返事をする。

　時間もないから、早々に帰らなくてはいけない。すぐさまパン屋を出て、右手に曲がる。元の道を戻っていくと、通行人の増した大通りに出なくてはならないから、道なりに邸を目指した。アーネスが、こちらの方が早いのだと先頭を切る。

「……？」

　その最中、一つだけ抱えた紙袋の横から前をゆくメイドの姿を確認しながら、ミアティはふと後ろに振り返った。誰もいない。何か視線を感じた気はするが──それはきっと、先日よりも家々から漏れる声が大きくなっていたからだろう。お祭りも最終日、今日を逃せば半年待つしかない大祭を、みんなして楽しんでいるのだ。

　微笑ましく思っていると、名前を呼ばれた。

「ミアティさま」

「あ、え、ごめんなさい！」

　足まで止めていたことに気づき、ミアティは慌てて距離の空いたアーネスを追う。

　──その後姿を見つめる影はしばらく彼女の慌てぶりを鑑賞すると、路地に消えていった。
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「おかえり、ミアティ。怪我はなかったか」

「ぱ、パンが溢れてしまいますっ」

　紙袋ごと抱擁で出迎えてくれたトールは、どこか待ちきれなかった様子で、すまなかった、と照れ笑う。

　その中、微笑ましく見つめるアーネスとは対照的に、クロッカス執事の表情は変わらず徹底していた。トールの後ろにつく彼は、アーネスを呼ぶと厨房へと急がせる。

「トールさま」

「ああ、わかっている──じゃあ、着替えておいで、ミアティ。晩餐は別室にするが、舞踏会には出席してもらう。そのためのドレスを用意しておいたから」

「あ、紙袋は私が……！」

「着替えがあるだろう？　これは俺が運んでおくよ」

　告げるクロッカス執事に適当に返し、ミアティに笑みを向けるトールは紙袋を奪うと、ミアティを急かした。

　あと数時間後に控えた夜会の参加者は、邸に集まり始めている。停められた馬車の数は両手で数えきれないほどに、その侍従の多くが邸を出入りしている。知らない顔に、知らない空気──ピリピリとして、ひんやりとした緊張感のある雰囲気に、急に胸が締め付けられるようだった。

（大勢の前で、ちゃんとできるかな）

　黙って笑っていればそれでいい。トールと、アーネスの指導を実践すれば、きっと問題はないはずだ。作り笑顔だって、苦笑いでなくなったのだ。少しだけ口端を引いて、笑みに瞳を細める。少しだけ首を傾げるのがポイントで、愛らしさを表現する。ばっちりだ。

「アーネスをすぐに部屋に寄越すから、待っていてくれるか？」

　トールの言葉に頷き、ミアティはそっと壁に沿うように、二階の自室へと上がった。







　アーネスが到着後、他二名のメイドも合わせて、ドレスに取りかかる。

　今宵の召し物は、青の下地に金を散らしたロングドレスだった。胸元を広く見せ、開いた背中はほとんど素肌だ。細身で、白雪のような肌が美しい彼女が映えるようにとトールが特注したものだという。

「お似合いです、ミアティさま」

　口を揃えるアーネスたちの言葉に、姿見に映った自分の姿へと微笑む。

　この姿であれば、彼の傍にいても不遜にはならないだろう。彼の隣にいて相応しい意匠だ。

　──美しいね、ミアティ。ああ、美しいよ。

　気持ちの悪い幻聴が聞こえ、ミアティは瞼を閉じた。

「……」

　緊張を解くことは許されない。

　陽が落ちれば、月が昇る。今宵の月は、満たされている。星の瞬きを必要としない特別な夜。

　今年も春の《妖精月祭》を迎えられた感謝と、トールとの婚約を発表する場でもある夜会は、同時にクオウが迎えに来る日取りと被っていた。

　トールは大丈夫だと言ってはくれたけれど、完全に安心なんてできない。むしろ不安の方が大きかった。

　一対の羽を持つクオウの力を、ミアティは知らない。幻覚を見せられはしたが、それだけが彼の力でもないだろう。

「いかがでしょう、ミアティさま」

「とてもきれいだと思う。私にはもったいないぐらいで」

「いえ、ミアティさま以上にこのドレスを着こなせる女性はいないかと」

「そんなこと、ないわ」

　ご謙遜を、とアーネスはミアティの首元に首飾りを通しながら、「あ」と口にした。

「どうかしたの？」

「着替え終わったら、書斎に来いとトールさまが」

「そう、わかった」

　もういい？　と振り返ると、アーネスは一歩下がった。他二名のメイドも彼女に合わせ、会釈して片付けを進める。

「こちらは済ませておきますので、どうぞ」

「ありがとう。アーネス」

　深々と頭を下げる彼女に、ミアティは部屋を出た。

　書斎は近い。三部屋分進んだところで着いてしまう。

　似合っていると言われ、少しだけ浮ついた気持ちになりながら書斎の前まで来ると、部屋の中で何やら口論しているのを耳にした。

「何を話してるんだろ……」

　急な用なら、少し待った方がいいだろう。来客は多いのだ。領主として対応しなくてはならないのは理解している。仕事は大事だから。

「──断つべきです」

　ふと聞こえたその声に、ミアティは聞き覚えがある気がした。

　執事のクロッカスだ。しわがれた声で断言するその口調は、いつになっても少し怖くて慣れない。彼が、トールと話しているのだろうか。

　周囲を見回し、誰もいないことを確認すると、ごめんなさい、と扉に耳をつけた。

「何を言われようと、俺は」

「あなたの言い分は尤もでしょう。ですが、彼女は人とは相容れぬ存在です。トールさまが理解していないだけで」

「十分に知っているとも。お前の初恋は耳にたこができるほどに聞き飽きた。妖精だからなんだ、人でないからと、愛を語るのがおかしいと誰が言った」

「妖精だからこそ、彼女を傷つける結果になるのだとなぜわからないのですか」

「……」

　ミアティは扉から耳を離した。

　決して譲らない口論は、誰が言おうとミアティの他にいない。妖精である自分と、人であるトールの間にある溝は大きい。自らの足で飛び越えられるほどの距離でもなかった。

　二人の間では完結しても、他の人間が知れば、架けようとした橋は墜とされる。どう言い訳をしても、理由を、決意を並べたところで、生物の在り方の違いが邪魔をする。

　どれだけ長生きしようと、彼が先立つのは目に見えている。だからこの恋は一時の思い出に過ぎないのかもしれない。記憶の一ページを飾るだけで、ミアティには途方もない時間がまだ残っている。

　覚悟はできていたはずだった。悲しいけれど、クオウを説得して、彼の生涯に尽くそうと思っていた。それからなら、どこへでも連れていってくれていいからと。

　最初から無茶ではあったものの、一縷の望みがある気がしていたのに。

「──いい。話は終わりだ。ミアティのところへ行く」

「トールさま！」

　扉に近づく音に、ミアティは慌てて逃げ出した。

　また逃げてしまった。行く場所など何もないのに、どうにもこの足は逃げたがる。

　現実を直視できず、まどろみの中で幸せに浸っている。

「……ミアティ？」
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「もういい。話は終わりだ。ミアティのところへ行く」

　クロッカスが理解せずとも、彼女が傍にいればいい。仕事よりも女を優先する呆れた侯爵だと罵られようと、愛する人も守れなければ、男と言えるだろうか。人としてもどうかしている。

「トールさま！」

　聞き飽きたしわがれた声を後背に、トールは扉に手をかけた。

「……？」

　廊下から、物音がした。

　まさか、誰かに今の話を聞かれていたのだとしたら。

「いや、気のせいか」

　扉を開けると、そこには誰もいなかった。

　耳を澄ませても足音がするでもなく、一階の往来を迎える使用人の声がするだけ。本当に気のせいなのだろうと、ふと視線を巡らせたその時だった。

「……ミアティ？」

　廊下の突き当りに消えていく、布切れが見えた。

　床を這いずって消えたそれは、陽に当てられ青色に輝いていた。金を塗したように布地が輝いていて──ちょうど、ミアティに送ったロングドレスの生地に、それは酷似していた。

「まさか」

「聞かれていたのなら都合がよろしいでしょう。今一度、現実を見るべき時が来たのです」

「現実など見ているよ、昔から。夢を見ているのはどっちだ、クロッカス」

　眉間にしわを寄せ、トールは振り返る。

「俺はもう大人だ。責任は俺がすべて負う」

「この邸に詰める使用人を、民を、そのすべての人生に責任を負うことになりますぞ。わかっているのですか、その意味が」

「わからなければ、こんな大人が夢想の住人に恋などしないだろう」

　ましてや、そうでもしなければミアティを邸に連れてくることなどしなかった。

　腹を空かしてかわいそうに、などとお節介で邸に招き入れることなどしない。彼女を見た瞬間に欲しくなったのだ。性欲的であれ、男の性であれ、好みの女を前にして、抱かずにいられる男など不能でしかないだろう。

　ただ、自分の欲求に正しくあろうとした結果がこれだ。

「お前は踏み出せなかった。だが、俺は踏み出すよ。後悔ほど惨めなものはない」

　褐色の瞳を閉じるクロッカスは、首を振った。

　諦めたのか、それでも否定するのか。どちらにしても、彼の言葉を待つわけにもいかない。

　囁くように口にしたクロッカスの言葉を置いて、トールは走った。

　廊下の角を曲がったところで、そこには誰もいない。廊下に沿って並ぶ窓ガラスの向こうでは、盛況な街の様子が映っていた。フィナーレを飾る今夜を境に、ひと月にも渡って行われた祭りは終了する。

　ミアティは、不安だと言った。

　満月の夜、以前訪れた仲間が迎えに来るのだと彼女は言った。もう少し早く言ってくれさえいればと思ったが、人智を越えた相手だ。そう簡単に太刀打ちできるようなものじゃない。

　ミアティのように癒しの力ならまだしも、攻撃的な、むしろ戦士に匹敵するような者であれば、それこそ万策を立てようとすべてが潰える可能性もなくはなかった。

　だからこそ、共に立ち向かうべきなのだ。守ると口では約束できても、腕で敵うかわからない相手ならなおのこと。

「──あ」

　微かにもない残り香を辿るように、廊下を曲がった直後、目の前に人影があった。ぶつかりそうになってその両肩を掴み、衝突を回避する。

　驚いたように見開いた灰色の瞳が、トールを見上げる。

「すまない。怪我はなかったか？」

「怪我は……はい。しかし、なぜこちらに？　ミアティさまが書斎に向かわれたはずですけれど」

「やはりそうか。ありがとう」

　困惑に首を傾げるアーネスに感謝し、トールは邸内を探す。

　もしかしたら、もう邸を出た後かもしれない。時間にしてみれば、まだそこまで経っていない。追いつける範囲内だし、すぐにでも追いつく──窓から外の様子を見た、その時だった。

「……なんだ、そんなところに」

　呆れと安心を含んだ息を吐き出し、一気に脱力する。

　邸の裏庭──花壇の並ぶ庭園に件の少女の姿はあった。

　額から垂れる汗を拭って、膝に手をつく。久々に邸内を走ったがここまで広かっただろうかと疑問に思う。人を探して回ることなどしたことがなかったからだろう。呼べば誰かが来る。追われはしても、追うことは一度もなかった。

　彼女だけは、常人とは違う。妖精であることも含め、ここまで必死にさせてくれる女を、どうして手放そうと思えるのか。考えられない。

　表情までは見えずとも、花を見つめる彼女の姿を憶えると気合を入れ直し、トールは庭園へと駆け出した。
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　一階に降り立ったミアティは、漂う花の香りにつられて裏庭へと足を運んでいた。

　邸の裏に顔を出したのはほとんどない。廊下に並ぶ窓ガラスから眺めるぐらいで、ちゃんと足を運んだのはこれが初めてだった。

「きれい……」

　色とりどりの花は時折、食卓に並んでいる花と同種のものがあった。部屋に飾られていたダイヤモンドリリーのピンク色の花も、他の生花と一緒に風に揺れている。

　橙色の陽光に、それぞれ影を差して顔を変える花々は、手招くように花びらを震わせ、傷心するミアティを慰めるように甘い香りを放つ。表では夜会の準備に騒いでいるが、裏ではこんなにも静かで心安らかに居られる場所があるなんて思いもしなかった。クロッカス執事の言葉が、よほど胸に響いているのかもしれない。

「私は本当に、ここにいてもいいのかな……？」

　一輪の名も知らないドレスと同色の青い花に手を差し伸べ、尋ねてみる。

　答えを求めてはいないが、不安はどうしても口に出さなければ胸の内で蟠るばかりだ。暗く淀んだものへと変化し、やがて身体を蝕んでいく。

　人と妖精は相容れない存在だと、クロッカス執事が言った。ミアティも知っている。忘れていただけで、記憶にはそういう考え方ももちろんあった。だからこそ、トールと離れようと思ったし、一緒にいられない悲しみに涙してしまいそうになった。

　けれども、彼は受け入れてくれた。妖精である部分を内包した人として愛してくれている。

「──ここにいてもいい。悩む必要なんてないだろう」

「トール……」

　ゆっくりと歩く足音に、ミアティは振り返る。

　絶対に反対しないトールの優しさに、呟きを聞かれていた恥ずかしさの方が勝って照れ笑う。

「き、聞いてたんですか？　……あんまり、盗み聞きはよくないと思います」

「お互いさまだろう。すまないな、堅物なんだ、あの爺さんは」

　書斎での会話を聞いていたこともすでにバレていたらしい。そうでなければ、トール自らここまで来ないだろう。呼びつけておいて、来ないからと自分で探しにいくほど、彼も暇ではない。

「……ごめんなさい。それに、ここまで来させてしまって」

「いや、いい運動になった。久しぶりに邸の中を走ったよ。おかげで汗も出てすっきりした」

「ポジティブ、なんですね。トールさまは」

「でないとやってられん。何かにつけていちゃもんをつけてくる連中ばかりだ。貴族の連中というのは、自分も同じ立場だとしても、気が合わないみたいだ」

「それはそれは、お疲れさまです」

　腰に手をやり、空を仰ぐトールに、ふふっと自然と笑みを漏らす。

「気分転換はできたか？」

「できたとは、言い難いかもしれません」

　でも、とミアティは花々に振り返る。

　風に揺れる花の一つひとつが、ここで精一杯生きている。いつか枯れてしまうとしても、大きく花びらを広げるその姿は、だからこそ美しいのだろうと思う。

　終わりがあるからこそ美しいものがあるなら、滅びのない美しさもあっていいのだろう。けれどもそれは、対極にあるはずで、それは妖精と人間に置き換えることもできるはずだ。

　人の在り方と、妖精の在り方は違う。命の長さも、繁殖の仕方も。

　見た目が同じでも終わりある命と、終わりの見えない命には根本的な考え方が違うのだ。

　生あるうちに全うしようという意気は、妖精にない。彼が人でなければ、こんな考えはなかった。自分が人であると誤解していなければ、思い悩むこともなかっただろう。

　彼との逢瀬は永い生における一ページに収まる。彼の死後、懐かしむように記憶を巡り、涙して、笑って、人でなかった悲しみに暮れて毎日を生きるのはつらい。不死に終わりはない。たくさんの別れを経て自壊し、無感情になるのが行く末なのだ。

「……私は、記憶が戻ったことを後悔してるんです」

　何も知らなかった頃、何かにつけてトールに質問し、冷たい目をされるのは、それはそれで楽しかったのだな、と今になって思う。

「妖精であると思い出した今、迎えに来る仲間の存在に怯え、トールさまとの別れをずっと惜しんでいるんです。いつか来るのはわかっていても、それでも、私はあなたの傍を離れたくない。あなたが妖精であったのなら、私が人であったのなら……なんて、都合のいいことを考えてしまう私はバカなのでしょうか」

　尋ねることでもないとわかっているのに、ミアティは縋るようにトールに訴える。

　答えなんて出ている。別れは必然であるのに、孤独を一人で抱える度胸がないのだ。

　トールは答える。

「いや、聡いのだと俺は思うよ。いつまでも強く在ろうとすることなどできない。だから、俺が生きている間は君の傍にずっと居続けようと思う。愛した責任は取る。だが、その先は……」

　と続けたところで抱き寄せられ、ミアティは彼の胸に顔を埋めた。

「すまない。俺にはどうすることもできないが、どうか許してほしい」

「……わかっています。わかっていますから、悲しまないで」

　クロッカス執事の言うことは尤もだ。誰一人、最後まで幸せになれないのであれば、今すぐにでも関係を絶ってしまう方が利口だ。そんなのはわかっている。

　しかし、感情はそう上手く切り離せない。縋ってしまうこの想いは胸を締め付け、やがて身体を蝕むけれど、その進行を止める手立ては彼の温もりに触れる以外に何があろうか。新たな相手を見つけろとでもいうのだろうか。

「こんなことになるなら、無知のままがよかったです」

「そうだな。だが、それでは俺が困る。質問責めは疲れるものだぞ」

「かわいいではないですか。頼られるの好きだとおっしゃっていたのに」

「それはそれだ。苦労に変わりないだろう？」

　ふっと笑い合って、暗い話を止めにする。

　彼の顔を見上げると、優しげに微笑む深紅の瞳があった。瞼を閉じれば、塞がる唇が辛辣な現実を忘れさせてくれる。長いようで短い口づけを交わすと、ミアティはトールから離れた。

　足先から眺める彼はいつになく嬉しそうに笑う。

「大人っぽくなったな。ドレスもよく似合っている。さすがは俺が見込んだ女だ」

「ふふ、そうでしょう。少し褒めるのが遅いですけど……ええ、でも嬉しいので許します」

　花壇を一瞥して、ミアティは微笑む。

「トールさま、今宵の晩餐会に飾る花はお選びになられましたか？」

「いや、まだだが」

「では、選びましょう？　私も手伝います！」

「なんだ急に……とは言わない方が利口か」

　頷くミアティに、トールは並んで花を吟味する。

　この時間がずっと続けばいいのにと願いながら、ミアティは上手くなった作り笑いをする。
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　晩餐会を終え、夜を迎えた。

　銀砂の空を自室の窓から見上げ、息を整える。呼びに来ると言ったアーネスは、部屋を出てから随分と経っている気がした。待ち時間が長く感じるのはどうしてだろう。短く感じても、それはそれで嫌だけれど。

　とはいえ、幽閉されたお姫さまのような気分で、王子さまの助けを待つようなこの時間は、案外楽しかった。攫われたわけではないから、おかしな話かもしれないけれど。

　彼が──いうなれば魔王というべきクオウが、ミアティを攫いに来るのは必然だ。直接予告に来たぐらいなのだ──嘘であることはまずない。

　儚げな美しさを誇る満月が、今日だけは禍々しく輝いているように見える。

「ミアティさま、出番です」

　扉をノックする声に、ミアティは振り返った。

　部屋に入る黒髪のメイドはいつになくそわそわした気分で立っていた。

「長らくお待たせいたしました。お疲れではないですか？」

「いいえ、大丈夫。だって晴れの日でしょう、今日は。そんな日に疲れた顔など似合いません。アーネスが言った通り、舞踏会では笑顔でいます」

「その意気ならば大丈夫でしょう。安心いたしました」

　胸を撫でおろすようにほっとした仕草に頬を緩め、アーネスは手を差し伸べる。

　青地に金の装飾が特徴的なロングドレスは、さながら夜を統べる女王のようだった。夜ともなれば昼間よりも増した影の濃さに、笑みは妖艶となって男を虜にする。トールだけでなく、来賓の貴族ともども、彼女に骨抜きにされてしまうだろう。

　大人っぽくなったと評価したトールの言葉も頷けるものだ。視線を下げ、アーネスに導かれるままにホールを目指すミアティの姿に、通り過ぎる使用人も思わず振り返っている。

　ホールに続く扉の前で、アーネスは立ち止まった。

「ここからは、お一人で行くことになります」

「うん、わかってます」

「トールさまは中でお待ちです。他にも人は多数いらっしゃいますが、当主さまをお探しください。扉が開けば、トールさまには迎えに出ていただくよう手配していますので」

　ミアティは頷き、胸に手を当てた。

　絨毯の上でヒールの履き心地を確かめ、スカートのしわをチェックする。門番に控える見知った使用人と笑みを交わし、最後に心配そうに見つめる灰色の瞳に目を合わせる。

「大丈夫です。安心してくれたのではないのですか？」

「ええ、安心していますとも、心より。ですが……安心しすぎているような気がして、腑に落ちない部分も確かにあるのです」

「というと？」

「いえ……わかりません。言葉で表現できるほど、語彙に長けているわけでもないので」

　それでも、と言いかけたアーネスは首を振り、ミアティの手に触れた。

「なんでもありません。いってらっしゃいませ、ミアティさま」

「はい……いってきます」

　一歩下がる世話係に背中を押され、ミアティは扉に向かい合った。

　門番の手によって開かれる扉から眩い光が溢れてくる。覚悟を決めたのに、光が増すほどに不安がよぎる。彼のお嫁さんになる──侯爵夫人が、こんなことで恐怖に慄いていては示しがつかない。

　強光に閉じていた瞼を開く彼女を、楽器隊の演奏が迎えた。

「……っ」

　そこは、高天井に大きなシャンデリアを三つも吊るす大ホールだった。

　壁に光を反射する宝石がいくつも埋め込まれ、豪奢な造りの内装は然ることながら、出席する面々の衣装も煌びやかなものばかりが目立つ。等間隔に置かれた小テーブルには軽食と共にトール厳選のパンが置かれ、ワイングラスをトレーに乗せた使用人が歩き回っている。

　グスタフの大通りの雑多な喧騒とは違う、高貴な香りが漂う喧騒に包まれる会場は、ミアティの登場で一挙に静かになっていた。

　集まる視線は邸に来た当初を思い出すようだ。裸足で、一枚布を身体に巻きつけただけの野生児じみた格好から一転、夜空をモチーフにしたドレススカートを引き、一歩前に出る。

　片手にワイングラスを持つ若い紳士の瞳が魅了されたようにうっとりとミアティを見つめた。会釈すると、彼は頬を赤らめて視線を逸らしてしまう。令嬢であれ、老紳士であれ。そのすべてが視線を合わせると、柔らかな笑みを浮かべたり、咳払いして意中の男を引っ張っていく。

（反応がまるで違う……）

　奇異な視線を集めていた当初と比べ、周囲を魅了して気圧するまでに変貌していた。

　とはいえ、妖精であると自覚した彼女の美貌は、人の域を逸している。それこそ、人の手では届かない終わりのない命を有する妖精に、羨望が知れず向いてしまうのは必然のことだろう。

　限りある命は、際限のない命を欲する。その逆もまたあるが、この場でミアティの心を奪うのはただ一人の男性のみである。

「ようこそ、ミアティ。よく頑張った」

　自然と開く道の先で、白のタキシードスーツに身を包んだトールが両手を広げていた。

　彼の姿を認めた瞬間に走り出したい気持ちを抑え、ゆっくりと歩を進める。目前でスカートをつまむと、ミアティは頭を垂れた。

「お待たせしました。トールさま……これで合ってますか？　みんな、あの、私を見て変なのです……以前と違う反応なので、嬉しいには嬉しいのですが」

　そう言うと、トールは耳元に顔を寄せて囁いた。

「今宵のミアティが美しすぎるからだ。君の美貌は、年若い令嬢でも敵わない」

「そんなこと……トールさまが口添えしたのではないのですか？」

「何を言う。それは今からだよ──さて諸君、遅ればせながら紹介したい者がいる」

　笑みを浮かべると、急にミアティの腰を引き、トールによって片手で抱き寄せられる。周囲を見渡し、ミアティを前に出す彼は口上を立てた。

「俺の、いや、私の妻となる女性を紹介したい。晩餐会には都合あって顔を出せなかったが、舞踏会から参じてもらう運びになった。皆に顔を知ってもらいたい。ミアティだ、よろしく頼む」

「あ、えっと……よ、よろしくお願いします……」

　トールに合わせて会釈すると、静寂が満たすホールに声が上がった。

　美しい、と。どこの令嬢だ、と。あんな美女は見たことがない──ミアティを褒め称える言葉の一方で、悔しそうに歯噛みする女性の姿も散見する。

　どうしたのだろう。心配になってトールを振り返ると、彼は「いい」と首を振る。

「以前に手を出した者たちだ。爵位目当てで近寄ってきただけの女だった」

「トールさまが囲っていたという……女性たちですか？」

「蒸し返すな、お前を披露する席だというのに」

　眉間にしわを寄せるトールは、しかし不快というわけでもなさそうだった。

　自分を紹介することで、侯爵として身を固めることを証明するのだ。以前、アーネスに聞いたトールの忌み名「放蕩侯爵」の名は、女性を幾人も侍らしていた結果生まれたものだった。一人に絞ったとなれば他の女性の嫉妬や顰蹙は買うものの、彼の立場は守られる。過去を蒸し返す人がいても、噂はいつか消えていく。

　滑らかな金の髪を撫でると、彼は衆目を振り仰いだ。

「時間を取らせたな。それでは各自、今宵の席を楽しんでほしい。豊穣であった昨年のワインもある。存分に味わってくれ」

　ワインを配る使用人に合図して、トールは楽器隊に指示を出す。

　流れるのはゆったりとした曲調の不思議な旋律だ。

「一曲、いいだろうか。ダンスは学んだか？」

「少しだけ……ステップが、どうとか」

「まあ、ついてきてくれればいい」

　両手を繋いで、腰を寄せる。ぴったりとくっつくと、さっきから弾けそうな心臓の音が伝わりそうで恥ずかしいが、それ以上に踊れずにトールに恥をかかせるのはもっとできない。発熱する頬を隠す手立てもなく、置いていかれないように必死になって彼に足を合わせる。

　一歩、二歩……恐る恐るステップを踏むミアティの横でカップルが成立し、優雅な足運びで周囲を魅了する。あちらでも、こちらでも、とついには舞踏会らしく数組のカップルがミアティたちを囲んで周遊し、曲に合わせて微笑みを交わす。

「他の男の方が好みか？」

「いえ、そんなこと……トールさまが一番で……」

「ならよそ見をするな。嫉妬するだろう」

　囁く恥じらいの声に、ミアティはかっと熱くなる顔をトールの影に隠す。

　と、そこで視線に気づき、横を見ると、さっきの歯噛みした令嬢の一人がミアティを睨んでいた。煌びやかなドレスは今日こそはと張りきってきたのが窺い知れる。

　本命がトールであったのは容易に理解できる顔色の表れに、ミアティは深紅の瞳を見上げた。

「では、私も同じことをお願いしてもよいですか……？」

「同じこと、とは？」

「私以外の女性を、見ないこと」

　ぎゅっと手を握り返し、真っ赤になった耳でじっと見つめる。

　以前に他の女性がいたのはいい。現在も、この先も、ミアティただ一人を見つめるだけなら、そんなものはどうでもいい。

　しかし、ここは社交場。同意さえあれば接近できるこの距離で、誰かがトールに笑いかけるのは耐えられない。ましてや、肌を寄せるなんてご法度だ。

　あまり変化は見られずとも、微かに頬を赤らめた様子のトールは視線を逸らした。

「……ああ、約束するよ」

「約束ですよ、本当に」

「わかっている、破りはしないとも」

　慌てて反論するトールに、ミアティは満足げに微笑む。

　ああ、これで安心だ。彼はただ一人、ミアティだけが独占する。少しだけ罪悪感はあっても、彼を最も愛していると自負しているのだ。わがままが過ぎるのは甘く見てほしい。

　曲が終わると、途端に拍手が舞った。会釈するカップルに倣って、トールと共に頭を下げるミアティは、頭を下げた先に誰かが近づいてくるのがわかった。

　顔を上げると、そこには金髪碧眼の若い青年が立っていた。青の衣装を纏い、少しだけ軽薄そうなその面立ちは、そこそこ女性受けしそうな気がする。

　彼はミアティに視線を振ると、トールへと腰を折った。

「御見それいたしました、こんなにも麗しい女性を妻に迎えるなんて」

「君は？」

「申し遅れました。シューベルツと申します。西の辺境から、かの有名な《妖精月祭》の見物に」

「隣国の境か、時間を取らせた。遠いところをよく来られたな。本日で祭りも終演だが、楽しんでいってほしい」

　再び頭を下げる彼の視線は、流れるようにミアティへと向かう。

　どこか既視感のある舐めるような視線は、好意的な印象を持てない。どうにも好けない気持ち悪さが背筋を這いずるようだった。

「どうかしたのか、ミアティ？」

「いえ……」

「嫌われてしまったようですね、これは失敬」

　下がる気のない彼にトールの後ろに隠れると、シューベルツと名乗った男は笑う。

「ダンスのお相手を、と思いましたが仕方ありません。引き下がることにいたしましょう」

「ああ、ダンスは苦手なようでな。上手くなったら相手をしてやってほしい」

「ありがたきお言葉、胸に留めておきます」

　深く腰を折って今度こそ引き下がる彼の背は、どことなく不気味に映った。

　彼のジャケットの裾をぎゅっと掴むと、トールが振り返った。その眼差しはミアティを気遣うように優しい。

「まだ始まって間もないが、少し休むか？　自室に戻ってもいいが……」

「いえ、大丈夫です。ただ、少しだけここは息苦しい感じがします」

　人混みは苦手なのかもしれない、とミアティは苦笑いを浮かべる。確かにこんなにも大勢の知らない人たちに囲まれ、衆目を集める事態になるのは経験がない。大通りを歩くのとは少し訳が違う。役を担うことの緊張に呑まれてしまっているのだろうか。

　ワイングラスを運ぶ使用人からグラスを受け取ると、トールは壁際に目をやった。

「向こうの壁際に椅子を用意している。座っていれば気持ちも落ち着くだろう。面倒ならアーネスを呼んでもいい」

「そこまでは大丈夫です。少し休めば、たぶん、平気なので」

　場の中心に立ち続けてさえいなければ、胸に抱く窮屈さは除かれるだろう。

　トールに頭を下げ、ミアティは場を後にする。壁際に置かれた歓談や休憩のための席の端に、腰を下ろした。自然と息が漏れる。

　再び、演奏が始まった。

　奏でられる楽曲に沿って、カップルが再編される。その中にはさっき踊っていた男女が、違う人と手を取り合って周遊している。ダンスの席にトールの姿はない。探して視線を彷徨わせれば、小テーブルの一角で彼は数人と和やかに話をしていた。

　領主としてのトールの姿は、時たまにしか見られない。彼の本業は、貴族として領民の生活を守ることにある。税を取り立て、日々の暮らしを苦しめることではない。

　その現れが《妖精月祭》である。優しい領主さまの顔を立てるための緩衝材である可能性もやぶさかではないにせよ、触れたことのない政治など知る由もない。ミアティはただ、トールが普段から自分に見せない顔で誰かと話している姿を、ぼーっと見つめる。

「私にはあんな顔、しないのかな」

　質問を続ければ冷たい目、夜のベッドでは甘く囁く熱っぽい声。優しいいつものトールも好きだが、しかし、それは彼の一面だ──すべてを見てみたい。自分のすべてを曝け出したのだから、彼にも同じように、すべてを見せてもらいたい。

　わがままなのはわかっているけれども、隠し通すようなことでもないだろう。

「……あ」

　どこからか足早に、彼の肩を叩く煌びやかな女性の姿があった。

　振り返るトールは一瞬、苦い顔をして周囲を見回すが、すぐに笑顔になって彼女に応対する。

　ミアティの姿がないことを確認したのだろうか。ホール中心でダンスに周遊するカップルで偶然隠れて見えなくなったのだとしても、ここにいるのは理解しているはずなのに。

「……それに、あの人」

　さっき、トールの隣にいた時に歯噛みしてこちらを見ていた女性だ。横にいないからと早速近寄っていったのだろう。抜け目のないやつである。

　手を取られ、誘われるままにグラスを他の人に預け、仕方なさげにトールはホールの中心に進み出る。曲に合わせ、両手を合わせる二人はさながらダンスホールを飾る華であった。

　ミアティが可憐な花であれば、彼女は高貴な花である。愛らしさと美しさではそもそもの在り方が違う。自分なんかよりもこなれたステップだ。当然だろう。経験の差とはそういうものだ。

「……なんか楽しそう」

　端から見ていると、優雅に踊る彼の笑顔が作られたものでないように見える。

　嫉妬だろうか。信じようとはしても、その笑顔の真偽を遠目に測ることはできない。

「楽しそうですね、グラム侯爵は」

「……え？」

「失敬。トール・グラム侯爵だよ。ほら、あなたの」

　愛する人だ、と囁く声は隣にあった。

　いつの間にか並んでいた椅子に腰かける青年には見覚えがあった。

　ついさっき、トールに挨拶に伺った金髪碧眼の青年シューベルツだ。彼はこちらに目を向けると笑みを浮かべる。

「先ほどは失礼したね。いや何分、美しく、かわいらしいものに目がないんだ、僕は。女性の美こそ、この世界の至宝であると思っていてね」

「えっと……」

「ああ、また失敬。自分の話になると、特に美しい女性を前にすると口が止まらなくなる。自重せねばと……ああこれも抑制せねばならないね。すまない、どうぞ？」

「いえ、あの……もう少し、離れていただければと」

　舞踏会の参加者と、極力会話は交わさない。ミアティに認められたのは黙って笑顔でいることだ。それが無事でいる方法であり、トールの名誉を傷つけない最善である。

　上手くなった笑みを作ってお願いすると、シューベルツは苦笑した。

「ああ、失敬。これで何度目だろう。はしたない男だ、僕は。すまない、近くに寄ってしまいたくなる。君のような美しい女性が、たとえグラム侯爵の妻となるお人であろうと」

　その御身に触れたくなってしまう、と甘く囁く声は飄々とした笑みに変わる。そして、一席空けて座り直す彼は足を組み直した。

「ところで知っているかい？　このグスタフの街に流れる不思議な噂を」

　ひそひそ話をするように声のトーンを下げるシューベルツだが、その声は楽器隊の演奏の中でもはっきりと聞こえた。まるで音楽が二人の会話を邪魔しないようにと避けているみたいに。

　シューベルツは向けられた視線を返事と見たのか、口にする。

「それは、ある少年の話だ。怪我をした、少年の話だよ」

「……！」

　パン屋からの帰り道、転んで足を怪我した少年の傷を癒したあの日。

　背を向けていたトールには気づかれないとしても、秘密だと伝えた少年の口の軽さを疑わずとも、誰かに見られていたかもしれない可能性は十分にあった。人通りが少なかったからといって、そこに他人の目がなかったわけがない。住宅街の中での出来事だ──当然のように、誰かの目に奇跡が映っていないなどと考えるのは愚直だった。

「少年が、転んで怪我したところを通りすがりの女性に助けてもらったんだそうだよ。金糸のように細く、長い髪をした、空色の瞳の女性だと。彼女が傷に触れると、瞬く間に怪我を癒してしまったというね」

　演奏がさらに遠のく。

　闇の中にぽつんと一人、取り残されたように光が呑まれていく。

「そんな、魔法のようなこと……」

「ああ、まさに魔法のように不思議だよ」

　彼は笑いながら、ミアティへとその碧眼を向ける。

「その怯えきった瞳も、最高に不思議だとは思わないかい──なあ、ミアティ？」

　笑みの端から歪んでいく彼の姿形は、見知った形へと変貌する。

　髪色と、瞳の色が逆転するように、髪は新緑を帯び、瞳は金に呑まれていく。やがて変化する輪郭も相成って、そこには西の辺境から来たというシューベルツはいなくなっていた。

「クオ──」

「ここですぐにはバレたくないんだ、曲が終わるまで楽しもうよ」

　片手で口を塞がれ、睨みつけるミアティに対し、シューベルツは──クオウは、ホールへと笑みを向ける。

「ここには大勢の人がいる。権力を持った者たちばかりだ。その中で、あなたの正体が明かされた時、会場はどうなるだろう。魔法？　手品？　いやいや、そんなフィクションで片付けたくはないよね？　だって彼のものになってしまったんだから」

「やめて、私はあなたのものなんかじゃ」

「いや、僕のものだよ」

　話したことはあっても、特別な関係にはなかったはずだ。

　記憶に残っているのはそれまでだったから。彼との関係が、未だに虫食いにされた記憶の穴にあるのだとしたら、それは申し訳ないと思う。けれども、記憶がなければ仕方がない。今のミアティはトールのもので揺らぎはない。

　クオウはため息を吐いた。

「まだ諦めていない顔をしているね」

「あなたが来たら、話そうと思っていたことがあったから」

　ミアティとトールの寿命には差がある。

　愛は不屈であれ、肉体の滅びに勝てる者はいない。妖精がいつ滅びるのかは定かじゃないが、それでも、彼の生よりも遠い未来にあるだろう。

　首を傾げるクオウに、ミアティは息を呑んだ。

「お願いよ、クオウ。彼の、トールの──」

「認められない」

「まだ何も言ってなんて──」

「言いたいことなどわかりきっている。そういう結論に至るのも考えついていたさ」

　それなのに、何も言わなかったわけがわかるかい？　とクオウは尋ねる。

　おかしそうに笑ってくれればいいのに、彼は冷たい瞳をする。残酷なまでに現実を突きつけてくる。

「話を聞く必要がない……から」

「違う。優しさだよ」

　否定すれば、抜け道を探すだろう。

　認めれば、縋りはじめるだろう。

　ならば話し合う道を持たなければいい。結果を得るまでのプロセスが一番短くて済む。

「優しすぎるミアティは、僕の誘いを延長する。時間はたっぷりある僕らにとって、その選択は間違っていない。間違ってないが、相手の賛同を得られるかは違うだろう？」

「でも、あなたのことなんて私は愛してないです」

「愛など関係ない。僕が欲しいだけなんだから」

「そんなの……」

　あんまりじゃない、と口にしかけたところで、最初から何も変わってないことにミアティは気付いた。彼は自らのエゴで、こちらの話を聞かず、種族が違うからと忌避し、迎えに来ると一方的に押しつけたのだ。相談もなく、我欲のための行動に、要求が通るはずもない。

　緩やかに過ぎていく時間の中で、楽器隊の演奏は終盤を迎える。優雅な旋律を越えて叫びは届かない。それこそこの場では、ワインを煽る貴婦人が気まぐれに一瞥するぐらいで。

　息を吐き、膝に手をついて立ち上がるクオウは、優しげに微笑む。

「これは決定事項だよ。君があの場に帰るのは、この日に決められていた。扉を抜け出たその時から、君の脱走が女王に知れた時から──居場所はここにないんだ。わかるだろう？」

「近寄らないで、私は」

「君は妖精だ。人じゃない。住み分けができなければ、いずれどちらかが滅ぶことになる」

　クオウは一歩近寄る。

「嫌……ッ──」

　横並ぶ椅子の上を移動するようにして退き、彼に背を向けて立ち上がるミアティは、扉を探した。ホールへと入場した、厳かな扉だ。高い人波に阻まれる視界の端、使用人の姿を見つけると、ミアティは踏み込む。

「ああ、かわいいね。本当に」

　怖気の走るその声は随分と近くにあった。

　振り返るまでもない。頬に触れる黄緑色の髪が、彼の存在を知らしめる。

　優しく囁くように、クオウはミアティの背中を一撫でした。

「──さあ、ショータイムだ」

「やっ、ぁ……──!?」

　演奏が止み、拍手が鳴り響く。

　喝采に包まれるその最中、ホールの端でミアティは膝から崩れ落ちた。

　叫びを上げることなく、苦悶に顔を歪めるでもなく。

　追い立てる熱に──およそ、快楽の火に炙られるようにして、ミアティは自らを掻き抱く。

　ちりちりと肌が燃えるように熱い。

『───────な―い』

　今になって、再び囁く優しい声は、どうしてか聞き取れるようになっていた。

　でも、遅かった。何もかもが遅い。どうして先にわかるように言ってくれなかったのか。

『ミアティ、逃げなさい』

　彼女の声はずっと、闇の中で迫るクオウから逃がそうとしていた。

　知らない女性。まだ思い出せない女性。優しく微笑む姿が記憶に掠めていく。

　誰だろう。いや、今は誰でもいいか。

　妖精に近づいている。元の自分に、完全に戻りかけている──そのことが、記憶を戻すヒントだったのだとしたら、あの優しい声は妖精の誰かなのだろう。言語に種類があるように、妖精にも特有の言語体系が存在しているとすれば、最初から理解できなかったのは頷ける。

　周囲のざわめきが濃くなり、拍手はいつの間にか止んでいた。動揺の声がミアティを囲う。人垣に後退の道を塞がれ、中心に立つクオウは卑屈な笑みを浮かべていた。

「羽化の時間だよ」

　彼の言葉に従って炙るように熱される背中に、声にならない叫びがあがる。記憶が廻り、ぐちゃぐちゃになっていく。トールとの思い出が過去の記憶と混同し、誰が誰だかわからなくなり──人垣を掻きわけ、慌てて囲いの中に入る人影が、ミアティを見つめて固まっていた。

「──ミア、ティ……？」

　朝露を弾き、開く花弁のようにそれは顕現する。

　振りまかれた新緑の光粒が、誰かの服に触れた瞬間に弾けて消えていった。

「トー……ルさま……──」

　青のドレスを着た少女の背には、羽があった。
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　蛹から羽化したばかりの蝶のように、畳まれた三枚の片羽が揺らいでいる。

　狼狽する人垣の中で、ワイングラスが地面に落ちた。紫色の液体が床に広がり、ドレスを汚された貴婦人が怒りに叫ぶ。説明を求める男はトールに詰め寄り、会場は混迷を極めていく。

　助けを求めるように、ミアティは愛する男に手を伸ばす。しかし、背中に揺らぐ新緑色の羽はその存在を公に示してしまっている。

　妖精、と誰かが言った。口々に広がるその単語に続き、物語が開闢される。

　苦悶に顔を歪めるトールが何か口にしかけた、その時。

「これが人間だよ、ミアティ。行こう──僕の妖精、僕の愛する者よ」

　クオウの言葉に連れて、視界は暗転する。

　ホールの窓ガラスを割って、夜空へと滑空する。一対の金の羽を広げて、飛び去るクオウはさながら物語の魔王に他ならなかった。ミアティは攫われるお姫さま。いや、この場では、彼は王子なのだろうか──よもや、ごっこ遊びが現実となって身に降りかかってくるなんて。

　トールが叫ぶ。その声に傾ける耳は、風切り音で閉ざされる。

「……トール」

　最後に見えた怯えたように揺れる深紅の瞳に涙を流し、ミアティは彼の名を呟く。





　　　　　▼　　▼　　▼






「──ミアティッ!!」

　叫ぶ声は届かない。

　星の一つとなって流れていく金の流星は、やがて木々に遮られて見えなくなった。

　方角は西。ミアティと出会った森の方向だ。いつの間にか現れた金眼の青年が奪っていった恋人を追うため、トールは踵を返す。

「待ってくれ、グラム侯爵。これはどういう……？」

「俺に聞かないでくれ。今は、妻を取り戻さなくては」

「あの子、人じゃなかった。騙されていたのよ、侯爵さま。かわいそう……私が──きゃっ！」

　尋ねる隣領主の言を聞き流し、言い寄ってくる過去の女は無言で押しのけ、ホールを出る。

　扉の両脇に待機していた使用人を捕まえ、トールは言った。

「すまない。今宵の宴はそのまま、割られた窓ガラスは回収し、十分なもてなしをしてくれ。土産はいくら持たせても構わない。何か困ったらクロッカスに聞け。いいな」

　まくし立てる主人に瞬きするだけの使用人に恫喝するように、いいな、と繰り返すトールは頷き返す彼女らを見届ける前に、足早に邸の玄関口へと向かう。

　どうやって取り返せばいい。どうやって追いつこうか。ぼーっと去っていく彼らを見ている数秒でも足を動かしていれば、間に合っていた可能性はあったというのに。

　廊下を抜けると、エントランスホールは静まっていた。

　来客もなく、始まったばかりの宴の席を抜けて帰る人間はほぼいない。いたとしたら、随分と気に入らなかったのだろう。

「宴の会場はあちらだ。どうかなさいましたか、マドモアゼル」

　重厚な玄関扉の前に、人影があった。

　黒のロングドレスに豊かな胸元を強調させ、金の長髪を流している。表情は揃いの黒のベールで隠している貴婦人だった。後ろ手に組み、扉に寄りかかる彼女は息を吐くと、足を止める領主に片手を小さく振る。

「ごきげんよう。少し涼みたくて。それより、血相変えてどうしたの？　主催が席を抜けていいのかしら」

「そのように形作った。問題があれば、あとでいくらでも聞く。ただ、優先すべきはそこじゃなくてな。涼み場所ならば別を用意している。今はその扉から退いてくれないだろうか？」

　黒ベールの奥で、妖艶な瞳が細められる。

「来賓や今宵の席よりも大事なことがあって？」

「ああ、あるとも」

　頷き返し、苛立ちが顔に出ないようにトールは答える。

「爵位か、愛かで問われれば俺は愛を取る方でな」

「愛……そう、愛なの」

　言葉を確かめるように、噛みしめるように繰り返す彼女は首を傾げた。

「愛だけでこの世界は生き残れないでしょう？　世の中お金じゃないの？　あなたには民がいる。王もいる。それらすべてを敵に回してまで彼女を愛する覚悟があるような口ぶりは、言葉だけの戯言にしか聞こえないものよ。守りきる力なんて何もないのに」

「何を言って……ミアティを、知っているのか？　まさか、あいつの」

　示すのは金の羽を広げた青年だ。脱力したミアティを連れ去ったあの男は、確かに宣言した通りに誘拐した。幇助する行為は、彼の味方に見られても仕方ない。しかし、彼女は首を振る。

「違うわ。そもそも、誰のことを言っているのかもわからないのに」

「なら知った口ぶりで言うな。俺は急いでいるんだ、そこを退いてくれ。退かなければ、力づくになるぞ」

「それでも、できないわ。だってミアティのところに行くのでしょう？」

　拒否を示すように後ろ手に扉を撫でる黒ドレスの女は、上目遣いになって愛しい女性の名を囁く。それこそ、彼女が男妖精の仲間であることを示唆していた。

　何も答えないまま、トールは驚愕に深紅の瞳を開くと、彼女の肩に手を置いた。しかし。

「なんだ、お前は……？」

　動かない。むしろ、押し返されているような感覚さえある。

「女、子供と見くびらないで頂戴。子守りに自信があるくらいには、筋肉はあるんだから」

　そう言って、片手でトールを一歩退かせる彼女は咳払いする。

「私のことはいいじゃない。それより、どうしてあの子が必要なのかしら。あなたを好く女はいくらでもいるのに、どうして貴族でもない彼女がいいの？　妖精だから？　人じゃないから？」

　確かに、ミアティは貴族でなければ、人でもないだろう。

　だがそれがどうした。愛を交わす相手が、必ずしも人である必要性はない。動物であれ、植物であれ、無機物でさえ、対象になってもおかしくはない。体裁は悪くなったとしても、己の身の内から溢れる愛を、どうして人でないからと止められようか。

「彼女が妖精であるのは知っている。それでも、一緒にいると決めたんだ。彼女もそれを受け入れてくれた」

「記憶がなかったからでしょう？」

「今は戻ってきている。近いうちに完全に戻るはずだ」

「どうかしら。家族のことは聞いた？」

　彼女からそういった類の話はなかった。黙り込むトールに、黒ドレスの女は一歩前に出る。

「まだその点の記憶は戻ってないのね。なら、その約束は無効だわ。彼女が人の世界で成人する齢であれ、妖精に通用するとはいえないのだから」

「お前は一体……何なんだ」

「教えないわ。あなたにお母さま、なんて呼ばれたくないもの」

　胸を抱えるように腕を組み、見上げるその顔は黒ベールに隠れていようと、段々と赤くなっていくのがわかった。こほん、と咳払いする彼女は「いい？」と人差し指を突き立てる。

「つまりは、そういうことよ。母として見過ごせないわ。人との交わりなんて、悲しみしかない」

　人と妖精の寿命は対等ではない。

　昔、クロッカスに聞かせてもらった夢物語が頭をよぎる。《妖精月祭》の発端とされる男と妖精の物語は、確かに種族間の時間感覚の違いが枷となって別れを招いた。

　だが、それは一例だ。最も劇的な部分を抽出したのが物語であれば、現実はそれほど辛辣にはできていないはずである。何気ない日常も、物語とは別ルートも、存在しているはずだ。

「確かに一人では力はない。覚悟も踏み切れないかもしれない。だが、俺は人間だ。自らの保身ばかりしてしまうのは短所だが、守るものがあれば別だ」

　悲しみを背負うのが嫌だからと、まだ小さいうちに手放すのは一つの考えだ。

　だが、それでは信頼に応えられない。誓った愛を裏切ることになるのは、耐えられない。

「力がなくとも、覚悟がなくとも、共に立てば変われる。きっとミアティなら一緒に立つと言うだろう。自分だけで背負わなくていいと、怖いのに気丈に振舞ってくれるだろう。

　だからだ……だから、俺はあいつを取り戻さないといけない」

「……」

「もう気丈に振舞わなくていい。すぐに泣いてもいい。わがままをずっと言ってもいい。もうイヤな顔なんてしないから、なんでも聞いてくれていいから」

　吐露してしまう心のうちを不思議に思いながら、トールは続ける。

「俺のわがままでしかないのはわかっているさ。でもな、それでも傍にいてほしいんだ。ミアティ以上に俺が俺として愛せる女なんて、他にいないのだから」

「……そう」

　つまらなそうに、嬉しそうに、彼女は言った。

　ぎこちなさの残る、あどけない笑みを口もとに浮かべて扉の前を譲る。

「今宵の月をあなたは知っているでしょう。あの人と共に聞かせてやった夢物語──よもや忘れたわけではないでしょう」

「あの人だと……俺はクロッカス以外に話など、お前のことは──」

　続く言葉を人差し指に塞がれ、首を横に振られる。

　頭痛がする。何かを忘れているのだろうか。眉間にしわを寄せると、黒ベールの奥に潜む瞳がトールを見つめる。

「あの子は次の王となる器。あなたにくれるには惜しいなんて言葉では足りない、よもや憎いと口にした方が楽なぐらい」

　でもね、と黒ドレスの女は自嘲するように笑みをこぼす。

「あの子の生は自分で決めるもの。掟に、世界に、縛られ続けるのは息苦しいでしょう。だから私は解放するわ。条件つきでね」

「条件、だと……？」

　一歩引き下がる彼女は、一度瞼を閉じると、小さく息を吸った。

「この世界の在り方を、対の世界の違いを知って傷つくことがあると思うわ。それでも、あなたは彼女を傍に縛りつけておきたいのでしょう？　その身は自由だと口にしながら、愛という縄で首輪をつけて、あなたは彼女を痛め続ける代償は払っていないでしょう？　あなたは彼女より長くは生きられないのだから。孤独となる彼女を、永遠に救うことはできないのだから。たとえその身を永劫と続く劫火に焼かれようと、その想いだけは手放さないと約束できやしないのだから。あなたは、そのちっぽけな人の身で、永遠にも近い時の中で心を失っていく彼女をどうして救えると、愛を語れるのかしら。ええ、軽いわ。軽すぎるのよ、人間は、何もかも」

「ああ、そうかもしれない」

　だが、軽くとも言葉にしなければ伝えられない。想いこそ二人の間を繋ぐ絆であるならば、言葉にしなければならない。

　限りある命の灯の代わりに、彼女にこの想いを抱き続けてもらうために。

「あなた方に比べれば、薄命な人間はな、限りある命だからこそ、愛を誓うのだ。死するために生きるのだからこそ、愛に溺れて死への恐怖を忘れるんだ。だから、俺にはミアティを救えないだろう。俺の死後、世継ぎの子らがいるならば、その子らに託す他ない。俺には何もできない。できないからこそ、今やらなければならない。記憶の中なら、いつでも会える。思い出があれば、何度だって幸せに浸れる。悲しみが押し寄せようと、共有した想いは永遠に消えないんだ」

「それはエゴよ」

「ああ、エゴだろう。だがどうした。俺は人間だ。明日ともしれない死を待って、愛するのを止められると思うか」

　トールは首を振る。

「俺は思わん。むしろ愛せと、心は、身体は叫んでいる」

　静寂に包まれるエントランスに、トールの声が響き渡る。

　誰かに聞かれようと、その想いの強さを恥じることはしない。

「……そう」

　すると、ため息を吐くように、彼女は言葉を落とした。

「だからあの子、あんなに楽しそうだったのね」

　一人で完結して、ようやく合点がいったように、笑みを浮かべる。

「あなたの、せいだったのね」

　顔を上げる彼女の瞳は、黒ベールの内側で優しくなったように思えた。

　ミアティが変わったきっかけに憶えはなくとも、記憶が戻るにつれ、懊悩する彼女は反面、笑顔が増えていたのは憶えている。ころころと変わる感情に、いつしか共に笑ってしまうのは、彼女の才だと思っていたが。

　肩を撫で、腰に流れていく金の長髪を黒ドレスの女は振り払った。

「よかったわ、あなたに出会えて。人はみんな同じかと思っていたけれど、そうね。あの子もそうだった。だから、あなたもきっとそうなのね。だって同じだもの。血は違えど、同化していく私達のように共に暮らしていれば、あの子のように頑固ジジイになっていくのかも」

「おい、それはどういう──」

「森の奥、ミアティと出会った広場に向かいなさい。条件は達成よ、急いで」

　自然と開く扉に向かい、腕を差し伸べる黒ドレスの女は、最後に愛らしく微笑む。

「ねえ今度、一曲どうかしら？　久々にダンスを踊りたい気分だわ」

「無事に彼女を救えたらば、いつでも」

「そう。じゃあ、楽しみにしてる」

　絶対よ、と約束に笑みを深める彼女に見送られ、トールは西方の森へと急いだ。




　蹄の音が夜を駆ける。

　彼の馬は疾く走る。あと少しで追いつけなかった、などという展開はないだろう。時間稼ぎをしてしまったのは、反省すべきところではあったけれど。間に合ったなら、帳消しにしてほしい。

　屋敷前の広場に出て、夜空を見上げる女は背に羽を広げた。

　ミアティと同色──新緑色に染まる四対の羽だ。

「よかったわね、ミアティ。この世界に降りてきて」

　しばらくして月夜に消える体躯は、トールを追うように新緑の軌跡を描いた。





　　　　▼　　▽　　▽






　森の深奥。

　囲う木々によって円形に切り取られた広場は、月明かりで満たされていた。

「何……あれ」

　眩いほどに輝く靄が広場の中央に展開している。

　夜空から降り立つクオウに地面に下ろされると、全貌がよく見えた。波打つ鏡面の周囲を白い靄が覆っている。鏡面には野山が広がっていて──その景色にはどこか見覚えがあった。

「ここ、知ってる……」

　故郷ともいうべき場所だった。

　こちらを人界と呼ぶなら、向こうは妖界と呼ぶべきだろう。満月の夜に完全に開くこの扉をくぐれば、向こう側へと行くことができる。

　半月の夜に通ることは可能だが、しかしその時点では扉の役目を果たしてくれなかった。排出する役目だけを担って、妖界から人界へと記憶を奪って弾き出す。外への憧れを持って、無理矢理に通ってしまったミアティはそうして記憶を失った。何もかも失って、自分が自分でなくなった状態で、この場所にいた。

（でも……）

　もう一度、あの場に戻るかと問われても、向かう気は起きなかった。

「さあ、行こう。ミアティ、みんなが待っているんだ」

　腕を引く金眼の男は優しげに微笑む。作り笑いでもないが、心の底からのものでもない。

　扉をくぐってしまえば、あとは彼の思い通りに進行するのだろう。どう足掻こうと、こちら側に帰る術を再び得ることは叶わない。

　踏ん張ると、クオウは苛立たしげに口にする。

「どうした？　……あいつのことか？　あの、トールとかいう侯爵が気がかりなのか？」

「気がかりではありません。彼の、傍にいると決めた誓いを破りたくないので」

　共に在るべきはクオウではない。

　顕現した羽はいつまでも背中に揺蕩っている。この身体が彼の迷惑になるのなら、離れた方がいいのかもしれない。一度は考えはしたが、けれども彼の想いに押し流された。

「先にあいつが死ぬとわかっていてもか」

　はっきりと言われて一瞬、動揺する。しかし、決めたことに揺らぎはない。

「はい。約束ですから」

「……っ」

　たじろぐクオウだが、彼にもプライドがあるのだろう。

　捻り上げるようにミアティの腕を掴むと、額を合わせて彼は言う。

「だからなんだ。もう奴は追いつけないよ。森を抜けるのに騎乗もできない。それに、あいつの安全を願うなら、僕についてきた方がいいんじゃないの？」

「……どういう、ことですか？」

　不穏なことを口にする彼は笑みを浮かべる。

「トール・グラム一人を殺すことぐらい、僕には簡単だってことさ」

　そう言って空いた片手を捻るクオウは、その手元にナイフをいつの間にか握っていた。

「暗器どころじゃない。僕はどこからでも、凶器を取り出せる。すべて幻覚でも、脳を壊されたら現実に響かないわけがない。とりわけ、人間は感傷が強いからね」

「大丈夫です。トールさまは、そんなのに負けない」

　気丈なミアティにナイフを突きつけようとするが、クオウは空を切って扉へと振り返る。

「強がりもこれまでだよ。結局、彼は助けに来れない。時間いっぱい待って奪還戦になっても困るからね。愛する人を殺されたくないなら、さぁ、僕の言うことを聞い──あ？」

　──と。

　ミアティの腕を無理矢理引いたクオウの頬を、一陣の風が裂いた。後方の大木に鋭い音と共に突き刺さるのは、鳥の羽を括りつけた木の棒──あの日、ミアティの命を救った矢。

「……トール、さま……っ！」

　彼の名を叫ぶミアティに、クオウは矢が飛んできた方角の闇に目を向ける。

　静かに、葉を踏みしめるその音は月明かりの下に晒された。

　汚れた白ジャケットに矢筒を背負い、不似合いな弓を引く深紅の瞳は息を荒くして登場する。

「次は外せない。夜目が効かないんだ」

「貴様……ッ、どうして！」

　不敵に笑うトールに、クオウが激昂する。

「もう少し時間稼ぎをされたら間に合わなかったかもしれないが、まあ、俺の庭なんでな」

　息を呑み、矢を引く腕に力を込めたまま、トールは狙いを外さない。

　歯噛みするクオウは反転して卑屈に笑むと、ミアティを盾に抱えるように片手で抱きしめた。一方はナイフを握り、ミアティの首筋に這わせる。

　トールは眉根を寄せた。

「何の真似だ？　それで俺が打てないとでも？」

「その矢が僕を貫く前に、彼女が死ぬだけさ。僕の手にナイフがあるの、見えないの？」

　確かに、ナイフが首元にあるのは感じていた。突きつけるようにして添えられるその刃は、滑らかな首筋に少しだけ食い込んでいる。

「おい、近づくな。お前が穢していい女じゃない」

「……っ」

　にじり寄るトールに、クオウは吼える。

　助けに来てくれたのに、これでは足手まといだ。捕まった時点で変わらずとも、このままでは何もできずに別れることになってしまう。

　しかし、彼の名を呼ぼうとした口はナイフを持った手に塞がれてしまう。

「人とは相容れないんだ。この羽のせいで、人でないせいで。価値を知らなければ宝石さえただの石であるように、ミアティ。御身がこれ以上、傷つけられるのは見たくないんだ」

　それに、と耳元で続けるクオウは、次にトールへとナイフを向けた。

「愛した男のもとで苦しみ続ける姿を見せるのは酷だろう。あいつではあなたを守りきれない」

「そんなことはない！　ミアティは俺が、」

「言葉だけならどうとでもなるよ。約束など破り捨てるのが当然の秩序のなさに、彼女が泣き崩れ、死に落ちる姿は目に見えているだろう？　愛する者に裏切られる苦しみをお前は知らないんだ。短い余生で終える人と違う我らの長命に、記憶は傷となって残るんだ。消して癒えぬ傷は慣れることなんて無理なんだぞ」

「それは……」

　囁かれる言葉は、毒のように身に沁み込む。

　トールと離れなくてはいけない──人でなければ、彼の人生を不幸にする。愛するほどに、彼を奈落に落とすなら、離れることが賢明だと──彼の言葉に惑うミアティは視線を下げた。

　弓を下げるトールは叫ぶ。

「だとしても、記憶には意味がある。愛する人と共に過ごした日々は悲しみさえも包むんだ」

「死を覚悟しなくちゃいけないのは彼女だというのに？　遺すだけの奴が何を言っても、残された方の気持ちを量るなよ。お前の言っていることは、ただのエゴだ」

「ああ、言われたよ。そんなことはもう」

　でもな、とトールは続けた。

「それでも、俺が愛しているから」
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　残されるのはミアティだ。脆い人の身は、いつか滅んでしまう。だからこそ、一日を大切に生きていく。笑い合い、泣いて、喧嘩して、思い出を作るのだ。

　瞳を見開くミアティは、深紅の瞳を見つめた。

「俺を信じてくれる人がいることを、教えてくれた。必要としてくれる人の存在を、教えてくれた。守りたいと思える人を、見つけさせてくれた。だから、俺も何か返さないといけないとずっと思っていた。気丈に振舞わなくていい。すぐに泣いてもいい。わがままをずっと言ってもいい。もうイヤな顔なんてしないから、なんでも聞いてくれていいから」

　自嘲気味に笑って、トールは首を振る。

「俺のわがままでしかないのはわかっている。でもな、それでも傍にいてほしいんだ。俺が俺として愛せる女は、ミアティ。お前以外にいないのだから」

「……なんですか、それ」

　続けてわがままを貫く彼に、ミアティは滲む涙を頬に流した。

「いつもイヤな顔してたのに、自分だけわがまま言ってずるいです……ずるいよ」

「男なんていうのは、そういう面倒なやつなんだ。すまないな」

「そんなことで、許すと思ってるんですか……？」

　差し伸べる手に、ミアティは頷いて応える。

　必ず訪れる死を恐れて、愛する人を失いたくない。その先に滅びが待っていようと、命ある限り、この愛を貫きたい。それが希望であれ、この想いこそ、二人を繋ぐ絆を太くする。

「──何なんだよ」

　そこに割って入るように、クオウが吐き捨てた。

「何なんだよ、お前らさぁ……？」

「きゃっ」

「もういい。女王の後継だから生かして帰そうと思っていたが、そんなのはもうやめだ」

　イラついたようにミアティを突き飛ばすクオウは、その瞳を真っ赤に充血させる。

　憤慨したように拳を握りしめ、睨みつける視線はミアティを抱き留めるトールへと突き刺す。

「僕は蚊帳の外になんで二人でいちゃついてんだよ、おかしいだろ。なあ、もういいよ。全部壊してあげるよ」

　そう言ったクオウに、トールは危険を感じてミアティを背後に寄せた。その手に矢を手繰り寄せ、弓を構える。

　クオウは鼻で笑う。

「そんなちっぽけな矢で何ができるの？　ミアティを守れないこと、証明させてあげるよ」

　見る間に膨れ上がる体躯に、トールは矢を放つ。しかし、弾かれた。掲げられた腕は鱗に覆われ、肥大化する胴もすべて皮膚が変容していく。

「ちっぽけな人間風情が」

　咆哮するクオウは、すでに人の形を成していなかった。

　目の前に立ちはだかるのは、全身を鱗で覆われた、物語に出てくる邪竜そのものだった。
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　放つ矢は尾で薙ぎ払われ、弾け飛ぶ樹木の根が夜空に舞う。

　飛び立つ鳥たちのざわめきが、邪竜の後ろでトールの名を呼ぶミアティの声に重なる。

　獲物を弓だけにしたのが間違っていたか。剣があろうと、膂力で劣る人間に、竜の一撃を受けきることなど不可能だ。まして邪竜殺しでもない侯爵が、立ち向かうべき相手でもなかった。

　それが幻だとしても、干渉する現実への力は圧倒的で。

「──はっぁ!?」

　対抗する手段がなく迷う間に尻尾に捉えられ、大樹に叩きつけられてしまう。

「トールさま、もうやめて！　逃げて……！」

　泣き叫ぶミアティの声に、吐血して見上げるトールの視界には龍の醜顔があった。

「力の差を思い知っただろう？　ミアティを諦めて、そこらの女で欲を満たせよ」

「その面で冗談はきついな。口だけにしておけ。臭うぞ？　毎日、歯磨いたか？」

　唾を吐いて応えると、彼は激昂した。

「手加減してやってたけど、もう無理だ。今すぐに殺してやる」

　叩きつけられたと同時に手を離れた弓の行方を捜す。数歩先、腰を上げて走れば、すぐに手に取れるが──あれが役に立つのだろうか、と疑問がよぎる。

　腹を押さえ、身を翻す。元いた場所に腕が──前足が振り下ろされると、小さなクレーターができていた。当たればひとたまりもないらしい。竜の脇を抜け、後ろ脚の鱗の隙間に残った矢を突き立てると、痛みに呻くクオウから離れ、ミアティのもとへと急ぐ。

「お怪我は？」

「これくらい、どうってことはない」

　とは言っても、あばらが折れている可能性はゼロじゃない。

　脇腹を押さえながら、トールは苦笑いする。

「一緒に行こう。俺の命は君より短いかもしれない。けれどもこの想いは──」

「言わなくてもいいです。わかってます……でも、まだ死なないで」

「すまない、迷惑をかけて」

　肩を借りて立ち上がるトールは、ミアティを森へと誘う。

　しかし、そこまでだった。

「誰が逃がすって？」

　反転し、口腔を開けるクオウは、その奥に紅く煮えたぎる光源を生み出す。

　何をしようとしているのかは一目瞭然だ。気温が膨れ上がるように上昇する。こんなものは幻でもなんでもない──ここら一帯が焦土と化す未来を視るのに、特別な力なんて必要なかった。

「ミアティもいるんだぞ、お前は彼女も──」

「もういいよ。僕のものにならないなら」

　響き渡る諦念の声に、トールは舌打ちする。

　止める術などない。燃え滾る火球が放出される。眼前に迫る一撃に、トールは咄嗟にミアティを庇った。

「トールさま……ッ！」

「いいから頭を伏せろ!!」

　その瞬間、着弾する火球はトールを包み、森へと広がった。

　火柱を上げて、森を焦土に呑み込んでいく。邪竜が望む視界の端々に、生命が生き残ることなどありはしない──はずだった。

「……どういう、ことだ？」

　しばらくたって何も起きていないことに気が付いたトールが顔を上げると、邪竜から庇うように新緑色の四対の羽を揺らす女性が立っていた。黒ドレスに金の髪を背に流すその姿は、あまりにも近しい再会だ。最も古い再会でもある。

「お前は……いや、あなたは、あの時の」

　彼女を見上げるトールは、クロッカスに連れられてきたこの場所を回想する。

　艶やかな新緑色の羽の姿を見つめ、トールはあの日出会った妖精の姿を再び目に焼き付ける。今度は忘れないように。語り継ぐために。

　見えない壁に閉じ込められ、段々と絞られる火球は、片手を振る女性の合図で消滅した。

　彼女は顔にかけた黒ベールを揺らすと、振り返る。

「ここから私のターンね。ごめんなさい、あなたが頼りなさそうとか思ったからじゃないのよ」

　そう言って邪竜へと振り返る黒ドレスの女は、悲しそうにため息を落とす。

「ただ、あの子にはお仕置きをしなくちゃいけなくて」

　悠然と一歩を踏み出すその姿は、物怖じしない。その背に揺らす四対の羽は、対する邪竜にも畏怖を覚えさせるようだった。

　たじろぐ邪竜が一歩下がれば、彼女が一歩進む。大樹に阻まれて後退できなくなったクオウの眼前まで歩いていくと、彼女は口を開く。

「人が人の身で立ち向かうのに、あなたは竜だなんて。完全に悪役ね。ドラゴンスレイヤーと邪竜に攫われた姫だなんて物語だけのことよ。現実に竜なんて存在しない。あなたは自ら強者のイメージを作り出して、悪役になってしまったのね。それがどういうことかわかっていて？」

　トールを一瞥する彼女は、ベールの内側で笑う。

「あなたは、このお話の主人公にはなれないの。彼がいるから」

「ならば、殺せばいいんでしょう？　僕が、そうすれば僕が、主人公になれるのだから」

「わかってないのね、本当に」

　本当に期待外れだと言わんばかりに肩を落とし、ため息をまた落とす。

「殺したところで、悲劇の主人公が出来上がり、また新たな主人公が輩出されるだけ。それはあなたじゃないわ。だから、あなたは悪役にしかなれない。そうなる運命だったのよ」

「決めつけるな……僕は、悪役なんかじゃない、強大な力を貰ったんだ、僕は」

「だから悪役なんだって言ってるじゃない」

　理解しない子を躾けるように、彼女は片手を掲げる。すると、その手のひらに光球が生まれた。肥大化するそれは輪へと変質し、高速に回転を始める。

　逃げようと身を翻す邪竜だが、しかしその巨体ゆえに後退する余裕がない。

　最期は短かった。決着は思ったよりも呆気なく着いてしまった。

「──さようなら、愛しい子。来世はいい子でね」

「やめろ、やめてくれ……女お──」

　振り下ろされた光の輪は、逃げ惑う邪竜を縦に分断した。二枚に下ろされたクオウは半分になった口を開けたまま、トールをじろりと睨む。

「なんで、僕が、僕は、おま……が──」

　恨みごとを口にするだけで絶命する邪竜は、そのままクオウの姿に戻っていった。
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　それまでの争乱が嘘のように、森は静けさを取り戻した。

　虫の鳴く声が響き渡り、静寂が耳を突くことなく、吐息する音が落ちていく。

　縦に裂かれたにも関わらず、五体満足にぐったりとするクオウの襟首を掴んで、黒ドレスの女は扉の前で振り返る。

「それじゃあ、またね」

「いや、説明が何もかも不足してる！　一体、何が起きて」

「そんなの、答える必要ないじゃない。人の世界に持ち込むようなことでもないでしょう」

　邪竜へと成った妖精を、四対の羽を持った妖精が対処した。人の身に余る所業を代行してくれたことには感謝するし、ミアティを救ってくれたことにも感謝はしよう。でも、それとこれとは違うとトールが口を開くと、ミアティが手を挙げた。

「あの、いいですか？」

「何？」

「ありがとう、ございました」

　感謝は必要でしょ、と振り向くトールにミアティは告げる。

　窮地を救ってもらった相手には礼を尽くさねばならない。あの時も一緒だ。感謝の言葉だけでも送るだけで価値がある。

「どういたしまして」

「それと、あの」

　感謝するミアティは、脳裏を叩くあの声を思い出す。

『ミアティ、逃げなさい』

　はっきりと聞こえたあの声。懐かしいその声に、彼女の声は似ていた。

　だからもし。もし、彼女がそうならば、と。

「月が落ちるわ」

「ごめんなさい、だから、あの」

　勘違いのような気がしていた。でも今は確信を持って言える。

　あの人は、そうだ。

　しかし、それを否定するように空を仰ぐ彼女は「人違いよ」と首を振った。

「忠告を聞かない子が、私の子供であるはずがないんだから」

　と彼女は失神したクオウを鏡面に放り投げると、つまらなそうに口を開く。

「あなたは人間よ。羽が定着せず、中途半端に終わってるんだもの。少し混じっただけの、ただの人間。寿命も変わらない。人間を同族にするのに年数がかかるのに、定着前に家を飛び出しちゃったんだもの……あなたは、もう私の子供じゃない」

　好奇心に子を殺されたわ、と嘆いて扉に振り返る彼女は最後に言った。

「だから、そこの無様な男と添い遂げるといいんじゃないかしら」

「え？」

「好きなんでしょう？　愛しているんでしょう？　私なら離さないわ、そんなバカで無鉄砲な男。貰ってもいいなら貰うけれど」

「あ、あげませんっ！」

　くすくすと笑うと、黒ドレスの女性は言った。

「なら、その手にずっとつなぎ留めておくことね。もしかしたら私がいつか奪っちゃうかもしれないわ。好みは似ているみたいだし。これはおまけにあげるわ」

　懐かしむように一息ついて微笑むと、彼女は自らの長髪を撫でた。金が黒へと変わり、鮮やかな闇に溶けていく。次いで掲げる手からは、光球が街のある方角へと放たれ、霧散する。

　それを見届けると、彼女は言った。

「ごきげんよう。結婚式には呼んで。扉をノックすれば出ていくわ。できれば満月の夜にね。それと、頑固ジジイによろしく伝えておいて」

　要望だけ口にすると、彼女は扉へと足を入れた。

「待って！」

「ねえ、ミアティ」

　呼び止めるミアティに止まるその声は、闇の中で響いた優しい声に酷似していた。

「好きな人ができるって、いいものでしょう」

　それは母の言葉。

　好きな人を作れば、大抵のことがつらくなくなる。

　その身を問わない者であれば、種の違いを許容する者であれば、なおさらに。

　微笑む彼女に、最後のピースが嵌る。

「それじゃあね」

　別れの言葉を待たず、鏡面に消えていく彼女を見送ると扉は閉まってしまった。

　以前と変わらない、巨木が囲うただの円形に形作られた広場へと戻ると、力が抜けたようにトールが息を吐いた。

「大丈夫ですか、トールさま……？」

「いい。心配するな。緊張が抜けただけだから」

　脇腹を押さえながら、片手で制するトールは、しかし、と扉があった場所を見つめる。

「あれは……ミアティの母親だと、自明してたぞ」

「そうですね、そうだと思います」

　彼女は妖精だ。あちら側の、それも高位の。

「私の母であり、妖精の女王」

「まさか、ティターニアが母だなんて……いや、嘘だろう？」

　ふと、彼女を見て思い出した真名を、ミアティは胸内に呟く。

　母の名であり、自分の名前。

「いいえ。私の名前は、ミアティ＝ティターニア。本来、女王となるべく育てられた存在です。今思い出しました」

　完全に記憶が戻ったとはいえない。

　忘れてしまったことは、思い出すまで忘れたことに気付かない。

　とはいえ、彼女の存在は記憶を手繰り寄せるのに十分だった。分け御霊として女王の羽を得たミアティに、オリジナルの存在は記憶を喚起させる条件を満たしている。

　上目遣いになって深紅の瞳を見つめる。

「それでも、あなたは私を愛してくれますか？」

　驚きに目を開くトールだが、それも束の間。

　嘆息に空を仰ぐ彼は、ミアティを抱き寄せた。

「言わせるな」

　優しくて、好きな香りに包まれる。

「愛するさ。どんな存在であろうと、困難が待ち受けていようと、離すことなく」

　愛を誓うよ、とより抱きしめられ、ミアティもその背に腕を伸ばした。

　月光の下、口づけを交わして。






　エピローグ






　出現した羽の件を説明しようと戻ると皆、何も憶えていなかった。

　休憩室に入った二人が、どこかへと消えてしまったということになっているらしく、すぐさま執事やメイドによって着替えさせられ、つつがなく夜会を進行させられた。

「クロッカス」

　執事と着替え中に話すトールは、ティターニアからの伝言を呟く。

「頑固ジジイによろしく、だと」

「……」

　黙り込むクロッカスは、やがて。

　ふっと笑みを漏らしてトールの背を叩く。

「できました。胸を張ってくだされ」

「何も言わないのか。昔馴染みだろう」

　昔と比べ、白髪に染まった老いた姿は彼女にどう映っていたのだろうか。

　クロッカスとティターニアがどういう関係だったのかはさておき、気の知れた仲だったのだろうな、というのは言うまでもあるまい。

　あの日、トールが彼に森に連れられて見たのは、彼女であったのだろう──昔馴染みならば、物語を語り聞いた一度は、ティターニアの姿が傍にあったかもしれない。幼少の朧げな記憶を探っても、しかし十何年前の記憶は、強い印象がなければ思い出にもなれない。

　日常に彼女が溶け込んでいれば、それこそ憶えられはしない。変わらない日常こそ、記憶に留めておくには惜しい。父母に縛られ、刺激を求めた過去が大事だった記憶を奪っていったのだとしたら──ああ、それは悪いことをしたな、とトールは思う。

「あんなもの、昔馴染みでもなんでもないですよ」

　クロッカスは笑った。久々に笑った姿を見た気がした。

「余計なお世話だと、次に会った時には伝えましょう」

「ああ、それがいい」

　彼につられるように、トールも頬を緩めていた。
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　夜が更け、ようやく疲れを癒すようにベッドに入る。

　天蓋の裏を見つめるミアティは、自然と消滅した片羽の行方を追って背に意識を向ける。

　違和感もなく、ただいつも通りの姿であるはずなのに、何かが抜け落ちたような感じがして不思議だ。そもそも、そんなことがあったのだろうかとさえ、忘れようとする自分もいる。

「クロッカスさんには、言えました？」

「ティターニアの伝言か？　ああ、言ったさ」

　余計な世話だとさ、とトールは笑う。

　彼女とクロッカスは以前に出会っていた。トールとミアティが出会う形とは違うとしても、きっとあの場所で、きっかけがあったのだろう。

「では、クロッカスさんがお話してくれていた物語というのは……まさか」

「どうだろう。あいつが自分のことを話すとは……いや、わからんな。そうなのかもしれん」

　二人の関係が聞き取れない以上、何も言えない。予想はしても、こちらが問うべき問題でもない。彼らは彼らで、大切な思い出がある。

「なあ、ミアティ」

「どうしました？」

　枕に頭を預け、見つめ合う二人は自然と吐息を重ねていた。

　尋ねる言葉を忘れたように、口づけにその問いを探す。蕩けきった舌を交わして、軽く唇を吸うと、トールは離れた。

「愛してるよ、いつまでも」

　この想いに偽りはないと、彼は抱きしめてくれる。

　一糸纏わぬ姿で重ねる肌は温もりを感じやすい。夜に冷える身体も、彼に包まれてしまえば氷解する氷のようにぬかるみに落ちていく。
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「ずっと、こうしたかった……」

　呟く言葉を確かめるようにして、口づけを交わす。

　二人を結ぶように、夜空に流れる星が煌めいていた。

　抱きしめる身体は熱を帯び、彼を求める。

「思ったのですが、私たちの間に子供はできるのでしょうか……？」

「さあ、どうだろうな。とはいえ、人であると認められただろう。母に」

　結ばれた手はもう解けることはない。

　そうでした、と笑うミアティに、愁眉を歪めるトールは意地悪く肌を撫でた。

「あまり信じてないな。嘘か誠か、これから毎日のように愛して証明してやろうか？」

　乳房から臍を辿り、栗毛を探るトールに、ミアティは首を振る。

「信じてます。だから、私……赤ちゃんが欲しいです」

　できるならば、トールの子を産みたい。母の楽しみを作るためにも、愛を深めるためにも。子は大事だと、ミアティは熱を込めて空色の瞳を開く。

「仕方ないな」

　──そうして嬉々とした熱に当てられるミアティは、今宵も愛に溺れていく。


終わり








　あとがき






　どうも、葉月ぱんです。

　この度は『妖精は侯爵の不器用な熱情に乱れて』を購入していただき、ありがとうございます。

　今作は侯爵に拾われた記憶のない女の子が、やがて自分を知る時、彼と共に在るべきかを問う物語です。あんまり考えるお話は書きたくないし、かといって書けるかというとそうでもないのですが、命題はよくこうして畏まってしまいます。また、ファンタジー作品になると、設定を凝り過ぎて、ストーリーに反映する前に文量がオーバーするので、大体尻つぼみになってしまいがちなのが私なのですが……今作は、そうでないと、いいな……。

　気を取り直して、近況です。

　引っ越しました。職場が変わりました。大変忙しくなりました。まる。

　新環境になったこともあり、日に日に実家が安らかであったのだなと身に沁みる日々を送っています。仕事場は以前よりも距離が離れ、通勤に苦労させられますが、それでも、なんだかんだこの生活を選んでよかったのでは、と考える自分もいます。

　実家は安寧の代わりに、創作に時間を費やせなくなってきていました。創作家としては大打撃です。このまま、じり貧のまま、どうにかこうにかやりくりして時間を抽出するか、はてさて新天地にて自分の時間を増やすか。家賃もあるし、光熱費とか金銭面的には苦労は強いられますが、時間はとりあえず確保できる。となれば、向かう他はありませんでした。

　現状も、そうした前向きな姿勢でよかったと思っています。日々の生活が苦しくとも、創作に手を出す余裕が生まれるのは、何よりもよいことですからね。それに、趣味が高じて仕事を貰っているからこそ、いつか大成したい……そんな大業を夢見ては筆を振るう毎日は楽しいです。早くベストセラー書きたいですね。

　勉強、頑張りますのでどうか応援のほどをよろしくお願いいたします……っ！




　さて、残り少ないので謝辞に移ります。

　編集部の皆々様。度重なる面倒を毎回のようにかけているのに真摯な対応、いつも感謝しております。いつかご恩返しができるように尽力しますので、これからもどうぞよろしくお願いします。そして、イラスト担当上原た壱様。ラフからでも高貴溢れる二人を描いていただき、ありがとうございます。あなたは神なのでしょう。カラーは尊死ものでした。今作を書き上げられたのも、上原様のおかげです。

　そして、今作を購入していただいた読者の皆々様。今後とも微かであれ記憶に残していただければと思います。いつか夢見たステージの上で、ご恩返しさせていただくまででよいので。





　二〇一九年五月吉日




葉月ぱん　　








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年六月二八日配信予定







砂漠の王と淫らな拘束に溺れる人身御供の姫君


【書下ろし・イラスト三枚入り】




　著作：赤城まや　　イラスト：小路龍流







　「何も身につけていない時が、お前は一番美しい。気に入った。これからお前はずっと、俺のものだ」




　　　イリリアの侯爵令嬢フランチェスカは、砂漠の国タルスクの新国王アシュラフに性奴隷として全裸で送り込まれる。濃密な愛撫と淫らな行為に身も心もとろかされながらも、凜とした彼女にアシュラフも魅了されていくが……!?








狼王子と生贄の身代わり花嫁（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：御子柴くれは　　イラスト：花綵いおり







　狼王子に囚われ快楽に堕とされるリリー。三角関係勃発？　やがてくる究極の選択とは？







　　　リリーは国で忌み嫌われる双子として生まれたが、幼馴染みとの結婚が決まっていた。しかし姉のローズが王家に入ることを拒否したため、陰で「狼王子」と揶揄されるフィリップの元に生贄として嫁ぐことになり……!?








若き獅子王との結婚（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：ひなた翠　　イラスト：夜咲こん







　「俺のが入るまでに、ジョーンは何回イクんだろうな」




　　　生まれたときからずっと塔の中で生活してきたジョーン。アルバ王国との同盟のため、ジョーンはアルバ王の息子であるウエールズ国の王カイトⅣ世との結婚を決意する。無知なジョーンにカイトはどんな些細なことも優しく教えてくれた。結婚はブルタニア王となった兄を思っての行動だったのだが、その兄から戦の宣戦布告を受けて……。
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